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第１節今帰仁城跡出土の元・明青花磁の分類と年代的位置付け

金武正紀

(今帰仁村発掘調査アドバイザー）

１．今帰仁城跡出土元青花磁と比較資料による優品性の証明

今帰仁城跡主郭（註１）、志慶真門郭（註２）の発掘調査で破片数で400点以上の元青花が出土

している。その破片資料から図上復元できたのが第１図である（註３)。今帰仁城跡出土の元青花

磁で注目されるのは大型の壷と盤である。特に大型壷が３点図上復元できた。それが第１図１～３

に示した壷である。

沖縄における元青花磁の出土遺跡として主なのは首里城跡（註４．５)、今帰仁城跡、久米島具志

川城跡、勝連城跡である。その中で大型壷が図上復元できたのは今帰仁城跡の３点と久米島具志川

城跡の２点である。最近、亀井明徳を代表とする専修大学アジア考古学チームが首里城跡で1点、

勝連城跡で2点の図上復元図を発表している（註６)。

これまで今帰仁城跡出土の元青花磁と久米島具志川城跡の元青花磁については亀井明徳を代表

とする研究チームが（註７．８)、勝連城跡出士の元青花磁については1975年に矢部良明（註９）

が細かくまとめられている。

今回筆者は今帰仁城跡出土の元青花磁の破片資料をいろいろな本に掲載されている完形品と比較

しながら、検討してみたい。

図版１の１（第１図１）。口縁部から底部までの資料をその部位に並べた写真である。右の１－ａ

と比較してみると、口縁部に雷文帯、頚部に唐草文、肩部に宝相華唐草文、胴部に龍と牡丹唐草文、

最下部にラマ式蓮弁文が描かれている文様構成はまったく同じである。異なる点は、龍の爪が１－

ａは３本であるのに対して、１は４本爪であるのと、ラマ式蓮弁のすぐ上の細い文様が、１は七宝

繋文であるのに対して、１－ａは巻草文である点である。なお、破片資料では獣耳は出土していな

いが、１－ａは一対の獣耳が付いていることから、亀井他の実測図第１図１では獣耳も描いている。

この１－ａは安宅コレクションの中でも特に優品として有名であることから、今帰仁城跡出土の

獣耳壷も１－ａと同等かそれ以上の優品であったと考えられる。

※１－ａは矢部良明『陶磁大系41一元の染付一』平凡社１９７４

図版１の２（第１図２)。この青花壷は胴部に描かれた主文様の白抜龍文が圧巻である。この白抜

龍文壷に類似の作品が見つからない。白抜龍文としては２－ａが有名だが梅瓶であり器形がまった

く違う。２－ｂに注目したい。主文様の白抜龍文が牡丹唐草文に変わっているが、その上の如意頭

窓枠の中に青海波文が丁寧に描かれ､その中に白海馬が描かれている文様帯はまったく同じである。

２－ｂの青花牡丹唐草文獅子紐双耳壷について佐藤雅彦は下記の『世界陶磁全集１３』において

｢元青花の中でももっともいかめしい、堂堂たる大作で、蓋の伴った唯一の例として知られている｡」

と述べている。また、２について亀井明徳は『今帰仁城跡周辺遺跡Ⅲ』（註７）において「(２－ａ

の梅瓶などの）類似品と比較して、本出土の青花刻花白竜文耀は、いずれにも優るとも劣らない類

を見ないものであり、わが国はもとより、中国を含めて内外の青花盗の白眉といえる｡」と絶賛し

ている。

※２－ａ、２－ｂとも『世界陶磁全集１３遼・金・元』小学館１９８１

１２１

第Ｖ章結



1２２

図版１の３（第１図４)。元青花壷の蓋である。蓋甲に葉脈文が描かれ、中心に紐が付いている。

３－ａのような身と蓋のセットと考えられる。

※３－ａは『亜州古陶蓋研究Ⅱ』亜州古陶盗学会２００５

図版１の４（第１図５)。口径42.4ｃｍの大型元青花盤である。内面の文様は内底に牡丹唐草文を描

き、内体面に宝相華唐草文を描き、さらに鍔縁面に巻草文が描かれ、内面全体を丁寧な文様を描い

て埋めつくしている。外体面にはラマ式蓮弁が丁寧に描かれている。発色もよく、破片ではあるが

優品であることは一目瞭然である。右の４－ａと文様構成が同じで、丁寧な描き方や発色なども同

じである。ちなみに右の４－ａは国の重要文化財に指定されている最高級品である。

※４－ａは『世界陶磁全集１３遼・金・元』小学館１９８１

図版１の５（第１図６)。元青花玉壷瓶である。左の５と右の５－ａの文様を比較すると、まず頚

部に下向きのラマ式蓮弁文、その下に巻草文、胴部に主文様、最下部にラマ式蓮弁が描かれている。

５の主文様には柳が描かれているが、おそらく右の５－ａのような人物文が柳の下に描かれていた

のだろうか。主文様のすぐ下に５は巻草文、５－ａは七宝繋文が描かれているところは相違する。

しかし、器形、文様構成、発色の良さなどから類似の瓶と考えられる。

※５－ａは『世界陶磁全集１３遼・金・元』小学館１９８１

図版１の６（第１図７)。口径3.7ｃｍ、高さ5.2ｃｍ、底径3.5ｃｍの元青花小壷である。主文様は胴

部に描かれている菊唐草文である。沖縄では現在のところ、この一点のみの出土である。右の６－

ａは博多遺跡群第124次調査で出土した元青花菊唐草文小壷である。

※６－ａは『亜州古陶査研究Ⅱ』亜州古陶蓋学会２００５

図版１の７（第１図８．９．１０)。元青花三足香炉の口縁部である。７の２個は別個体のようであ

るが、文様が同じなのでまとめた。口縁部亀甲繋文は７－ａの口縁部に廻っている亀甲繋文と文様

構成が同じである。第１図10は亀甲繋文のところが巻草文になっているが器形が同じである。

※７－ａは『世界陶磁全集１３遼・金・元』小学館１９８１

図版１の８（第１図１１)。口径９ｃｍの小型元青花片口である。内体面に巻草文、外体面にラマ式

蓮弁が描かれている。これと同じ文様構成が右の８－ａの片口である。

※８－ａは『世界陶磁全集１３遼・金・元』小学館１９８１

このように世界に現存する元青花の優品と比較しても同等の優品であることが理解できる。それ

は山北王が元青花の優品性を評価できたのだと考えられる。そしてそれは権力の象徴として考えら

れていたと推察できる。これらの元青花を入手したのは『明賞録』に登場する山北王IiEl尼芝と考

えられる。

２．今帰仁城跡出土明青花磁の分類

出土青花は碗、皿、杯、盤などであるが、特に碗と皿が多いので、今回は碗と皿について、比較

資料を提示しながら分類を試みた。

（１）外反碗

I類（第２図１～８，第３図１～３）

下脹れの外反碗で、文様が内外面に丁寧に描かれている。

Ｉ－ａ、第２図１．２で、外面下位にラマ式蓮弁が描かれている。１の内底には白海馬が描かれ

ているが、これは参考１の元青花の白海馬文に近い、また、外面の波涛文の中にも白抜

きの文様の一部がみられる。２の内底の捻じ花も丁寧である。この２点は元青花のよう

な発色で、元青花の流れを汲む明初の作品と考えられる。

Ｉ－ｂ、第２図３．４で、外体面に丁寧な唐草文が描かれている。３は内外面巻草文を全面に描
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いている。花の部分を網目にして描いているのが大きな特徴である。参考２の内面巻唐

草文と同じで、参考２は永楽と考えられており、本品も明初と考えられる。４は参考３

と類似の文様構成であり、これも明初と考えられている。

Ｉ－ｃ、第２図５で、外体面に雲気文が描かれ、内底に寿の字がみられる。これと類似のが参考４

で、洪武・永楽と編年されている。本品も明初と考えておきたい。

Ｉ－ｄ、第２図６～８で、内外面に丁寧な文様が描かれている。６．７は外体面に唐草文が描かれ、

内底に十字花文がみられる。８は大型の碗で、外体面に人物図が描かれている。

Ｉ－ｅ，第３図１～３で、１は内底に梅月文が描かれている。梅月文は明初の宣徳頃から多く描か

れるようである。参考５は１５世紀前半と考えられている。２．３は外体面に鳳鳳文の

描かれた非常に薄手碗である。外底に「宣徳年製」の字款があり、宣徳の作品と考えら

れる。

Ⅱ類（第３図４～７，第４図ｌ）

口縁部が極端に外反する口折碗で、高台がハの字状に開く。４～７は外体面に馬士文が廻ってい

る。第４図ｌは外面に人物図、口縁内面に四方裡文が描かれている。１５世紀中葉と考えられる。

Ⅲ類（第４図２～４）

下脹れしない外反碗で、内底が蓮子。

２は外体面に巻唐草文、内底に花弁文が描かれている。３．４は外体面に蓮池文、内底に花弁文が

描かれている。いずれの外底にも「寓福牧同」の字款がある。「寓福牧同」の字款は嘉靖から万暦

に多く用いられることから（註10)、１６世紀前半から中葉と考えられる。

Ⅳ類（第４図５．６）

Ⅲ類に類似するが、口径が狭く（約１２ｃｍ）なり、茶碗形となり、内底は平坦である。文様構

成では５は３．４と、６は２と類似する。Ⅲ類と同時期の作品と考えられる。

V類（第５図１～４）

口径が狭く（約１２ｃｍ）なり、茶碗形。

口縁に特徴がある。口径内側が凹み、鰻頭状口縁。絵画的図が外体面と内底に描かれている。１は

人物文、２は草花文と獅子文、３は外体的と内底に幡嶋文（龍がとぐろを巻く)、４は草花文が描

かれている。また、２には「大明寓暦年製｣、３には「菖福牧同」の字款があり１６世紀後半から１７

世紀初頭と考えられる。

（２）直口碗

I類（第５図５～７，第６図、第７図１～４）

口径が13～１５ｃｍで底径（約５ｃｍ）より開く直口碗で、内底は凹む蓮子碗。

Ｉ－ａ，第５図５～７で、外体面に唐草文。５．６の口縁内面には四方擢文が廻っている。

Ｉ－ｂ、第６図１～３で蕉葉文碗。参考６は嘉靖（1522～1566）の作品と編年されていることか

ら16世紀前半～中葉と考えられる。

Ｉ－ｃ，第６図４～６でアラベスク文碗でＩ－ｂは同じ時期の作品と考えられる。なお、この碗と

同類と考えられるのが第７図５～１０の茶碗である。

Ｉ－ｄ、第６図７～９、第７図１．２で器形は口径の広い浅碗で、第６図７～９は豹皮文、第７図

１．２は豹皮文に近い三葉状の斑点文。この浅碗とＩ－ｂと同じ時期の作品と考えられる。

Ｉ－ｅ、第７図３．４で、３は飛馬文、４は法螺貝文であまり類例がない。１６世紀後半～１７世紀

初頃の作品と考えられる。

II類（第７図５～10、第８図１～８）

口径が約１２ｃｍの筒形に近い茶碗である。

Ⅱ－ａ、第７図５～10で、アラベスク文茶碗。内底は平坦。Ｉ－ｃと同じ時期と考えられる。

１２５
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Ⅱ－ｂ、第８図１～６で、内底が盛り上がる鰻頭心の茶碗である。１．２は円文で、３は幡嫡文、

４は人物文、５．６は唐草文である。参考７の円文は成化（1465～1487)、参考８は

万暦（１５７３～1615）という年代が与えられているが、器形から考えて、この一群は万

暦と考えられる。

Ⅱ一ｃ、第８図７．８で、霞頭心の浅碗である。Ⅱ－ｂと同時期と考えられる。

(３）外反皿

I類（第９図１～３）

内底に十字花文、内体面に如意頭繋文、外体面には巻唐草文が描かれている。花の部分を網目に

して描いている。この文様構成は参考９と同じである。また、この手法は第２図３の碗と同じで、

第２図３の碗とセットの皿で、明初の作品と考えられる。

Ⅱ類（第９図４～７，第１０図１）

第９図４～７は内底に玉取獅子文を描き、外体面に唐草文を描くタイプである。第１０図１は内

底に園亭図、外体面に唐草文が描かれている。１５世紀後半～16世紀前半頃と考えられる。

Ⅲ類（第10図２～６）

小型の皿で、内底に十字花文、外体面に唐草文が描かれている。１６世紀か。

(４）直口皿

I類（第１０図７～９）

内底に官人図、外体面に唐草文が描かれている。８．９の外底には「冨貴届器」の字款が書かれ

ている。届は佳のあて字か誤字と考えられる。一般的には冨貴佳器で、冨貴佳器は嘉靖（1522～

1566）からよく使われているようであり（註10)、この皿は16世紀前半頃と考えられる。

Ⅱ類（第１０図１０～12，第１１図１～８）

いわゆる碁笥底の直口皿である。第１０図１０は内底に花果文、外体面に唐草文が描かれている。

第１０図１１は内底に寿星図が描かれている。これと同じ寿星図が描かれているのが参考10で、これ

は景徳鎮民窯で弘治（1488～1505）年間の作品とあり（参考図版出典４)、この第10図１１も１５世

紀末～16世紀前半頃と考えられる。第10図１２と第11図１～６は外体面に簡略化した蕉葉文が描か

れるタイプで、７．８は莞字文が描かれるタイプである。これらの皿は16世紀。

Ⅲ類（第１１図９～13）

外体面は無文で、内底に烏類、花果文、人物文などが描かれるタイプである。１６世紀後半～１７

世紀初頃。

（５）青花杯（第１２図１～５）

ｌ～３は筒形で外体面に１本の凸線が廻っている。４．５は口径がやや開く碗形の杯である。こ

れらの杯は第７図５～10の直口碗と同類である。１６世紀。

（６）青花瓶（第12図６．７）

６．７とも玉壷春碗である。頚部に蕉葉文、胴部に花唐草文、下部に蓮弁文が描かれている。

１５世紀。

（７）青花水注（第１２図８）

肩壷形の水性で、肩壷の両面に如意頭状窓絵文で、窓枠の中に山水人物図が描かれている。１５

世紀。

（８）青花盤（第１３図ｌ～４）

１．２は直口盤で、３も高台の造りから直口盤の底部と考えられる。４は鍔縁盤である。内底に

は２が孔雀図、３が菊花図、４が顔麟図である。１５世紀。
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参考図版出典（第２図～第10図）

参考１．『世界陶磁全集１３－遼・金・元』小学館1981年

〃２．藤岡了一『陶磁大系42明の染付』平凡社1975年

〃３．同上

〃４．方李荊『景徳鎮民窯』人民美術出版社（北京）2002年

〃５．参考２と同じ

〃６．『中国陶磁全集19景徳鎮民間青花磁器』中国上海人民美術出版社十美乃美

〃７．『明代陶盗全集』葵術家出版社（台北）1983年

〃８．参考６と同じ

〃９．参考２と同じ

〃１０．参考６と同じ

１９８３年
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註 金武正紀．宮里末麿他『今帰仁城跡発掘調査報告Ⅱ』今帰仁村教育委員会1991年

金武正紀．宮里末麿他『今帰仁城跡発掘調査報告Ｉ』今帰仁村教育委員会1983年

第１図１～６．１０は亀井明徳代表の研究チームの作図『今帰仁城跡周辺遺跡Ⅲ』今帰仁村教育委員会2007年
金城亀信・上原静・城間肇他『首里城跡一京の内跡発掘調査報告書一』

沖縄県教育委員会1998年

金城透・瀬戸哲也・片桐千亜紀他『首里城跡一二階殿地区発掘調査報告書一』
沖縄県立埋蔵文化財センター2005年

亀井明徳．高島裕之．新島奈津子．山本文子．柴田圭子他『亜州古陶盗研究Ⅲ』亜州古陶盗学会2008年
亀井明徳・柴田圭子・高島裕之・新島奈津子「今帰仁城跡出土青花盗の研究」『今帰仁城跡周辺遺跡Ⅲ』
今帰仁村教育委員会2007年

亀井明・島裕之・新島奈津子・山本文子他『具志川城跡発掘調査報告書Ｉ』
沖縄県久米島町教育委員会2005年

矢部良明「日本出土の元様式青花磁器について一沖縄、とくに勝連城の出土品を中心にして一」
『南島考古』第４号沖縄考古学会1975年

馬希桂『中国青花盗』上海古籍出版社1999年

中国明代の資料で、日本史料集成編纂会編『中国、朝鮮の史籍における日本史料集成明賞録之部（一）』
国書刊行会1975年

和田久徳「琉球国の三山統一についての新考察」『人文科学紀要第二八巻第２冊』お茶の水女子大学1975年
『中山世譜』伊波普猷・東恩納寛惇・横山重編纂『琉球史料叢書』四東京美術1972年
『今帰仁村史』今帰仁村史編纂委員会今帰仁村役場1975年

３．今帰仁城跡出土青花磁の山北年代と監守年代

今帰仁城跡は琉球が三つの勢力に分かれていた、いわゆる三山鼎立時代の山北で、中国明代の

『明責録』（註11）の中の「太祖賞録」「太宗賞録」に琉球国中山王、山北王、山南王と記録され

ている中の山北王の居城である。「太祖賞録」「太宗賞録」の記録によると、1383年から1415年の

33年間に山北王帖尼芝６回、山北王眠が１回、山北王塞安知が１１回中国皇帝へ使者を送り、朝貢

貿易を行なったことが記されている。しかし、３代の王が続いた山北は1422年、中山王尚巴志軍

の攻撃で滅ぼされて中山による三山統一が成し遂げられる（註12)。１４２９年には山南も中山に滅

ぼされて中山による三山統一が成し遂げられる（註13)。

山北が中国と朝貢貿易を行なった1383年から1415年までが山北の隆盛期である。１８回の朝貢

貿易で大量の中国陶磁器が入ってくる。しかし、青花磁でみると第１図の元青花磁と第２図の明青

花碗、第９図１～３の明青花皿などで、量的には少ない。

前述した以外の第３図～第１３図までのほとんどは中山に滅ぼされ、中山から監守が山北へ派遣

された、いわゆる監守時代の明青花磁である。そして、清代の青花磁がほとんど出土していないこ

とから、1609年の薩摩軍による山北城侵攻により監守が城外へ移動したと伝えられているのと符

合する。『今帰仁村史』には薩摩軍侵攻により「北山城炎上のあと、北山監守は、城下の親泊部落

にその居を移し、およそ50余年そこに住んでいたが、王命によって首里に引き上げた。これが七

代監守であった向従憲である｡」と記されている（註１４)。

このように、今帰仁城跡出土の青花磁は山北王時代の1383年から1422年までの青花磁と監守時

代の1422年から薩摩侵攻の1609年までの青花磁に分けて考えることが重要である。それは山北王

が独自に朝貢貿易を行なった山北王時代と中山（首里城）経由の監守時代とは明確に区別されるか

らである。
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第６図明吉花直口碗：Ｉ類ｂ（1～3）Ｉ類ｃ（4～6)、Ｉ類．（7～9）
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第２節今帰仁城跡出土明代前半期青花査の研究

柴田圭子（愛媛県埋蔵文化財調査センター）

高島裕之（駒津大学禅文化歴史博物館）

新島奈津子（法政大学第二高校）

亀井明徳（専修大学文学部）

半田素子（世田谷区遺跡調査会）

１．はじめに

今帰仁城跡の元様式の青花査については、２００６年までに出土したものを対象に調査を行い、

個々の資料を詳細に観察．記録し、個体数を把握し、出土傾向を分析した（亀井明徳ほか2007)。

その過程において、当初元青花査に含めていたもののうち明初までの幅でとらえるべき資料の存在

が明らかとなり、本編をまとめることとなった。ここでいう明初とは洪武期から宣徳期までの時期

である。またそれらの資料以外にも、今帰仁城跡からは耀、瓶、盤類といった大型の青花釜が比較

的まとまった数量出土しており、その中にも明初、あるいはそれに近い時期と判断されるものがあ

り本編で紹介することとした。

本編の構成は、各資料の解説、元青花盗と明初との相違点に関する考察、明初の青花盗に関する

まとめから成る。また、大きくは15世紀代までに生産されたものとして理解される碗類が多数出

土しており、それらに関しては大型品の年代を推定する過程で参照したが、全てを分類整理するに

は至っておらず、傾向をまとめることとした。

実測および執筆は分担して行ったため、項目ごとに文責を記載した。（柴田）

２．個別資料解説

本項では、明初と考えられる資料について器種ごとに個別解説する。資料の番号は今帰仁村の所

管する遺物台帳に拠っている。

盤

No.２青花牡丹唐草文盤（第１図図版1）

口沿部から体部下位まで復元できる盤である。文様や形態、紬調に共通'性のある破片を同一個体

とした。破片数は１３片あり互いに接合しない。口径は復元値で36.2ｃｍである。体部は深く丸みを

もち、下半に至っても厚さは10ｍｍでさほど厚みが加わらない。紬はやや青みを帯び透明で、鍔

沿部に気泡、端部に紬切れが認められる。文様は外側面には牡丹唐草文、鍔に唐草文が配され、内

側面に唐草文、鍔沿に巻草文が描かれる。内側面に描かれた唐草文の主文は、葉の形状から牡丹文

か菊文である可能性があるが該当する破片がなくどちらとも決め難い。破片を復元配置するに当た

っては、先に外面の牡丹唐草文の構成を推定して配置し、内面唐草文は文様構成が不明確であるた

め外面に合わせて配置している。鍔沿の巻草文の発色は薄く細い線で描かれ、側面の唐草文は濃く

描かれる。牡丹と葉は太い線で輪郭を描き、中をだみ塗りしている。葉脈はやや太い線で描かれ、

葉の先端に一筆付け足して表現している部分がある。茎は一筆で描いている部分が多い。青料中に

黒っぽい斑が少数みられる。胎土は白灰色を呈する。主郭、東壁から多くが出土し、体部２片は志
慶真門郭から出土した。

類例としては全く同様の資料を見出すことはできないが、本資料は体部が元青花の盤（亜州古陶

査学会2008,ｐ､46、ｆｉｇ３１。ｐ､47、fig､３２．ｐ､193、fig,5）と比較すると丸みをもって深く、文様

の巻草文や葉の描き方に元青花蓋と類似した特徴が見出せるものの、牡丹や葉が太い線で粗く描か

1４１
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れており明初に下るものと判断される。内外側面に花と唐草文を配する構成は洪武期から宣徳期に

一般的に認められるが、本資料は青料の発色が洪武期の特徴とされる灰暗色ではなく、また文様構

成も洪武期独特の唐草文とは異なっており､それよりは下り永楽期から宣徳期に近い時期と考える。

(柴田）

皿

No.４青花皿（第１図図版1）

同一個体の３片があり、発見位置はそれぞれ異なるが、器形・紬調・施文の特徴が共通している。

口径15.6、器高2.0ｃｍに復元できる牒である。口沿の内側を肥厚し、反転気味につくり、露胎の平

底に糸切り痕があり、焼成時に付着した黒色ゴマ状の炭化物がのこる。内側面にみられる文様の原

体は巻草文とみるが、現状は波文ないし半弧文の連続にすぎない。紬は厚めにかけられ、ピンホー

ルがみられ、白ないし青灰色である。（亀井）

No.５青花皿（第１図図版l）

次のNo.６厘と類似しているが、器形と施文が異なる別個体とみる。体部中位以下は露胎であり、

褐灰色をみせている。体部内側に、模状の文様が斜行に施されている。口径15.7ｃｍ。（亀井）

高足杯

No.４６青花高足杯（第１図図版3）

高足杯の脚部である。上位に段があり裾部は広く開き、端部は内外面ともに幅広の面取りを行う。

施紬後に削りにより面取りを行っており、面取りを行った部分から内側にかけては露胎となる。紬

薬は青味を帯びピンホールがみられる。段の下と裾部に圏線を巡らせる。段の下の圏線は濃く惨み

がある。裾部の圏線は発色が薄く不鮮明である。上面に杯部の接着が認められる。胎土は褐色がか

った灰色で陶質に近く、黒色粒子を含んでいる。志慶真門郭出土。

形状が類似しているのは出光美術館蔵の楼閣人物文高足杯（出光美術館編1987、ｎｏ､635）が脚

上部に段を設ける形態に共通'性があり、個人蔵として紹介されている青花烏雀文高足杯（穆青他

2000、ｐ,102、No.124）は本資料と圏線も共通し、外反形態の杯部が付く。これらから本資料は

直上に杯部を接着させていたと考えられる。類例は永楽期から宣徳期であり、本資料もほぼ同時期

と考えておきたい。（柴田）

No.４７青花高足杯（第１図図版3）

高足杯の脚部である。No.46とほぼ同様の器形であるが、紬薬の青味が強く、ピンホール、気泡

が多く見られる。圏線は脚部最上部と段直下、裾部近くに巡らせる。青料の発色は薄く、特に裾部

近くの圏線は淡く不鮮明である。脚部内面は無紬だが紬が入り込み２箇所で塊状となっている。胎

土は白灰色を呈する。形状の類例はNo.46と同様である。（柴田）

匝

No.６青花匝（第１図図版1）

Ｂ－２Ⅱ出土。体部中位から底部をのこす略描型式の匝の破片である。体部内側には、渦巻文に簡

略化した花文を数箇所にわけて配置し、口沿の内外には連続弧文ないし巻草文、内底部には花文の

一部がのこっている。紬は白灰色で濁っており、やや上げ底状につくる外底は、灰白色を呈し、ナ

デの調整痕がみられ、周縁には砂と炭化物が付着し、体部との境目には削りの痕跡がある。（亀井）

長頚瓶

No.６０青花牡丹・宝相華唐草文長頚瓶（第１図図版1）



写真１

No.６８青花松竹梅文長頚瓶（第１図図I仮2）

それぞれ胎土や紬調、厚さ、文様の特徴が類似することから同

一個体と推定した。接合を終えた段階で、長頚瓶の破片が８片確

認できる。これらの破片は頚部から胴下部分までが確認できるの

で、文様構成や器壁の厚みなどから判断し、図上復元した。

胴下部に最大径をもち、ゆるやかな丸みを帯びた長頚瓶である。

胎土は白色で、紬はわずかに青みを帯びた透明紬を内面に施す。

青料は鮮やかな青色を呈し、濃淡が明瞭である。接胎については、

内面に施紬されていることや、器壁の厚みが元青花査と比べて極

端に変化しないことなどから、不明瞭ではあるが、頚部と胴下部

の２箇所と推測する。

文様は、上から蕉葉文、波涛文、唐草文がおかれ、松竹梅文を

主文様にしている。松竹梅文の上下にはそれぞれ二重圏線を配さ

れ、区画している。底部付-近には変形蓮弁文が描かれている。瓶

の文様について、元青花蓋との比較は考察部分で詳しく述べる。

主文様の松竹梅文は、元青花蓋と比較すると空白が多い構図とな

っている。これらの破片は主郭から主に出土し、類列として故宮

博物院蔵の青花竹石芭蕉文長頚瓶（写真2、歌宝昌編2000、p35、

no,33,高３２，８）がある。（新島）

既報告の資料(今帰仁村教委１９９１.pp220-22L第67図(PL,82)-3)であり、新たに同一個体として

増えた破片を含め、復元図を作成した。底径5.2ｃｍ、頚部下から底部にかけて残存する破片で、総

数5点である。出土地点は、主郭Ｂ－１区Ⅱ層5-10(1)、Ｃ－ｌ区Ⅱ層20-25(1)、Ｄ－ｌ区(1)、Ⅱ層

下部(1)、主郭東壁表採(1)、東壁フルイ(3)、Ｋ－３２（１）、東斜.面(1)、志慶真門郭第５Ｂテラス

Ⅱ層15-30(1)、第6ＡテラスⅢ層0-5(3)である。（）内は接合前の注記による破片数。

底部の作りは平底で、接地面を除いて内外面共に基本的に施紬されている。底部の露胎の部分は、

赤化している。頚部および胴部と腰部との接合痕の残る破片があり、その部分は突起し、紬切れも

みられる。また接合部内面には、接合の際の粘土屑が付着している。

文様帯は頚部の回文、肩部の祥雲文、胴部の牡丹と、宝相華唐草文、腰部の変形蓮弁文である。

花の形は2種類みられ、回文の描き方は元様式青花査器

には確認できない連続する反転形である。青色顔料は、

全体的に黒ずみ惨んでいて、とくに花の部分は判然と

しない。この瓶と同じ文様の別個体の長頚瓶が、今帰

仁ムラ跡(屋敷地５)で、出土している(今帰仁村教育委

員会2008、ｐ32，第21図-134、ｐ98.図版9)。

また類似文様の描かれ方の瓶は、詳細な地点は不明

であるがフィリピンの出土例にみられる（写真１，

LarryGotuaco，ＲｉｔａＣ，Ｔａｎ、Allisonl･Diem

l997、ｐ１１２.Ｍ２)。その資料の年代は宣徳一正統期が

推定されていて、写真でみるとフィリピン出土例は、

底部に高台がある点など成形が部分的に異なるが、文

様構成などは共通すると考えられ、No.６０も同じく１５

世紀前半の年代が考えられる。（高島）
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1４４

No.６９青花蓮池文長頚瓶（第１図図版2）

頚部下から腰部までの破片で、総数12点である。出土地点は、主郭Ａ－２区Ⅱ層１０－１５（１）、

Ｂ－２区Ⅱ層5-10（１）、Ｃ－２区表土（１）、Ⅱ層0-5（１）、５－１０（２）、10-20（３）、Ｃ－３区Ⅱ層

30-40（１）、主郭東壁表採（１）、東壁フルイ（３）、西壁内（１）である。（）内は接合前の注

記による破片数。

内外面共に施紬され、透明紬は青味を帯び、頚部下部分の内面には、ナデ調整痕が顕著に残る。

頚部および胴部と腰部との接合痕の残る破片があり、各々の接合面に紬薬の入り込んだ痕跡が観察

できる。また外面には土鋳が付着する破片もある。

文様は二重圏線の下に蓮花、および水草文を描き、その下に波の飛沫と青海波を組み合わせた波

涛文を配置する。全体的に青色顔料は濃紺色であり、やや惨み黒ずんでいる。蓮花は、器面全体に

上下に配置され、蓮葉、蓮実の表現もみられる。花全体の残る破片は確認できなかったが、花の形

は梅沢記念館品に類似している（写真3、藤岡了-1975、plO4、図54)。また蓮花と波涛の組み

合わせは、景泰末期から天順期と考えられている青花蓮池荷花碗（写真4、故宮博物院蔵、歌賓昌

1993,ｐ85,図147）にみられ、１５世紀中葉から第３四半期前後の年代が考えられる。（高島）

写真３ 写真４

No.４０－１～３青花瓶（第２図図版4）

No.４０－１は口沿部片で外面に２本の圏線が巡り、青料の発色はやや薄く、透明紬が掛かる。胎

土は白色徴密である。

No.４０－２は頚部片で内外面施紬。紬は透明で、青料.の発色はやや薄く、胎土は白色徴密である。

頚部の圏線の上下に花（唐草）文が描かれている。

No.４０－３は胴下部片である。外面に立てつけで渦巻文が描かれる。青料･の発色はやや薄く、紬

はやや青み帯びる。胎土は白色織密である。（半田）

水注

No.４４青花如意頭状窓人物文水注（第２図図版3）

胴部上位から底部にかけて復元できる水性である。破片数は２３片で、接合後８破片となった。

如意頭状の窓（開光部）中に人物文が描かれ、窓外の周囲に牡丹唐草折枝文を配する。窓がある面

が平坦となり肩壷に近い形態であるが、高台はほぼ円形で径8.0-8.3ｃｍである。器形復元の参考



としたのは首里城跡京の内跡ＳＫＯ１出土瑠璃紬水注（報告では仙蓋瓶・沖縄県教育委員会1998,

p194，第70図）である。ただし注口部の形態に違いがあり、本資料.では注口と胴部が接着する部

分は肩平で膨らみが少ない。

注口部が接合する部分の胴部は内面を全面施紬後に穿孔を施しており、穿孔部は露胎となってい

る。注口部も内面は露胎であり、縦方向に深い亀裂が入っている。把手は全て失われているが、３

箇所の円形突起をもつ貼り付け痕跡が看取できる。器壁はおおむね厚さ４－６ｍｍで、底部は6ｍｍ

である。胴部中位に接合部分があり器壁が8ｍｍと厚くなっている。高台はやや外開きで、高さが

外側で12ｍｍ、厚さは7ｍｍと厚く、畳付両側面下端を粗く面取りする。窓の境は削りにより浅い

段を設けている。紬薬は基本的に内外全面にかけられ、前述の注口接合部と注口内面が露胎、畳付

は削り取りであるが削りが不十分な部分が全体の３分の１程度観察できる。青料は淡い色調で、線

が重なった部分が濃く発色しムラがある。

文様は二つの窓内に異なる人物文を配し、窓外の左右に上下２段の牡丹唐草折枝文を描く。窓は

縁取る段に沿って二重圏線で画し、双方ともに窓内右手に松と竹を描き、松の枝の下に人物を配す

る。片面は水面に釣り糸を垂れる文人とみられる姿であり、今一方は童子を連れ杖状のものを持っ

た人物が描かれている。松は幹と枝の輪郭を線で描き樹皮は不定形の鱗状、松葉は線を放射状に配

し楕円形に描いている。人物や波の表現は細い線を用い－筆描きのように簡易である。牡丹唐草文

は牡丹を中心に上方に向かう唐草を組み合わせている。花弁や葉は輪郭を一枚ずつ描き、花は輪郭

線を太く、その内部は淡く青料をいれている。注口部の縁から下端には如意頭文の縁取りを配する。

胴部最下部から高台には４条の圏線を巡らせている。胎

土は白灰色である。主郭、東壁から多くが出土し、志慶真

門郭からも一部出土している。

本資料･と同様に水注という器形で窓内に主文を描くもの

は、故宮博物院蔵青花折枝花果文水注（取宝昌主編2002、

pp48-49、No.19）や上海博物館蔵青花折枝花果文水注

(写真５，周蕊書主編1998、ｐ47）等類型化されたものが

永楽期から宣徳期にかけて存在している。それらと本資料

を比較すると窓の形態が異なるものの二重圏線で画し主文

様を描く点や、窓の周囲に牡丹唐草文を配すること、注口

基部を如意頭形の二重圏線とすること、把手貼り付け部の

形態などが共通点として挙げられる。しかしそれらの資料

は長頚瓶形であり、窓の部分が肩平で肩i壷となる本資料と

は形態に若干違いがある。胴部形態が一致する資料として写真５

は、宣徳期の四川省成都市明隆慶太監墓出土の青花竜文水注（四川省博物館蔵、周蕊書主編1988,

ｐ93）があり、注口や把手の形態が特殊であるものの窓の形態は同じである。また、青花ではない

が首里城跡京の内ＳＫＯ１出土紅粕水性と瑠璃紬水性が形態としては最も近く、胴部が肩壷気味と

なる点や窓の形態も一致しているが、これらは元の資料として紹介されているため一定の留保が必

要である。ただし、比較資料として長頚瓶形の高台の形態に着目すると、元青花は貼り付けで高く

外開きの形態（亜州古陶蓋学会2008ｐｌｌ６ｆｉｇｌ６６ｏｐｌｌ８ｆｉｇ､170）であるのに対･し、１５世紀前

半から中葉のものは削り出しで直立する形態に変化しており（沖縄県教育委員会1998,ｐ１７７，第

62図)、本資料の形態は後者に類似する。

文様に関しては、人物文は簡略化されており直ちに比較できる資料を見出せないが、ここでは背

後に描かれる松と、窓外の牡丹唐草文に注目してみたい。まず松であるが、元青花盗に描かれるも

のは出光美術館蔵‘騎馬人物文確（写真6、出光美術館編1987、ｎＱ１４３）にみられるように幹は太

1４５



己1つに細く抗れ、栗豚しっかりと油かれＬい写真８写真９

る。無論これらは器形も様々で、官窯、民窯

の違いもあるが、本資料の松の表現は永楽期から宣徳期のものと近いと思われる。それより下る資

料雲では成化期の北京故宮博物院蔵の松竹梅文盤（写真９，周璽書主編1998,ｐ､153）のように幹の

輪郭が細くこぶが強調されて描かれるようになり描き方が異なっている。また窓周辺の牡丹唐草文

については、先述した永楽期から宣徳期の水性に描かれたものと最も類似しており、本資料は当該

期の可能性が高く、少なくとも成化期までは下らない時期に位置づけられよう。（柴田）

て円形となる洪武期の例が認められる。また

永楽期とされる故宮博物院蔵。園景花弁文盤

(歌宝昌主編2002、pp82-83、No.40）では、

幹が細くなり樹皮は全面に描かれず、松葉が

太くしっかりと先端が太く円形に描かれてい

る。宣徳期の上海博物館蔵の松竹梅文碗（写

真８，周蕊書主編1988、ｐｌＯ９）では、枝は

さらに細く折れ、葉はしっかりと描かれてい

く、全面に規則正しい鱗状の樹皮を表現し、

枝が細く松葉は先細りの線を扇形に描いて表

現する。これはトプカプ宮殿博物館蔵蓮池水

禽文鉢（TKS15/1379、口径36ｃｍ）におい

ても同様である。明初の資料では粕裏紅であ

るがロックフェラー3世夫妻コレクションの

松竹梅文壷（写真7、長谷川祥子他1995、図

23）において、幹は細くなり樹皮は全面に円

蚕
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写真1０

1４６

蓋

No.１３青花花文蓋（第２図図版4）

外面と一部内面やや青味がかった紬が掛かる。青料の発色は良好で胎土は白色織密である。（半

田）

No.３１青花広口躍蓋（第３図図版4）

同一個体とみる5片があり、広口確の蓋で、紐・甲部・沿部がわずかにのこっている。最大径は

23.4、器高は8.0ｃｍに復元できるが、小片であり正確は期し難い。沿は波を打たない平沿で、わず

かに反りがあり、丸い甲部へつづき、宝珠形の紐を貼り付けている。耀身には2ｃｍほど巌入し、

身受けの外側端部1ｃｍほどは粕が削りとられ、先端部には炭化物が付

着している。内面にも白色ないし、わずかに青みをおびた紬がかけられ

ているが、天井部内面では紬がみられず、淡褐色を呈し、鞭輔痕がある。

紐は、記字形に青料で描かれ、基部に圏線がまわっている。甲部破片の

左側は、端部を反転させた葉文、その右は花文とみるが、霊芝形を呈し

て唐草文につくるのであろうか。二重圏線を挟んでつづく沿部には巻草

文と花文をはさむ意匠のように想定できるが、小片のためにその全体の

状態はわからない。全体に蓋としては肉厚である。これらの破片は、第

6ＡⅢ１０－１５，同Ａ－Ⅱ、４次東壁などから検出されている。施文は、い

わゆるつけ立てであり、幅広の箇所では内側に粕がたまっているので、

濃く発色している。こうした描法は、明初青花蓋の発色に例がある。景

陰＝ニーニヘ云岸－－－－‐一一



徳鎮窯珠山中路東段出土の永楽期と考えられている青花牡丹文長頚瓶を例示する（写真10、炎黄

芸術館編1999、ｎｏ､41)。（亀井）

No.７４青花（菊）唐草文蓋（第２図図版3）

子母口となる平蓋で、Ｃ－２区・Ｂ－３区から出土した２片が接合する。胎土は白色で、黒色微

粒子を多く含み、青みを帯びた透明紬を外面と内側途中まで施紬する。頂部内側の露胎部は黒色の

微粒子が表面に付着している。青料は鮮やかな青色に発色し、濃淡が明瞭である。表面は熱を受け、

土錆が付着している。受け口部分は紬が付着し、光沢をおびている。また、頂部には紐が取れた痕

が認められる。甲部は平らになり、執壷の蓋となるものと推測する。

文様は、蓋の頂に唐草文が置かれるが明瞭ではなく、葉文や花弁から菊唐草文と推測される。ま

た甲部に唐草文が描かれるが、葉文が淡く文様が不鮮明である。元青花蓋蓋と比較すると、青白色

の紬色や青料が鮮やかな青色に発色することは類似しているが、文様が全体的に不鮮明であり、筆

致が明瞭に確認できない。（新島）

躍・梅瓶

No.８青花宝相華唐草文躍（第３図図版4）

残存するのは肩部から底部までの破片で、接合を終えた状態で、紬調、施文が同じ破片36点を

同一個体とした。出土地点は、主郭表採(1)、主郭Ａ－１区Ⅱ層5-10(1)、Ｂ－１区Ⅱ層5-10(1)、

20-25(1)、Ｂ－３区Ⅱ層10-20(2)、20-30(1)、Ｃ－１区表土石(1)、Ｃ－３区表土(2)、Ⅱ層１０‐

20(1)、20-30(2)、30-40(3)、Ｃ・Ｄ－３区表土(1)、Ⅱ層（１）、主郭東壁表採(1)、Ｉ層(2)、Ⅱ

層(1)、東壁箭い(4)、東斜面表採(1)、旧道上（１）、大庭Ⅱ層黒色土層（１）、志慶問門郭第５テ

ラスⅡ層10-15(1)、第６テラス表土(1)、第6ＡテラスⅡ層（６）、第６Ｂテラス表土、Ⅱ層(3)であ

る。（）内は接合前の注記による破片数。大きく分けると、主郭の調査区では17、東壁では６，志

慶間門郭では１１という数になり、主郭の調査区Ⅱ層を中心に出土するので、本来は主郭で使用さ

れ、廃棄された後に破片が拡散したと推測される。

破片を観察すると内底まで内面が施紬されていることから、躍の破片と推測できる。また肩部を

段状にした破片は確認されていないため、耀の種類でも盤口となる獣耳耀形ではなく、直沿形の広

口壷形が推測できる。推定底径は23.4ｃｍ、口径、高さは不明である。全体にかせて、粕面に白色

粒子が浮き、土鋳の付着や氷裂のみられる部分がある。また胎土中には不純物が混じり、黒色粒子

が観察できる。内底の紬は、不均一で部分的にひび割れが入り、底部と腰部の接合部分は紬切れを

おこしている。外底の露胎の部分は、中央に円状の削り調整痕が残り、高台の削り出しは粗く、接

地部分は黒く汚れている。

文様帯は肩部、胴部、腰部に大きく分けることができ、腰部の蕉葉文部分を除いて、輪郭線の外

側の地を青く塗る白抜きの文様にしている。肩部の破片は6点で、文様は変形蓮弁文である。蓮弁

全体の様相を明確に示す破片は確認できなかったが、白抜きで外枠を二重にし、側面に花弁状の表

現がみられる。胴部の破片は22点で、文様は白抜きの宝相華唐草文である。全体像は不明である

が、葉を描く破片、葉および茎を描く破片、花弁および葉を描く破片がある。また上半と下半の境

界に破面が直線的となる接合痕が確認できるため、各々の施文状況を確認し、厚さや接合部の位置
との関係から、任意に図に配置した。

腰部および底部の破片は、８点である。各々の葉が独立し、葉脈を白抜きにした蕉葉文を描く。

蕉葉文下の圏線は、他の圏線と異なり太く、やや不鮮明な形となる。円盤状の底部と、腰部の立ち
上がりの部分は、接合の痕跡が確認でき、顕著な凹凸の柚穴組にしている。

１４７
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胴部の主文様の類,例

としては、同じ器種で

はないが、白抜きで葉

の表現などに共通性が

みられるフリーア美術

館所蔵の「大明宣徳年

製」銘の青花宝相華唐

草文碗がある(写真11、草文碗がある(写真１１、写真1１写真１２

ジョセフイン．Ｈ・ナツプ他編1975、図版103)。白抜きの牡丹の例は、出光美術館所蔵のエジプ

ト・フスタート遣跡出土破片にも確認できる（写真12、藤岡・長谷部編1976,ｐ172.図176)。

No.8確の花部分の全体像は不明であるが、花弁の先端が尖る形からみると、フリーア美術館品

のような宝相華の形になると考えられる。

またこの耀のように、耀や梅瓶の腰部文様として蕉葉文を用いるのは、永楽期以降に一般的にな

るようであり、白抜きの変形蓮弁文は、宣徳期以降一般的に確認で

きる。したがってこの資料霞の年代は、宣徳期以降、１５世紀第２四半

期以降と考えられる。（高島）

No.２８青花躍（第４図図版4）

耀の肩部付近の突帯文であろうか。内外面に施紬され、若干の貫

入が認められる。青料.の発色は良好で、胎土は白色徹密である。

(半田）

No.３６青花錦文口沿躍（第４図図版5）

口沿のみの小破片で、口径は復元できない。確と推定した。盤口

で、口沿がまつすぐに立ち上がり、端部は平坦で内外に肥厚する。

ただし外面は欠損している。外面に六角形を繋ぐ錦文を描く。胎土

は淡黄色で気泡がある。紬は外面が青味を帯び、内面は白色透明で

ある。青料隻は濃い青色で、惨みがみられる。

鍵の口沿部の文様として、元青花査では菱形繋文の例が多いよう

であるが、本例のような六角形繋文も少数ながらある。一例として、

アルデビル廟旧蔵の牡丹唐草文耳付確の口沿部を表示する(写真13、

写真1３

三杉隆敏1981、ｎＱ１１)。この文様は明代に継続しているが、これ写真１４
に加えて、菱形繋文を上下に並列したり、より装飾的な六角形繋文が増加する傾向がある。器種は

異なるが、故宮博物院蔵松竹梅文三足炉（写真14、耽宝昌主編2002、pp230-231、NQ118）の

口沿に描かれた文様が本品に類似している。本資料は小片であり、この部分だけでは、元か明初の

どちらかとも決め難い。（柴田）

No.７吉花蓮池文梅瓶（第４図図版5）

肩部から底部付近までの破片が出土し、組み合わせ、梅瓶として復元した。これらは器壁の厚み

や胎土・紬調・青料の濃淡が類似する同一個体と推定される破片で、２４片を数える。口沿部は残

存しないが、肩部と底部の径や、破片の厚み、傾きなどから、小口で平底である梅瓶と判断した。

肩部と底部付近の径は、残存状況から復元することが可能で、推定肩径17.0ｃｍ、底径付近の径

は11.4ｃｍである。これを参考とし、各文様に沿って破片を配置した。最大径は肩下部にあり、胴

部から底部にかけて窄まっている。大きく丸みをもって膨らむ肩部は厚みをもち、胴部にかけて薄

くなり、胴下部から底部付近にかけて次第に厚くなる。内面の回転痕は明瞭に残っている。

胎土は、白色で黒色微粒子を多くふくみ、全体に徴密であるが、気泡が認められる。わずかに青



色を帯びた透明紬を外面に施紬し、内面は露胎とする。外面に

氷裂が認められ、破片によって熱を受け、土鋳が付着している。

青料は濃青色に発色し、濃淡がある。接合痕は、元青花ほど明

瞭ではないが、破片の割れ口などから認められ、頚部から肩部

にかけてと、胴下部に確認できる。胴下部の接合痕は断面をみ

ると凹状になっており、上下をはさむ柚穴組みと推測できる。

文様構成は、頚部と肩部に二重圏線を配置し、その間に花唐

草文がおかれ、胴部の主文様は蓮池文である。以下、各部の文

様をのべる。

肩部の花唐草文は、元青花査の唐草文と比較すると空白が目

立ち、葉文は輪郭線を描いたあと丁寧に塗りつぶすことはせず、

隙間が残っている。しかし、先端を尖らせる筆致にすることは

元青花査と共通している。花弁は土銃や筆が太く惨んでいるた

め、明瞭ではないが宝相華唐草文の可能性がある。元青花査の

､崖一電

場合、上下の圏線は淡く、唐草文を際立たせるように描かれて写真'５

いたが、明初青花の圏線は太く、唐草文と同じ濃淡にしている。

主文様の蓮池文は蓮花・蓮葉。浮草、水草、石が確認できる。文様は底部付近に水草や岩石がお

かれ、蓮花や蓮葉がその上に伸びるように描かれている。蓮花は輪郭を描き、外側に隙間を残して

グミ塗りにしているが、輪郭線の太さが一定していない。その太さが一定している元青花査と比較

すると、明瞭に異なっている。また蓮葉も蓮脈を残してグミ塗りしようとしているが、白色の隙間

ははっきりとせず、惨んでいる。

これらの破片の出土地点は、東壁が多く、１２片が東壁から出土している。その他に、Ｂ地区が

３片、Ａ－２区、Ｃ－３ｏ４区、Ｄ－１ｏ３から検出されている。

類例として、青花蓮池水禽図瓶（写真１５、藤岡了一他編1976、pl68、No.157）が挙げられ、

復元の際に参考にしている。（新島）

No.９‐１．２，１２，１４－１．２青花宝相華唐草文梅瓶（第４図図版5）

同一個体と思われる宝相華唐草文梅瓶の肩部一胴部片である。No.１２は肩部、No.９‐１．２、

No.１４－１．２は胴部である。No.12は一重の沈線の下に蕉葉文を、No.９‐２は外面に宝相華花唐草

文を描く。ＮＱ１４の内面一部に施紬されている他は全て外面のみ、やや青味がかった紬が掛かり、

貫入が認められる。青料の発色は良好。胎土は白色織密である。（半田）

No.１０青花牡丹文梅瓶（第２図図版5）

第５次主郭東壁表採。梅瓶胴部の破片であり、花脈を白く抜く表現であり、白地に濃紺色の発色

もよい。内面は無紬で淡褐色の器肌である。No.7と施文・紬調が類似している。（亀井）
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い。

(a）躍・梅瓶

守怖1-城剛､出工のＮ○.7冊肌、Ｎ○.8耀などの大型品について、元様式の資料と成形を比較すると、

器壁の厚さの変化が大きい点や、接合箇所の痕跡が顕著である点が特徴として挙げられる。特に腰
部の器壁は、それより上の部分よりも急激に厚くなる。堅牢な土台を作ることで、上部の部品を支
える意図があるのかもしれない。またこれらの器種の接合面は、はっきりとした凹凸を組み合わせ
る柚穴組で、接合の面積を大きくするなどの工夫がみられる。

また耀では内面の施紬の状況をみると、元様式の例よりも丁寧に全体を覆う例も確認できる。当
初、「日本出土の元青花盗集成」に加えていた勝連城跡出土青花如意頭文耀は、本文の中で至花型
式と異なる特徴があることを指摘したが、この鍵も内面全体が丁寧に施紬されている(亜州古陶蓋
学会2008.p､159)。今帰仁城跡出土の耀も、内底部に紬面のひび割れがみられるが、内面全体を施
紬している。この特徴は他の器種でもみられ、長頚瓶でも内面を施紬する例がみられる。
＜施文方法＞

主文様に対して用いられる補助文様は、元様式と共通するが、明初期の資料では施描の状況やそ
の使用法に変化がみられる。No.8躍に用いられている補助文様からは、次のようなことがいえる。
・蕉葉文

No.8にみるように、腰部の文様として用いられているが、元様式では長頚瓶の頚部に用いられ

綱j慧縄需溌

雲蕊雲
ー、

、）、鶴§

霞

轍J二灘 Ｉ

３.元様式青花蓋と明初青花蓋の相違点

今回の調査で個々 に説明を加えたのは、当初元様式青花査器に含めて考えていたが、その後、異
なると判断した資料が中心である。明初期以降、器種の種類が多様となるため、本項では、元様式

と明初期との相違点について、両者に共通する器種ごとに、成形方法、施文方法をまとめていきた

＜成形方法＞

今帰仁城跡出土のNo.7梅瓶、No.8鍵などの大型品について、

Ｉ雲繍､駒 認

砺謬

４ｍ、
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第５図勝連グスク出土青花如意頭文躍（亜州古陶査学会2008、ｐ,160より）



が一定している。

そのほかにも、今回の報告では

盤の底部が確認されなかったが、

一般に永楽以降の盤の底部では高

台内を施紬するタイプが認められ

る。しかし、これは口径20ｃｍ前後

のものが多く、今回扱う口径40ｃｍ

以上の盤とは大きさが異なってい

る。口径40ｃｍ以上の盤をみてみる

と、元青花査では焼成時に焼き台

を置くことが確認できる資料はな

、焼成している痕が認められる。肉

1６０

かつたが、洪武以降より高台の内側に「十」字の焼き台を置き、焼成している痕が認められる。肉

厚でより一層重くなり、大型の盤を支えるために置かれていると考えられる。しかし、洪武・永楽
期においても依然として焼成方法の痕跡が確認できない資料も多い。元様式青花蓋の焼成方法が不
明な部分が多く、明初においてこれらが混在している状況にあることから、明代に入って焼成方法
が変化したと考えることはなお検討を要する。これらに加えて、官窯と民窯の製品の差異があり、
問題はより複雑になる。本報告では底部資料が確認できないこともあるので、今後の検討課題とし
たいが、これらは技術的な転換をはらむ大きな問題であろう。

＜施文方法＞

・巻草文

No.１と２には鍔沿に共通する施文として巻草文があり、上下の巻草が交互に配置されている点
は共通している。しかし、元様式青花盗（写真１６－１、今帰仁城跡No.1）の巻草文は、２の部分が

る文様である。永楽期以降になると、腰部の文様として使われる例が確認できる。梅瓶も含め、施
描の方法として、各々 の葉を独立させる例と、葉と葉の間に間葉を入れる例がみられる。
・変形蓮弁文

No.8耀では細い線描きで枠を描き、蓮弁内を塗りつぶして白抜きにしている。枠の側面には花

弁状の表現がみられる。細い線描きで変形蓮弁を描く例は、前述の勝連グスク跡出土青花如意頭文

躍がある(第５図)。変形蓮弁の形については過去の研究の蓄積があり、元形式と永楽期以降では、

弁の輪郭線や内区の葉文の表現に違いがみられるという(亀井明徳1986、ｐｐ､323-327)。また間弁

が描き始められるのは永楽年間からの可能性が指摘されている（中村渉2002、ｐｐ､25-28)。元様式

では上向き(下向き)の変形蓮弁文と下向き(上向き)の間弁を、部位によって組み合わせる例がある

が、同じ向きの間弁を入れる例は確認できない。（高島）

(b）盤

今帰仁グスク出土の元青花蓋と明初青花蓋との比較について、No.１（今帰仁村教育委員会2007、

p､239）とNo.２について検討していきたい。

＜成形方法＞

沖縄出土元様式の盤と比較すると、明初青花盗は全体的に器壁が厚く、器高が高くなっている。

No.１の器高は6.9ｃｍであり、そのほかにも首里城出土元青花蓋などから検討すると、元様式青花

盗は、器高は6ｃｍ代後半から７ｃｍ以内に収まるものが多い(亜州古陶蓋学会2008)。これに対し、

明初青花蓋は８ｃｍ代の器高をもつものが多い。口径や底径も大きく、元様式青花蓋と比較して明

初青花蓋より大型化していることがうかがえる。

また、鍔が薄く、体部下半より厚みをもつ元様式青花に対し、明初青花盗は鍔の稜付近の厚みが
増し、口沿から体部にかけて器厚

表１元様式青花査と明初青花萱の器高 万全一Ｔ－－ｂ、Ｕア

Ｎｏ． 口径 底径 器高 参考文献

元
様
式
青
花
盗

①

②

③

④

⑤

⑥

37.7

36.8

4４．５

3９．２

42.4

1６．６

２１．２

26.0

2１．０

26.8

7.7

5.8

7.4

6.4

7.1

6.9

首里城『亜州古陶査研究Ⅲ』ｐ,4６

首里城『亜州古陶査研究Ⅲ』ｐ､4８

首里城『亜州古陶盗研究Ⅲ』ｐ､5０

首里城『亜州古陶査研究Ⅲ』ｐ､5３

勝連『亜州古陶餐研究Ⅲ』ｐ､161

今帰仁『亜州古陶盗研究Ⅲ』ｐ､192

明
初
青
花
査

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

４５．６

４５．８

４５．８

４５．７

46.5

46.0

26.9

2７．２

27.2

26.9

２６．８

２６．７

8.4

8.3

7.6

8.5

8.6

8.1

故宮『故宮博物院蔵明初青花査』No.５

故宮『故宮博物院蔵明初青花査』No.６

故宮『故宮博物院蔵明初青花査』No.７

故宮『故宮博物院蔵明初青花餐』No.８

故宮『故宮博物院蔵明初青花査』No.９

故宮『故宮博物院蔵明初青花盗』No.1０
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１より小さくなり、１が強調されているのに対し、明初青花査（写真16-2、今帰仁城跡No.2）

では、１と２が同じ大きさになり、全体的に丸みを帯びた印象を与えている。また、巻草の連節部

が波状を呈するようになり、洪武期の盤（写真16-3、故宮博物院蔵、青花菊花四季花文盤、歌宝

昌主編2002、pp24-25、No.6）では波状の装飾が加えられている。
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写真16-1写真16-2写真16-3

・牡丹唐草文

内外面の牡丹唐草文（写真１７－２．３、今帰仁城跡No.2）では、元様式青花査と比較すると不鮮明

で輪郭線がはっきりしていない。葉文は輪郭を描いたあと、内側を手早く塗りつぶしているが、葉

の中心のみ意識的に白く抜いている。この中心のみを白抜きしている葉文は、元様式青花蓋には認

められず、明代永楽・宣徳期に多く確認できるので、明初と考えている（写真17-1、故宮博物院

蔵、青花折枝菊苛薬文盤、歌宝昌主編2002、pp84-85、No.41)。牡丹花も、白抜き部分が不鮮明
であり、全体的に塗りつぶされており、花弁がみえない。

写真17-1写真17-2写真17-3

施文の大きな特徴として、元様式青花蓋盤の外側面に牡丹唐草文を配置する類例が管見では確認
できない。元様式では、変形蓮弁文と宝相華唐草文の2種類のみが盤の外側面に配置される。Ｎｏ．

２のような牡丹唐草文や菊唐草文が配されるのは、洪武以降認められることから、これらの施文は
明初と考える。

(c）長頚瓶

今帰仁グスク出土の元青花蓋長頚瓶はNo.33,明初青花蓋長頚瓶はNo.６０，６８，６９である。これ
らを中心として比較していきたい。

＜施粕・成形方法＞

元様式青花査瓶と明初青花蓋瓶を比較すると、内面の施紬の有無が大きく異なっている。元様式
青花蓋瓶の内面は、口沿部のみ薄く施紬され、垂れ流れている箇所が部分的にある程度であったが、
明初青花蓋瓶の紬は、内面全体に施紬されている。また、厚く施紬されているため、接合箇所の痕
跡が顕著であった元青花蓋瓶に比べて、不明瞭になっている。内面の凹凸や接合付近のヨコナデ調
整痕は弱く、とくに接合箇所の外面のふくらみは認められず、疑視してみないと接合部分は判断が
つかなくなっている。今回、長頚瓶の脚部が残存する資料は得られていないが、洪武・永楽期の長
頚瓶をみると、高い脚が貼り付けられており、依然として付け高台の可能性も考えられる。
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写真18-1写真18-2写真18-3

．宝相華唐草文

No.60の宝相華唐草文（写真19-3）は、宝相華が縦に伸び細くなっている。輪郭を描き、外側の

白地を残してグミ塗りする点は共通するが、線が太くなり、塗りつぶしも手早く塗りつぶされ、白
地の隙間が多くなっている。元様式青花蓋の宝相華文は先端に一筆足して尖らせる筆致につくって
いるが、明初の宝相華文(写真19-1、故宮博物院蔵、青花纏枝蓮文梅瓶、歌宝昌主編2002、pp42‐

43、No.１７、写真19-2、故宮博物院蔵、青花折枝花果文執壷、歌宝昌主編２００２、pp46-49、

ＮＱ１９)は尖らせていない。

１６２

＜施文方法＞

明初青花盗瓶の文様､波涛文。松竹梅文。宝相華唐草文・変形蓮弁文についてそれぞれ触れたい。
・波涛文

波涛文はＮＱ６８の頚部とNo.69の胴下部に認められるが、これらに共通する点はより渦巻き状に

なっていることである。波涛の輪郭線は太く、波の裾は細くなるという点は元様式青花盗瓶から引

き継いでいる。しかし、元様式青花蓋瓶の波涛文は一定した波涛を連続して描かれているのに対し、

No.69は一定せず、波に動きが加わっている。

。松竹梅文

松竹梅文の松文について、元様式青餐（写真18-2,首里城跡出土、青花松樹馬文長頚瓶、亜州

古陶蓋学会2008,ｐ,117-119）は、全形が扇形となり、細い線で先端が先細りになっているが、

明初青花蓋では、描かれる松葉の数が少なくなり、全体が楕円形または円形で、葉が太い。また、

松葉の先端は細く尖らせた筆致とせず、筆をとめている。No.68の松文（写真18-1）は扇形の部分

があり、松葉も多く先端を尖らせていることから、元様式青花蓋瓶にちかい描写と考える。同様に

竹文（写真18-3、故宮博物院蔵、青花竹石芭蕉文長頚瓶、歌宝昌主編2002、pp44-45、No.18）

や梅文を比較してみると、ＮＱ６８の松竹梅文は、元様式青花蓋長頚瓶の描写と大きな変化はない。

ただし、全体的に白地の空間の多い構成となっている。

写真19-1
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。変形蓮弁文

No.60の変形蓮弁文（写真20-2）は、濃紺色に塗りつぶされ、内側の輪郭線も太く描かれており、
変形蓮弁の中頂は尖らせていない。内側の垂下如意文も線が太く不鮮明になっている。また弁と、
弁の間の隙間がなくなり、変形蓮弁が密着して配置されている。

そのほかに明初の変形蓮弁文は、No.6８（写真20-3）のように蓮弁の形がくずれ、山形の蓮弁文

様を呈するなど、もはや変形蓮弁文の原形を留めず、装飾が施されるものも確認できる。明初の変
形蓮弁文は、文様が多く多種にわたり、碗にも多く認められるので、併せて検討をしていきたい。

(新島）
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（１）器種構成

今回対雲象とした資料を一覧に示した（表2)。器種は、盤、皿、高足杯、匝、長頚瓶、水注、確、

同蓋、梅瓶がある。それぞれの個体数は、盤１，皿.２，高足杯２、匝１，瓶４，水性１、確３，

同蓋３，梅瓶３である。前回報告した元青花盗と比較すると（亀井明徳ほか2007,ｐ251)、大型

品の個体数が減少している。具体的には元青花盗では盤５，耀１２であったのに対し、これらが明

らかに少ない。盤、耀は元青花蓋では主体をなしていた器種であり、明初から明前半の青花査では

器種構成が大きく異なっていることが指摘できる。No.２の盤は、内外面ともに花唐草を主文とし、

体部の形態が元青花査とは明らかに異なるもので、またNo.７梅瓶やNo.８耀は全形を知りうる資

料として貴重であり、日本国内ではほとんど類例を求めることが出来ていない現状において、首里
城跡京の内ＳＫＯ１とともに好例と成りうる。

これらに代わり出土点数が多いのは、梅瓶、長頚瓶と水性、皿、高足杯、後述する碗などで、特

に小型の瓶類と食膳具が目立つ傾向である。これらの器種は、同時期の資料である首里城跡京の内

跡ＳＫＯ１においても明青花蓋114点中、碗87点、杯４点、皿４点、小瓶10点と多く出土しており

(沖縄県教育委員会1998)、今帰仁城跡においても同様の傾向が指摘できる。長頚瓶に関しては、

元青花査と比較して器壁が平均的に厚く胴部の最大径がやや上位にあり、内面まで施紬され、水性

でみたように高台が削り出しで低く直立に近いなど、元青花盗との形態の違いが指摘できる反面、

実際には、明初から明前半という判断が出来ない多くの明青花瓶の口沿片が出土しており、形態に
よる類別が課題である。（柴田）
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写真20-1首里城跡出土写真20-2

青花松樹馬文長頚瓶

（亜州古陶査学会2008､ppl77-119）

写真20-3

4.小結

明初とそれと近い時期と考えられる資料について紹介し、その位置づけに関しては何を根拠にし

たのかも含めて提示してきた。ここではそれらの製品の器種構成と出土地点について傾向を分析し

まとめとしたい。また、最後に青花碗について若干の考察を加えておきたい。



表２明青花蓋掲載資料一覧

（２）出土地点

台帳に記載されたデータを基に

出土地点を一覧に示し（表2)、主

郭についてはグリッドごとに図示

した（第６図)。

今回図示したものは接合前破片

数で196点あり、出土地点の内訳は、

主郭92点、東壁55点、志慶真門郭

37点、大庭１点、旧道４点、周辺

遺跡１点とその他・不明６点であ

った。東壁出土のものは全て主郭

からの落下と見られ、また志慶真

門郭出土のものもほとんど主郭あ

るいは東壁から同一個体が出土し

ており、No.３６・No.46以外は主郭

に属する資料と判断される。

主郭での分布は、Ａ～Ｄグリッ

ドに偏在しており、特にＢ・Ｃグ

リッドに集中しＢ‐３、Ｃ‐３，Ｃ‐

２の順に多い。またＢ－２も含めて

これらのグリッド出土のものはほ

ぼ第Ⅱ層出土である。第Ⅱ層には

今帰仁城第Ⅲ期とされる最盛期の

遺物が多数含まれており、遺構と

跳

篭
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（２）
遺構原図は今帰仁村教育委員会１９９１より転載

（）内数字はⅡ層出土

第６図主郭グリッド別出土破片数

ＮＣ

掲載

図 図版

名称 残存部位

破
片
数
（
接
合
前
）

主
郭
東
壁

志
慶
真
門
郭

旧
道
周
辺

そ
の
他

No.２ １ １ 青花牡丹唐草文盤 口沿一体部 1４ ５ ６ ３

No.４ １ １ 青花Ⅱ 口沿一体部 ３ ２ 西壁内
No.５ １ １ 青花皿 口沿一体部 １ １

No.６ １ 1 青花匝 体部一底部 ２ ２

No.７ ４ ５ 青花蓮池文梅瓶 肩部-腰部 3２ ３ 1６ ７
南階段,西壁
表採,不明

，

No.８ ３ ４ 青花宝相華唐草文耀 肩部一底部 4６ 2０ 1２ １２ １ 大庭

No.９．

１２．１４
４ ５ 青花宝相華唐草文梅瓶 肩部-胴部 ６ １ ２ ３

No.１０ ２ ５ 青花牡丹文梅瓶 胴部 １ 1

No.１３ ２ ４ 青花花文蓋 甲部 １ １

No.2８ ４ ４ 青花鍵 肩部 １ １

No.３１ ３ ４ 青花広口耀蓋 鉦･甲部･沿部 ９ １ １ ４ 表採･不明

No.3６ ４ ５ 青花錦文口沿耀 口沿 １ １

No.4０ ２ ４ 青花瓶 口沿･頚部･胴部 ７ ５ １ 不明１

No.4４ ２ ３ 青花如意頭状窓人物文水注 胴部一底部 2３ １４ ４ ５

No.4６ １ ３ 青花高足杯 脚部 １ １

No.4７ １ ３ 青花高足杯 脚部 ５ ４ １

No.6０ １ １ 青花牡丹･宝相華唐草文長頚瓶 頚部･胴部一底部 １４ ４ ８ ２

No.6８ １ ２ 青花松竹梅文長頚瓶 頚部-胴部 1３ １１ ２

No.6９ １ ２ 青花蓮池文長頚瓶 胴部 1４ 1０ ４

No.7４ ２ ３ 青花(菊)唐草文蓋 甲部一沿部 ２ ２



しては南側Ａ・Ｂグリッドにかけて礎石建物が検出され、中央Ｃ・Ｄグリッド付近に建物の存在が
予測されている（今帰仁村教育委員会1991)。第Ⅱ層内の遺物は時期幅が広く元位置を保ってはい
ないとみられるため、今回提示した資料がそれらの遺構に確実に属していたと断言は出来ないが、
可能性は考えられる。また、元青花査の分布と比較すると、元青花査がより北側のＤグリッドにお
いて最も多く出土しているのとは違いが認められる。今回報告の資料のうちＤグリッドにおいて破
片が出土しているのは、No.２．７．８．９．４０．６０．６８であり、比較的大型品が多いことが指
摘できる。（柴田）

（３）碗について

今帰仁城跡では、明初から少なくとも１５世紀代までに生産されたと考えられる碗が破片数にし

て450点、個体数にして97個体以上出土している。今回はそれら全てを分類し検討することはでき

なかったが、分類と年代的位置づけについて若干の考察を加えておきたい。

明初あるいは15世紀代までに生産されたと推定できる代表的な青花碗は、報告時にⅡ類、Ⅲ類a，

Ⅳ類（今帰仁村教育委員会1991）に分類されている’・この分類は基本的には器形と文様を組み

合わせた小野分類（小野正敏1982）を踏襲しており、Ⅱ類は小野分類Ｂ群、Ⅲ類は小野分類Ｃ群

Ｉに当たり、Ⅳ類は小野分類には該当しない。小野分類を簡略に述べると、碗Ａ群が外反口沿、径

が小さく厚い高台などの特徴を持つ元様式青花、碗Ｂ群は口沿が端反りで胴部や高台の形態にはバ

ラエティーがあり、碗Ｃ群はレンツー碗の系統、碗Ｄ群は口沿が直口で見込が広く平坦な形態のも

のという分類である。この分類によって１５世紀から１６世紀の青花碗は、大きくはＢ群から，．Ｃ

群へと変遷していくことが把握され､多くの遺跡出土の青花盗が同分類により位置づけられている。

ただし、小野分類が提示された時点では明初から１５世紀代の青花査の出土例が多くは知られてお

らず、資料の増加した現在更なる細分を検討し、明朝の始まりである14世紀後半から１５世紀の前

半・後半､あるいは前葉・中葉・後葉などの変化を把握する必要が生じているのは言うまでもない。

首里城跡京の内ＳＫＯ１や沖縄県の他の遺跡を含む貿易陶蓋器の分類においても小野分類を踏襲し

て細分しようとする試みが行われている（遠藤啓介2002、瀬戸哲也ほか2007)。今帰仁城跡では

現時点で下限が特定できる一括資料には恵まれていないものの、数多くの資料が出土している点で

非常に重要な意味を有しており、今回は他の遺跡出土資料を参考としつつ今帰仁城跡出土の碗資料

を位置づけてみたい。

明初の民窯製品に関して、中国では南京明故宮出土資料による碗・皿の分類（南京博物院1976、

南京博物院・香港中文大学文物館1996）や、桂林出土資料による洪武期の碗・皿の紹介（李錘

2000）が参考となる。南京故宮出士資料は異なる出土地点から明代早期、中期、晩期の陶盗器が

出土しており、そのうち早期は景徳鎮瑳里窯跡群出土の製品との類似から洪武期から宣徳期のもの

が含まれると判断され、洪武期、永楽・宣徳期、空白期（正統・景泰・天順期）に分けて報告され

ている。洪武期の碗は、初め胴部が膨らみをもたずに口沿にかけて大きく開くもので直口から外反

口沿になり、後に体部に膨らみをもち口沿が外反するものとなり、この器形は永楽・宣徳期に続い

ていくとみられる。主文様は花唐草文、結帯繍球文が比較的多くあり、渦状の文様を粗く描くもの

も認められる。文様は体部内面には描かれず、見込には洪武期には草書「福」字、水草などが描か

れ、永楽・宣徳期には隷書「福」字、梅花文などがみられる。桂林出土資料でも類似した傾向が指

摘されており、外反口沿で両面を斜めに削る厚い高台、円形の渦状削りの底部で、草書「福」字や

水草を見込に描いた碗が洪武期の層から出土したと報告されている。また景徳鎮景泰墓（1456年）

出土の口沿が外反し蘭石文が描かれた碗（景徳鎮陶査館1981）や、広東雰亨信墓（1457年）出土

の碗（広東省博物館ほか'991）は１５世紀中葉以前の青花碗の好例と言える。
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日本出土の資料では、首里城跡京の内跡ＳＫＯ１（沖縄県教育委員会1998、亀井明徳2002)、首
里城跡二階殿地区落ち込み（沖縄県立埋蔵文化財センター2005)、福井県興行寺遺跡第２遺構面
(冨山正明1993)、新潟県至徳寺跡SXOO4、ＳＫＯ１９（鶴巻康志2001.2006）が、一括‘性が高い
点と、他の資料が共伴しており廃棄年代が推定できる点で参考となる。これらはいずれも１５世紀
中葉から後半に廃棄の下限が求められる資料であり、中国陶盗器に限ってみれば１５世紀前半から
中葉が下限となる資料として位置づけられている。

これらのうち青花碗のみ取り上げると、口沿外反のものと直口のものに大きく分けられる。口沿
外反のものは、見込が広く腰の膨らみがたっぷりとしたものである。法量が大きいものと小さいも

のがあり、大きいものは体部下半の器壁がかなり厚いもの（第７図-1）とそうでないもの（第７図-2）

があり、高台はほぼまっすぐか内側に傾斜しており、体部下半の器壁が厚いものは高台も厚い傾向
がある。高台が内側に傾斜するものは高台径が比較的小さい。体部下半の器壁が薄くなっているも

のは内傾する高台が多いようである。紬薬は外面底部にもかけられ、畳付は削られ高台内面下半が

露胎のものが多い。文様は、器壁が厚いものでは、外面胴部上下を圏線で画した間に花唐草文を描

いて主文様とし、見込は折枝文と梅花文のもの、器壁が薄いものは、圏線で上下を画した蘭石文で、

見込は渦を重ねた雲文のもの、結帯繍球文で見込が隷書「福」字のもの、主文様が人物文のものな

どがある。

小型の碗は体部下半が厚く高台も厚い削りのもので、体部の膨らみが比較的上位にあるもの（第

７図-4）と、器壁が全体に薄く高台も細く、体部下半が膨らみ見込の広いもの（第７図-5）がみられ

る。文様は前者が主文様花唐草文、見込水草、草書「梅」であるのに対し、後者では主文様が八宝

唐草文や蓮弁文、松竹梅文、波涛魚文、見込は草花文、松文、梅文など文様の種類がやや多い。

直口の碗は外反のものより少数であるが、やはり法量は大きいもの（第７図-3）と小さいもの

(第７図-6）がある。いずれも器壁は下半がやや厚く、高台は径が小さくまつすぐに立ち上がる。文

様は主文が花唐草や水草で見込は折枝文や水草文である。以上あげた全ての碗の内面は、口沿に文

様帯を巡らせるが、体部は無文であることが共通点としてあげられる。
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これまで述べた国内出土の碗を中国での出土品と比較すると、口沿外反の大型の碗と小型の碗の

うち体部下半が厚いものに、より古相の要素が見て取れ、小型碗の薄型のものにはやや新しい要素

が認められる。ここでは明確に位置づけることは出来ないが、後者がより１５世紀中葉に近い製品

であることが予測される。次にそれらと今帰仁城跡出土の青花碗を比較してみたい。

今帰仁城跡の青花碗Ⅱ類は口沿が外反するもので、法量は大小があり、大型が多い。大型の主た

るものは前述の首里城跡などのものと比べると、胴部の膨らみがやや小さくその結果口沿にかけて

大きく開く形態である（第８図－１．２)。高台は直立または外傾する。文様は主文様が波涛文、花唐

草文、密集した唐草文などで、空白部分が少なく密度高く描かれている。１５世紀中葉までの例に

はみられない体部内面にも文様の描かれるもの（写真

２１．２２）や、高台外面に圏線を２条巡らせるものが目立

ち、これらは１５世紀末に位置づけられているフィリピン

のＴｈｅＲｅｎａＳｈｏａｌ（FranckG.ほか2000）の沈没船資料．

にみられるものと共通している。破片資料雲では主文様が

渦状の文様のものや花唐草文のものが含まれており、こ

れらは15世紀中葉以前と考えられるが、それより下るも

のが多いと思われる。小型の碗は体部と高台が厚く、主

文様が結帯繍球文、見込が草書「寿」字であるなど、大

型のものよりは古相を示す（第８図-3)。Ⅲ類aとされた直

口の碗については、他の遣

跡との差はみられず15世紀

中葉までの資料と考えられ

る。Ⅳ類に分類されたもの

は、腰部はすんなりと丸く、

口沿は強く折れるように外

反し、高台は著しく外側に

開く（第８図-4)。同様の形

態のものは国内の遺跡では

現在のところ認められない
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が、中国福建省平澄大練島牛尿礁引き上げ遺物に含まれており、１５世紀末から１６世紀前半の資料

として紹介されている（愛知県陶磁資料館2008、ｐｐ,124-131)。また、高台の形態は異なるが類

似する人物文碗は、フィリピン、プロン・バカウ遺跡において碁笥底文字文の青花皿と共伴して墓

から出土しており（田中和彦1993)、Ⅳ類は１５世紀末以降16世紀前半の資料と推定しておく。

このように今帰仁城跡出土青花碗のうち１５世紀代までに生産されたとみられるものは、少数の

１５世紀前半までのものも含むが、多数が15世紀中葉以降に位置づけられるものと考えられる。今

回はごく簡単に触れることしかできなかったが、厳密な分類と編年的位置づけは今後の課題とした

い。（柴田）

今回の調査は、2007年１２月に予備調査を行い、2008年７月２９日から８月１日にかけて今帰仁

村文化財整理室において、個体識別、実測、写真撮影等を実施し、2009年１月２３日までに製図お

よび原稿作成を行った。各図面、文章は本文中に記載した担当者が作成し、柴田がトレースと編集

を行った。本稿をまとめるにあたり、今帰仁村教育委員会の宮城弘樹、玉城靖、金武正紀諸氏をは

じめ文化財調査室の方々には多くのご協力とご教示を賜った。記して感謝いたします。

なお、この調査は、日本学術振興会から与えられた科学研究費・基盤研究Ｂ（研究代表者・専修

大学文学部・亀井明徳）の2008年度研究の一部である。

《注》

ｌ報告時には元様式青花蓋をＩ類と設定しているが、出土した資料のうち元ではないものもＩ類

と報告しているものがある。
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第３節今帰仁城跡外郭Ⅲ．Ⅳ区出土の炭化種子分析

遺跡および調査の概要

遺跡の名称：今帰仁城跡

調査地点名：今帰仁城外郭Ⅲ．Ⅳ区

遺跡の位置：沖縄県今帰仁村字今泊

発掘調査機関：今帰仁村教育委員会

発掘担当者：玉城靖・宮城弘樹

発掘調査期間：平成18年度～平成20年度

遺跡の年代：グスク時代１３世紀後半～14世紀中頃

千田寛之

(札幌大学大学院文化学研究科）

１．分析の経緯

今帰仁村教育委員会は近年の発掘調査において、フローテーション法を用いた炭化種子の回収を

継続的に試みており、同村においては徐々に炭化種子データが蓄積されつつある(今帰仁村教育委

員会2005、高宮2007、赤嶺・喜納2008)。その一例が今帰仁城である。1980年代前半に志慶真門

郭(今帰仁村教育委員会1983)および2000年前半には今帰仁城周辺のムラ跡(宮城・与那嶺2005、

高宮2007、赤嶺・喜納2008)より炭化種子が回収され、同定および報告されている。2006年度か

ら2008年度の期間、今帰仁村教育委員会は今帰仁城跡外郭Ⅲ．Ⅳ区の本格的な発掘調査を実施し、

その結果、建物跡やそれに伴う柱穴や士坑および士坑炉などの遺構が確認された。さらに、今帰仁

村教育委員会では同区における植物食利用を理解するために、多量の土壌をサンプリングした。そ

のうち今回、SK295、SK170およびSD286より回収された土壌サンプルをフローテーション処理し、

回収された植物遺体の分析・同定を試みた。SK295はⅢ区T-34、SK170はⅣ区T-34そしてSD286

はⅣ区S-34で検出されている。これら3遺構で回収された土壌サンプル（計112.9リットル）は今帰

仁村教育委員会によってフローテーション処理され、337.98グラムの浮遊物が回収された(表1)。

２．検出された炭化種子について

イネOryzasativaL・

イネ穎果がSK295より３（粒)、ＳＫ１７０より２（粒）およびSD286より３（粒）の計８（粒）回収さ

れた。また、イネ穎果と思われる炭化種子がSK295より２（片）検出されているが、保存状態が悪

くイネ穎果と断定できないためイネ？とした。回収されたイネ穎果のうち、計測が可能であったの

は２(粒）である。平均サイズ(長さ×幅×厚さ)は3.0ｍｍ×1.8ｍｍ×0.9ｍｍであった(表2)。また、

イネ穎果の破片がＳＫ２９５より３２（片)、ＳＫ１７０より１８（片）およびSD286より１８（片）の計３８

(片）が検出された。このほか、イネ籾がSK295より１４（片）およびＳＫ１７０より１５（片）の計２９

(片）が同定され、イネの小穂軸(写真2／サイズ0.8ｍｍ×0.6ｍｍ×0.5ｍｍ)がSK296より６（片)、

SK170より２（片）およびSD286より４(片）が確認された。写真lのイネ穎果のサイズ(長さ×幅×

厚さ)は3.4ｍｍ×1.8ｍｍ×1.2ｍｍ。

コムギＴ面ticomaestivumL・

コムギ穎果がSK295より１１８（粒)、ＳＫｌ７０より４１（粒）およびSD286より７（粒）の計1６６（粒）

回収された。また、コムギ穎果の破片がSK295より１４７（片)、ＳＫ１７０より３１（片）およびSD286
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より４(片）の計182(片）検出された。回収されたコムギ穎果のうち２１(粒）が計測可能であった(表

3)。平均サイズは3.6ｍｍ×2.5ｍｍ×2.0ｍｍであり、検出されたコムギ穎果は小型コムギに属するも

のと思われる。写真3のコムギ穎果のサイズ(長さ×幅×厚さ)は3.7ｍｍ×2.5ｍｍ×1.7ｍｍ。

オオムギHOmdeumvuIga肥Ｌ・

オオムギ穎果がSK295より２５(粒)、SK170より２１（粒）およびSD286より１（粒）の計４７(粒）

確認された。また、オオムギ穎果の破片がＳＫ２９５より３１（片)、ＳＫ１７０より２０（片）および

SD286より４(片）の計5５（片）が同定された。回収されたオオムギ穎果のうち４(粒）が計測可能

で、平均サイズは4.5ｍｍ×2.4ｍｍ×1.5ｍｍであった（表4)。写真４のオオムギ穎果のサイズ(長

さ×幅×厚さ)は4.3ｍｍ×2.4ｍｍ×1.4ｍｍ。

ムギ類およびムギ類穂軸

穎果の保存状態が悪い、または一部分しか残存していないためコムギ・オオムギの分類が困難な

穎果をムギ類とした。ＳＫ２９５より１１７（片)、ＳＫｌ７０より４６（片）およびSD286より３（片）の計

1６６（片）回収された。また、ムギ類の穂軸（写真５／サイズ1.3ｍｍ×1.2ｍｍ×0.8ｍｍ）が

SK295より２（片）およびSD286より１（片）の計３(片）確認されている。

アワSetaIgiaitaIiCa(L､)Beauv・

アワ穎果がSK295より３５（粒)、ＳＫｌ７０より３９（粒）およびSD286より１７（粒）の計９１（粒）

検出された。また、アワ穎果の破片がSK295より１４(片)、SK170より１０(片）およびSD286より

１（片）の計2５（片）が回収された。検出されたアワ穎果のうち１９（粒）が計測可能であった。平

均サイズ(長さ×幅×厚さ)は1.1ｍｍ×1.0ｍｍ×0.9ｍｍであった(表6)。また、アワ穎果と思われる

が、保存状態が悪くアワと同定できない炭化種子をアワ？とし、SK295より５(片）およびSK170

より５(片）そしてSD286より１（片）の計1１（片）をアワ穎果？に含めた。このほか、アワの内外

穎がＳＫ１７０より１（片）同定された。写真６のアワ穎果のサイズ(長さ×幅×厚さ)は1.0ｍｍ×

0.7ｍｍ×0.7ｍｍ。

キビEaniCummiIjaceumL，

キビ穎果がS170より１（粒）回収されている。また、キビ穎果と思われるが、キビと同定できな

い炭化種子をキビ？に分類した。キビ？はSK295より１（粒）回収された。種子の形状は広卵型で

ある。雁は欠落していて確認できない。種皮にはキビ特有の僅かに隆起した波状の細包組織が確認

できる。写真7のキビ穎果のサイズ(長さ×幅×厚さ)は1.9ｍｍ×1.2ｍｍ×0.9ｍｍ。

ミレット

アワまたはキビだと思われるが、それ以上の分類が不可能な穎果をこのカテゴリーに含めた。

SK295より１（粒）およびS170より２(粒）の計３(粒）が検出された。

堅果類

堅果類子葉の破片がSK295より１（片）検出された。写真8の堅果類子葉(破片)のサイズ(長さ×

幅×厚さ)は3.9ｍｍ×1.5ｍｍ×0.4ｍｍ。

堅果皮

堅果皮がSK295より４(片）およびS170より３(片）回収された。



タデ科Polygonaceae

タデ科痩果がSK295より６(粒)、SK170より１（粒）の計７(粒）検出された。形状は広卵状円形

をしており、断面はほぼ三角形状である。写真９のタデ科痩果のサイズ(長さ×幅×厚さ)は

1.4ｍｍ×1.0ｍｍ×1.0ｍｍ。

エノコログサ属？SetaIgia？

エノコログサ属穎果と思われる炭化種子をこのカテゴリーに含めた。Ⅳ区Ｓ１７０より２（粒/片）

回収されている。種子の形状は広卵形で腹面および背面が平坦である。側面観は半楕円形。雁は粒

長のほぼ1/2の大きさがある。種皮には薄らと網目模様が確認できる。写真１０のサイズ(長さ×

幅×厚さ)は0.6ｍｍ×0.4ｍｍ×0.2ｍｍ。

イネ科Poaceae

イネ科穎果がSD286より１（粒）回収されている。また、イネ科と思われる穎果がＳＫｌ７０より２

(粒）回収されているが、保存状態が悪く断定できないためイネ科？に分類した。種子の形状は線

状長楕円形で先端が尖っており、側面観は線形。先端から下部へ掛けて薄い線状模様が確認できる。

カヤツリグサ科Cyperaceae

カヤツリグサ科果胞がSKl70より１(粒）およびSD280より２(粒）の計３(粒）確認された。

種子の形状は広倒卵形をしており、側面観は半広卵形状である。種皮には、先端から基部へ掛けて

きめ細かい線状模様が薄らと確認できる。写真11のカヤツリグサ科果胞のサイズ(長さ×幅×厚さ）

は1.5ｍｍ×1.1ｍｍ×0.6ｍｍ。

不明種子Unknown

・不明Ａ(写真１２）SK295(LF147)より１（粒）回収された。種子の形状は狭卵形で先端が尖って

おり、腹面および背面の中央部分がやや膨らんでいる。種皮には縦方向に線状模様が確認できる。

種子のサイズ(長さ×幅×厚さ)は0.7ｍｍ×0.4ｍｍ×0.3ｍｍ。

・不明Ｂ(写真13）SK295(LF174)より１（粒）検出された。種子の形状は幅の広い扇形で、側面

観は線状長楕円形である。基部にへその様なものが確認できる。種皮には不明瞭な横隆条が存在す

る。種子のサイズ(長さ×幅×厚さ)は0.9ｍｍ×0.7ｍｍ×0.3ｍｍ。

・不明Ｃ(写真14）ＳＫ２９５(LF174)より１(粒）同定された。種子の形状は広楕円形で、側面観はや

や三日月型である。先端に突起が存在する。種子の(長さ×幅×厚さ)は0.8ｍｍ×0.6ｍｍ×0.3ｍｍ。

・不明Ｄ(写真15）SK170(ＦＬ２８)より１(粒）確認された。種子の形状は細長い杓文字形である。

種皮には浅い凹凸によって構成された網目模様が確認できる。種子のサイズ(長さ×幅×厚さ)は

1.0ｍｍ×0.3ｍｍ×0.1ｍｍ。

・不明E(写真16）SK170(ＬＦ２８)より１(粒）回収された。種子は台形に近い形状である。背面には粒

長のほぼ1/2の長さを持つ旺が存在する｡種子のサイズ(長さ×幅×厚さ)は0.6ｍｍ×0.5ｍｍ×0.3ｍｍ。

同定不可能

保存状態が極めて悪く同定不可能であった計1,038（片）をこのカテゴリーに含めた。
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表２イネのサイズ

調査区／ＬＦＮｏ． 長さ
(ｍ、）

幅
(ｍ、）

厚さ
(ｍ、）

Ⅲ区／LＦ２８ 3.4 1.8 1.2

Ⅳ区／LＦ４５ 2.6 1.8 0.7

平均 3.0 1.8 0.9

表３コムギのサイズ

調査区／ＬＦＮｏ． 長さ
(ｍ、）

幅
(ｍ、）

厚さ
(ｍ、）

Ⅳ区／LＦ２８ 3.8 3.9 2.3

〃 3.9 2.5 2.0

〃 3.0 2.2 1.8

〃 3.4 2.0 1.8

〃 3.0 1.8 1.4

Ⅳ区／LＦ４５ 3.2 2.2 1.8

〃 3.7 2.5 1.7

Ⅳ区／LＦ６０ 3.5 2.4 2.0

Ⅲ区／LＦ１６５ 3.9 2.7 2.4

〃 3.8 2.5 2.3

〃 4.0 2.5 2.1

〃 3.2 2.2 1.7

Ⅲ区／LＦ１７４ 4.7 3.0 2.5

〃 3.9 3.8 2.2

〃 4.1 2.6 1.9

〃 3.7 2.1 2.0

〃 3.6 2.2 1.9

〃 3.6 2.6 2.1

〃 3.3 2.2 1.8

〃 3.2 2.0 1.6

〃 3.2 2.0 1.6

平均 3.6 2.5 2.0

表４オオムギのサイズ

調査区／ＬＦＮｏ． 長さ
(ｍ、）

Ⅳ区／LＦ２８ ４．２

Ⅳ区／LF45 5.2

Ⅲ区／LＦ１６５ 4.3

Ⅲ区／LＦ１７４ ４．１

平均 ４．５

表５アワのサイズ

調査区／ＬＦＮｏ． 長さ
(ｍ、）

Ⅳ区／LＦ２８ 1.2

〃 1.3

〃 1.6

〃 1.2

〃 1.3

〃 0.8

〃 1.2

Ⅳ区／LＦ４５ 1.2

〃 1.0

〃 1.1

〃 1.1

〃 0.9

Ⅲ区／LＦ７１ 1.2

〃 0.9

Ⅲ区／LＦ８０ 1.2

〃 0.9

Ⅲ区／LＦ１４７ １．１

〃 1.2

〃 0.9

Ⅲ区／LＦ１７４ １．０

〃 0.8

平均 １．１

幅
(ｍ、）
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3.考察

まず、まず、検出された炭化種子の多くはSK295より回収された。発掘担当者の宮城弘樹(2008、私

信)によると、SK295は6本柱建物跡(SBO2)に伴って検出された長軸約240ｃｍ、短軸約170ｃｍそし

て深さ約80ｃｍ規模の大きな土坑炉で形状は略方形をしている。この遺構の機能について宮城は調

理や鍛冶および炭焼きなどを想定している(宮城2008、私信)。この遺構より計1,317（粒／片）の

炭化物が検出され、植物遺体分布密度(植物遺体／リットル)は23.7であった。そのうち同定不可能
であった750(片)を除いた567（粒／片）の炭化種子が同定され、その殆どが栽培植物であった。

植物遺体分析の結果から、宮城の想定した鍛冶、炭焼き、調理のなかでは調理を目的とした炉跡で
あったと考えられる。

次にSK170は長軸約180ｃｍ、短軸約150ｃｍ、深さは約75ｃｍの隅丸方形状の土坑である。土坑
の覆土はＩ層．Ⅱ層．Ⅲ層に大きく分類されるが、Ｉ層およびⅡ層は土色が暗褐色で多量の炭を含
むのに対し、Ⅲ層は土色が地山に類似した明褐色であり炭も殆ど含まれていない(宮城2008,私信)。
このため、宮城(2008,私信)はＩ層およびⅡ層が土坑使用時に堆積した層で、Ⅲ層は土坑構築の過
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程で士坑内に入れられた土層であると推察している。植物遺体分析においてもＩ層およびⅡ層から

は計495（粒／片）の植物遺体が検出されたのに対し、Ⅲ層からは計４（粒／片）の植物遺体しか

回収されなかった(表1)。このことから、Ｉ層およびⅡ層は土坑使用時に堆積した可能性が高いと

考えられるのに対し、Ⅲ層は土坑が使用される以前に堆積したと考えられる。つまり、植物遺体分

析結果は宮城による層序解釈を支持するものである。

最後にSD286は深さ約10ｃｍの浅い溝状遺構である。建物跡遺構(SBOl)を囲うように検出されて

いるが、ＳＢＯ１との関連については不明である(宮城2008、私信)。この溝状遺構からは118（粒／

片）の植物遺体が確認されているが、現時点で利用目的を言及することはできない。

さて、今回行った今帰仁城外郭Ⅲ．Ⅳ区における植物遺体分析から、外郭部分における植物食利

用がある程度明らかとなった。同定の結果、イネ7６（粒／片）に対しアワ１１６（粒／片)、コムギ

348（粒／片)、オオムギ1０１（粒／片）が確認され、全体的にはイネよりも雑穀が多く検出され

た。「分析の経緯｣で述べたように今帰仁城では1980年代に志慶真門郭の発掘調査が行われ、その

際に出土した炭化種子を分析した結果、ムギよりもイネが多く報告された(今帰仁村教育委員会

1983)。その後、2002年以降に行われた今帰仁城北部に位置する今帰仁ムラ跡における発掘調査

では、フローテーション法を用いた炭化種子回収および分析が行われ、イネより雑穀が多く確認さ

れている(宮城・与那嶺2005、高宮2007)。今回行った植物遺体分析が外郭部分で生活した人々 の

植物食利用を反映しているとするならば、上記の炭化種子データから、外郭では志慶真門郭より今

帰仁ムラ跡に近い植物食利用であったと推察することができる。ただし、1980年代に行われた発

掘調査ではうローテーション法を援用していないので、志慶真門郭の植物食利用に関しては今後の

検討課題であろう。また、今帰仁ムラ跡、外郭、および志慶真門郭における植物食利用の検討を行

うにあたっては、回収された植物遺体の数量化に加え、志慶真門郭で利用された植物と外郭部分や

今帰仁ムラ跡で利用された植物の品質差に関する検討も行う必要があるだろう。

例えば、志慶真門郭より回収されたイネ穎果を実見したところ、生育状態が比較的良好な穎果が

多く見られた。これに対し、外郭Ⅲ．Ⅳ区より検出されたイネ穎果は、志慶真門郭出土のイネ穎果

と比べ生育状態が貧弱であるようだ。今帰仁ムラ跡に関しては、回収された植物遺体の数量化は行

われているが、屋敷地2(高宮2007)を除き種子の状態に関する詳細な検討は行われていない。志慶

真門郭や今帰仁ムラ跡より回収された植物遺体の詳細な比較・検討を行うことで、階級差による利

用植物の品質の違いが理解される可能性があると思われる。
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今帰仁城跡外郭３．４出土の炭化種子
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第４節今帰仁城主郭東斜面から出土した脊椎動物遺体

樋泉岳二（早稲田大学比較考古学研究所）

名島弥生（慶雁義塾大学大学院）

菅原広史（早稲田大学大学院）

はじめに

1999～2000年に今帰仁村教育委員会によって実施された今帰仁城主郭東斜面（主郭と志慶真門

郭を画する石垣および石垣下の崩落石）の発掘調査において、多数の脊椎動物遺体（骨類）が採集

された。これらの骨類は主郭から廃棄されたものである可能性が高い。主郭から出土した動物遺体

については、すでに金子（1991）の報告がある。今回の資料は、これに加えて、主郭における動

物質食料をはじめとする動物資源利用の実態を検討する資料として重要である。ここではその分析

結果について報告するとともに、今帰仁城跡および周辺遺跡（今帰仁ムラ跡）の各地区の出土骨と

比較し、主郭における動物資源利用の様相と特徴について考察する。

１．資料と分析方法

採集された骨類の年代については、共伴した陶磁器などから、１５世紀～１６世紀のものが中心と

なると推定される。ただし、採集された骨類は石垣やその崩落石の隙間から出土したものであるこ

とから、後世の資料が混じっている可能性もある（実際に少数ではあるが、獣骨には比較的最近の

ものと考えられる資料が確認されている)。

資料の採集方法は、発掘現場において手で拾い上げられた骨（ピックアップ資料）と、フルイが

けによって採集された骨（フローテーションのヘビー・フラクション）があるが、ここで報告する

のはピックアップ資料の分析結果である。

採集された骨類には魚類、両生類、肥虫類、烏類、哨乳類が含まれる。分析作業は全員が協力し

て行ったが、本報告書での執筆は、魚類については名島・菅原が、その他については樋泉が分担し

た。また今回の分析では、魚骨および獣骨の人為的損傷（解体痕など）に関して体系的な観察・記

載を試みた。分析作業は上記３名のほか、イノシシに関しては久貝弥嗣氏の協力を得た。総括（総

合的な考察）は各分担者の所見を踏まえて樋泉がまとめた。

分析方法の詳細は下記の通りである。

(1)魚類

分析対象とした部位は、主に前上顎骨、歯骨、主上顎骨、角骨、方骨など顎骨周辺部位と椎骨で

ある。魚種によっては、咽頭骨、擬鎖骨、鰭疎、楯鱗なども対象とした。同定方法は現生標本との

比較によった。比較に使用した標本は筆者ら（樋泉・名島・菅原）の所蔵標本に加え、国立歴史民

俗博物館西本豊弘氏の所蔵標本も参照させていただいた。椎骨の分析は菅原が、その他の部位につ

いては名島が担当した。

なお椎骨の同定は、顎骨周辺部位の分析のみでは検出しきれないデータを補完することを主要目

的として実施した。そのためハタ科・フエフキダイ科・ベラ科・ブダイ科など、他の部位で分類さ

れ最少個体数（ＭＮＩ）の算出や計測値などのデータ採取が十分に行えると思われる群は同定対象か

ら除外した。従って対象外とした分類群の同定標本数（NISP）は、実際の出土数より少なく見積

もられる点について留意されたい。

まとまった資料数の得られた魚種については、前上顎骨長、歯骨高、咽頭骨幅の計測を実施した。

椎骨については組成分析に用いた全資料を対象として、椎体前面の縦径を計測した。
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解体痕については、分類群の判明した顎骨周辺部位から人為的損傷を有する資料を肉眼で抽出し

た後、実体顕微鏡を用いて傷痕の断面形態、断面内部の観察を行った。椎骨については同定作業の

際に肉眼で観察された解体痕を有する資料を、分類群を問わず抽出した。そのため同定対象に含め

ていないブダイ科なども観察表には記載している。ただしNISPの集計数には含めていない。

(2)両生類・肥虫類・鳥類・ﾛ甫乳類

原則として部位の判別可能な資料を同定対象とした。ただし烏類とﾛ甫乳類の四肢骨については、

骨端を残さない資料は対象外とした。哨乳類の同定結果で「骨幹近位部」（略号<p->）．「骨幹遠

位部」（略号<d->）としたものは、骨端を欠く骨幹資料のうち、それぞれ近位端．遠位端にごく近

い部分まで残存している資料であり、最小個体数の算定に使用している。

同定方法は、まず現地（今帰仁村教育委員会）で予備的な同定を行った。その際には現生標本を

参照できなかったため、出土資料の中から保存状態のよいものを抽出し、これを比較標本として、

同定可能な資料のみを記録した。種類・部位・左右などを確定できなかった資料（現生標本との比

較による確認を要する資料）については持ち帰り、現生標本と比較・確認した。使用した現生標本

は筆者（樋泉）の所蔵標本のほか、西本豊弘氏（国立歴史民俗博物館）の所蔵標本も参照させてい

ただいた。計測方法はvondenDriesch（１９７６）に従った。イノシシの解体痕の記載は久貝

(2006）の方法を参照した。

２．分析結果と考察

採集された資料からは、魚類、両生類、肥虫類、烏類、ロ甫乳類が確認された（表1)。同定結果

の詳細を表２および表５に、また同定標本数（NISP）と最小個体数（ＭＮＩ）による組成を表１９に

示す。出土した遺体の数は魚類が圧倒的に多く、１１甫乳類、烏類（主にニワトリ）がこれに次ぐ。両

生類、肥虫類は少ない。

(1)魚類

同定の結果、軟骨魚綱2分類群、硬骨魚綱37分類群、合計39分類群を確認した（表1、表2)。以

下、同定結果に注釈を要する分類群について記載する。

①同定記載

サメ類椎骨が52点出土している。弓溝の形状などから、メジロザメに類すると思われるものが

含まれる。椎体の径は5.4～27.1ｍｍのものがあり、少なくとも3個体以上含まれていると考えられ

る。平均値は13.0ｍｍで、１０ｍｍ以上１５ｍｍ未満の資料が大半をしめる（図1)。

トビエイ科歯板が5点出土している。明らかに大きさの異なる資料があり、少なくとも2個体以

上含まれると考えられる。このほか弓溝が明確ではないことから、エイ類とみられる椎骨も2点出

土している。

ダツ科前上顎骨、歯骨、腹椎を同定したが、２６点中19点は腹椎である。椎体前面縦径は3.7～

１１．１ｍｍに分布し、平均値は6.8ｍｍである（図1)。

ボラ科主鯛蓋骨、腹椎、尾椎を同定したが、３２点中１９点が腹椎、９点が尾椎である。椎体の径は

腹椎が5.4～10.6ｍｍ、尾椎が6.4～12.2ｍｍに分布し、平均値は腹椎が8.6ｍｍ、尾椎が9.7ｍｍで

ある（図1)。

カマス属歯骨、口蓋骨、腹椎、尾椎を同定したが、出土資料の大部分は椎骨である。鯨突起の形

態や骨質表面の特徴などから比較的同定が容易である。同定した椎骨の中では最多となる２１６を数

えた。椎体の径は腹椎が2.9～7.7ｍｍ、尾椎が2.9～6.4ｍｍに分布し、平均値は腹椎が4.8ｍｍ、尾

椎が4.6ｍｍである（図1)。

ハタ科前上顎骨、歯骨で、マハタ属に近似するマハタ型と、スジアラ属に近似するスジアラ型を

確認した（図版4)。出土資料の大部分はマハタ型である。左右の歯骨高を計測した結果、マハタ



型は3.4～21.5ｍｍに分布し、６ｍｍ以上12ｍｍ未満の資料が半数以上を占めていることが確認され

た（図2)。体長30～40ｃｍ程度の中・大型個体と考えられる。スジアラ型は１１～19.4ｍｍに分布

し、計測資料１０点中8点は12ｍｍを超える。スジアラ属の魚種は、最大で体長60～１００ｃｍに達す

る。スジアラ型の多くは、こうした大型個体のものと考えられる。

アジ科前上顎骨、歯骨、主上顎骨で、イトヒキアジ属、カスミアジ近似種、ギンガメアジ近似種、

メアジ近似種が確認された（図版7)。腹椎と尾椎は、大型種に属するとみられる群と、メアジに

近似する群とに分けることができる。大型種はギンガメアジ・カスミアジ・イトヒキアジの現生標

本と比較される椎骨である。いずれかに極めて近似するものがある一方、アジ科に同定されるが細

別は困難なものも存在する。現段階では検討が不十分と考え「アジ科大型種」として一括した。メ

アジ近似種は腹椎のみを同定しており、尾椎は類似する他種と明確な判別基準を見出すことが出来

なかったため抽出には至らなかった。他の部位はアジ科として一括した。

確認した魚種のなかでは、イトヒキアジ属が最も多く最小個体数の半数以上をしめている。右歯

骨高を計測した結果、イトヒキアジ属は5.9～17.2ｍｍに分布し、計測資料10点中6点は12ｍｍ以

上となった。これらは体長40ｃｍ程度の大型個体と考えられる（図3)。カスミアジ近似種は26.8ｍ

ｍ、メアジ近似種は3.3ｍｍと3.9ｍｍとなっている。腹椎では、縦径平均値が「大型種」では

11.5ｍｍ，メアジ近似種では4.0ｍｍと、明瞭な差が表れる（図1)。

シイラ属前上顎骨、歯骨、主上顎骨、腹椎、尾椎を同定したが、大部分は腹椎と尾椎である。鯨

突起や関節突起の形態、椎体側面に微細な隆起線が横位に入る点などが特徴である。また、他種に

比べ骨質が脆く感じられる。これまで沖縄県内での報告例はあまり見られない一群である。前回の

今帰仁城跡主郭の報告（金子1991）に歯骨・椎骨が1点ずつ報告されている他、首里城の右抜門で

｢科・種不明」（金子2003）として報告されている。まとまった数が確認されるのは今回が初めて

であろう。椎体前面縦径は、腹椎が6‘9～18.0ｍｍ，尾椎が7.3～21.5ｍｍに分布し、平均値は腹椎

が10.7ｍｍ、尾椎が１１．９ｍｍである。腹椎、尾椎ともに15ｍｍ未満の資料が大部分をしめている

(図1)。

クロダイ属右前上顎骨長を計測した結果、14.3～38.5ｍｍの資料が見られ、計測資料47点中４０

点が25ｍｍ以上35ｍｍ未満となった（図4)。体長30～40ｃｍ程度の個体と思われる。

フエフキダイ科前上顎骨、口蓋骨、方骨で属レベルの分類を行い、フエフキダイ属、メイチダイ

属、ヨコシマクロダイ属を確認した（名島・樋泉2007）（写真図版3～4)。このうちフエフキダイ

属は、前上顎骨の形態差に基づき、アマミフエフキやホオアカクチビなどに類するタイプ（アマミ

フエフキ型）と、ハマフエフキやイソフエフキに類するタイプ(ハマフエフキ型)、キツネフエフキ

に類するタイプ（キツネフエフキ型）に分類した。またヨコシマクロダイは歯骨、角骨についても

分類した。最も多いのは、フエフキダイ属ハマフエフキ型で、全体の87％をしめている（％ＭＮＩ)。

本科については左右の前上顎骨長を計測し、サイズの検討を行った(図5)。ハマフエフキ型では、

16.3～50.8ｍｍの資料が得られ、２０ｍｍ以上35ｍｍ未満のものが全体の７０％以上をしめている。

アマミフエフキ型も17.3～40.1ｍｍに分布しており、１５ｍｍ以上35ｍｍ未満のものが多い。これ

らの資料は、体長30～50ｃｍ程度の中・大型個体と考えられる。このほか35ｍｍを超える資料も、

フエフキダイ属全体の20％以上をしめている。フエフキダイ属には、最大で全長90ｃｍに達する種

類もある。これらの資料は、そうした大型種のものと考えられる。メイチダイ属は17.8～280ｍｍ

に分布し、ヨコシマクロダイは37.2～59.3ｍｍに分布している。

ベラ科咽頭骨で「シロクラベラ型｣、「タキベラ型｣、「ベラ科Ａ｣、「ベラ科B｣、その他（写真図版

2）が確認された（類型分類は金子（1996）および樋泉（2005）による。ただし従来「コブダイ

型」とされてきたタイプについては、菅原（2008）に従って「シロクラベラ型」に変更した)。シ

ロクラベラ型はシロクラベラやイラなどイラ属に、タキベラ型はタキベラ属やカンムリベラ属に類
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する。最も多いのはシロクラベラ型で全体の50％以上をしめている（％ＭＮＩ)。下咽頭骨の幅を計

測した結果、シロクラベラ型は26～70.4ｍｍの資料が見られ、４０ｍｍ以上の大型資料が多数をし

めていることが確認された（図6)。これらは、少なくとも体長30ｃｍを超える中・大型の個体のも

のと考えられる。その他のタイプは、タキベラ型が18.6～46.4ｍｍ、ベラ科Ａが11.8～36.7ｍｍ、

ベラ科Bが20.7～46.6ｍｍに分布し、２５ｍｍ以上35ｍｍ未満のものが最も多い。総じてシロクラベ

ラ型より小さく、多くは体長20～30ｍｍ程度のものと思われる。ＡとＢでは、Ａの方がやや小さい

傾向がある。

ブダイ科前上顎骨、歯骨、咽頭骨でイロブダイ属、アオブダイ属が同定された（図版1)。出土

資料の大部分はアオブダイ属である。アオブダイ属には少なくとも3種以上が含まれると考えられ

るが、ここでは一括した。また他の部位はブダイ科として一括した。本科においては、他の部位に

比べ頑丈で最も遣存しやすい咽頭骨が、前上顎骨や歯骨に比して著しく少ない状況が確認された

(図7)。アオブダイ属では、右前上顎骨が294点に対し、下咽頭骨は80点で最小個体数の27％分し

か検出されていない。イロブダイ属では右前上顎骨が35点に対し、下咽頭骨は6点で最小個体数の

１７％分にとどまっている。

前上顎骨と下咽頭骨については、前上顎骨長と下咽頭骨幅を計測した。その結果、アオブダイ属

では前上顎骨長20ｍｍ以上３０ｍｍ未満のものが90点で最も多く、下咽頭骨幅では１０ｍｍ以上

15ｍｍ未満のものが28点で最も多いことが判明した（図８，９)。図１０，１１は、田中（1985）によ

るアオブダイ属ナンヨウブダイ現生標本の計測値データを基に、体長と前上顎骨長、下咽頭骨幅の

関係を示したものである。この図に基づけば、前上顎骨長20ｍｍ以上30ｍｍ未満のものは体長３０

～40ｃｍ台となる。一方、下咽頭骨幅10ｍｍ以上15ｍｍ未満のものは、体長40ｃｍ未満と推定され

る。

アオブダイ属には、ナンヨウブダイに限らず少なくとも3種以上が含まれている。従って現生ナ

ンヨウブダイのデータと単純に比較することはできない。しかし少なくとも本地区出土資料は、体

長30～40ｃｍ程度のものを中心としており、４０ｃｍを超える大型個体に対応する下咽頭骨は、前上

顎骨に比してやや少ない可能性が指摘できる。

スマ腹椎・尾椎が同定されている。スマ・カツオの椎骨は疎突起と椎体側面の隆起線に特徴づけ

られ、両者は近縁種であることから椎骨の形状も近似している。出土資料を観察すると腹椎では椎

体の長さが比較的短く、腹側に入る隆起線が太いなどの点でスマに比定できる。尾椎でも椎体側面

の隆起線の太さからスマに同定できる資料が大半を占める。また、尾柄部の尾椎でも椎体長や関節

面の形状から、カツオよりスマに近似すると判断できる。欠損品など一部に検討の余地を残す資料

もあるが、全体の傾向からここではスマとして表記した。椎体の径は腹椎が7.7～10.5ｍｍ、尾椎

が7.8～14.6ｍｍ、尾椎尾丙部が6.8～14.5ｍｍに分布し、平均値は腹椎が9.2ｍｍ、尾椎が10.3ｍｍ、

尾椎尾丙部が11.8ｍｍである（図1)。このほかサバ科の角骨、前上顎骨もわずかながら出土してい

る。

ニザダイ科歯骨、主上顎骨、方骨、擬鎖骨、主鯉蓋骨、腹椎、尾椎、尾部楯鱗を同定したが、

105点中腹椎が12点、尾椎が59点である。椎骨の同定数が群全体の約7割を占めている。椎体の径

は腹椎が3.7～12.9ｍｍ、尾椎が2.9～13.1ｍｍに分布し、平均値は腹椎が7.7ｍｍ、尾椎が7.9ｍｍ

である（図1)。

アイゴ属歯骨、擬鎖骨、腹椎、尾椎を同定したが、シイラ属やニザダイ科と同様、ＮISPのほと

んどが椎骨によるものである。椎体の径は腹椎が2.6～10.7ｍｍ，尾椎が2.5～10.0ｍｍに分布し、

平均値は腹椎が5.4ｍｍ、尾椎が5.2ｍｍである（図1)。

未同定種UK-A未同定資料のうち、形態的特徴が明瞭なものはＵＫ－Ａ～Ｄ')とした（図版9)。この

うちＵＫ－Ａとした前上顎骨と歯骨は、大型で歯列がなく同一種のものと考えられる。本資料は未報



告ではあるが、首里城と勝連城でも確認されている2)。

②組成

主体種となるのは、同定標本数（NISP)、最小個体数（ＭＮＩ）のいずれにおいても、ブダイ科、

フェフキダイ科、ベラ科の3種である（表19,図12)。いずれもサンゴ礁を代表する魚種であるが、

フェフキダイ科とベラ科の大半をしめるハマフエフキ型とシロクラベラ型は、それぞれ内湾や比較

的海岸に近いサンゴ礁の浅場に多いハマフエフキとシロクラベラ（関２００４；樋泉２００６；藤山

2004）に同定される可能性が高い。このほか内湾・汽水域を主な生息域とするクロダイ属も、全

体の８％（％ＭＮＩ）をしめている。またダツ科、カマス属、アジ科、シイラ属、スマなど、サンゴ

礁よりも外側の海域を中心に生息する回遊魚類も、ＮISPでは全体の１割近くをしめている。

③人為的損傷（表３，４写真図版10～17）

人為的損傷と推定される傷痕が確認されたのは、顎骨周辺部資料54点、椎骨資料62点である。

椎骨資料はサメ類1点を除き、ブダイ科、フエフキダイ科、ハタ型など、組成分析の対象から除外

したものばかりであり、スマ、シイラ属などの回遊'性魚類では確認されなかった（表4)。顎骨周

辺部資料54点とサメ類椎骨資料1点については、実体顕微鏡を用いて傷痕の断面形態、断面内部の

観察をおこなった（表3)。傷痕には明瞭な切断痕のほか線状痕や削り痕、断面がＶ字状、またはＶ

字が2～3列連なる段状を呈する傷痕が認められた。大部分は断面形態がＶ字状の傷痕で、断面内部

に金属'性の刃物によると推定される削り痕が観察された。

人為的損傷を伴う資料の全体量は極めて少ない。ただしいくつかの資料については、傷痕の位置

や形状に共通‘性が認められた。イロブダイ属では右歯骨の歯板面内部に、幅広のＶ字状痕が縦位方

向に平行して2例並ぶ資料が2点確認された（写真図版１１：資料ＮＣ５，６)。ベラ科の歯骨では歯骨

下端内側に、Ｖ字状痕が認められるものが多い（写真図版１２：資料No8～11)。シロクラベラ型の

下咽頭骨6点では、縦位もしくは前後方向のＶ字状痕または線状痕が、前面から腹面に位置してい

る（写真図版１２，１３：資料Ｎｏｌ３～18)。ハタ科の擬鎖骨8点の傷痕は全て屈曲部周辺に位置し

(写真図版１８：資料No39～46)、うち6点は正面に横位方向もしくは外側へ傾斜する斜め方向のＶ

字状痕が認められる（写真図版１８：資料No39～43,45)。

フエフキダイ科の歯骨では、連合面直後内側の歯列面から歯骨下方に、後方に向かって傾斜する

Ｖ字状痕の認められるものが多い（写真図版１５，１６：資料No24～28,29～31)。なかでも左歯骨

では、長いＶ字状痕と短いＶ字状痕が前後に平行して並ぶ極めて類似した資料が3点認められ（写

真図版１５：資料No24～26)、うち２点では連合部が切断され、長い傷痕の断面前方に明瞭な削り

痕が観察された（写真図版１５：資料ＮＣ25,26)。右歯骨2点では、歯列面から歯列面下部にとど

まる短い傷痕が確認された（写真図版１６：資料No30、３１)。同様の傷痕はフエダイ科の右歯骨１

点にも認められる（写真図版１６：資料No47)。連合部が切断された資料は、イトヒキアジ属の右

歯骨2点でも確認された（写真図版１６：資料ＮＣ50,51)。いずれの資料も縦位方向に切断され、

その後方内側には切断痕にほぼ平行するｖ字状痕や線状痕が数例並ぶ。同様の資料は、奄美大島・

用見崎遺跡出土のギンガメアジ属でも1点確認されている（樋泉1998)。

椎骨では、主に腹椎の腹側面に対し横方向、尾椎の椎体左右側面に縦方向に残される傾向が見て

取れる。また、椎骨自体を切断したと見られる資料も1点検出している。

(2)両生類・肥虫類

両生類ではカエル類、肥虫類ではヘビ類・ウミガメ類・リクガメ類（おそらくリュウキュウヤマ

ガメ）が同定された（表ｌ、表５)。出土数は、ウミガメ類が比較的多いが、他はごく少ない（表

19)。ウミガメ類には大小さまざまなサイズのものが混在している。

(3)鳥類

カラス属・ワシ科・カモ類・ハト科・ニワトリが同定されたほか、未同定の烏骨資料が若干ある
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(表１，表５)。出土数はニワトリが圧倒的に多く、その他ではハト科・カラス属がやや多い（表

19,図13)。

ニワトリニワトリは若烏と成鳥に明確に分かれる。ＭＮＩは若鳥26、成烏１５で、若鳥が多い。若

烏はすべて骨化が不充分（骨端は未骨化のため残っていない）であり、かなり若い段階で屠殺され

ている（写真図版20)。

成烏のサイズには小型のものと、中～大型のものがあり、とくに小型タイプは明瞭に区別される

(明らかに小型または大型と判断されるものは、表５にそれぞれ「ニワトリ（小)｣、「ニワトリ（大)」

と表示した)。同様の特徴は主郭出土資料でも確認されており、性差の可能性が指摘されている

(金子1991)。若烏にも大小の変異がみられ、検討不十分ではあるが、成烏に比べて大型タイプが

多いようである（写真図版20)。もしも大小の差が性差であるとすれば、雄烏は若い段階で屠殺さ

れ、雌鳥は成長になるまで飼育されていたことになる。

部位組成には成烏と若烏で異なった特徴が認められた。すなわち成烏では、部位ごとのＭＮＩは腔

骨15、大腿骨11、中足骨８，烏口骨・肩甲骨・上腕骨・榛骨各６，尺骨５，中手骨３で、後肢へ

の偏りが認められるものの、全身骨が比較的バランスよく出土している。これに対し若烏では、腔

骨26、上腕骨23、他は大腿骨６，尺骨５，烏口骨・榛骨各１で、腔骨と上腕骨への偏りが顕著で

ある。このことから、成鳥と若烏では解体～調理の過程でも異なった取り扱いがなされていた可能

‘性が考えられる。

以上のように、今回得られたニワトリ遺体は、年齢（および雌雄？）によって飼育・解体・調理

の過程が異なっていたことを示唆しており、ニワトリの利用法を具体的に示すきわめて興味深い事

例といえる。

ただし、若烏の骨は骨化が不充分で、骨質脆弱であるにもかかわらず保存状態は良好であり、本

当にグスク時代のものとしてよいか不安が残る。調査を担当された宮城弘樹氏からのご教示によれ

ば、出土状況から後世の可能性を示す証拠は確認されていないとのことであるが、年代の判断には

'慎重を期す必要があり、上記の所見についてはこの点を確認した上で、あらためて検討したい。

その他の鳥類ハト科は、いずれもキジバトの現生標本に酷似するが、サイズはこれよりやや小型

からやや大型のものまで、ばらつきがみられた（表16)。ワシ科大腿骨はトビ現生標本とほぼ同大、

カモ類の烏口骨・中足骨はマガモ・カルガモ現生標本とほぼ同大である。カラス属はハシブトガラ

ス現生標本に酷似するが、やや小型である（表16)。「未同定」とした鳥類の左右上腕骨はほぼ同

形・同大で同一種と考えられる。比較的小型の種で、松井（2008：130）に示されたトラツグミ

に近似するが、やや小さい。ツグミ科の小型種の可能性がある。

(4)ﾛ甫乳類

１１分類群が同定された（表１，表５)。以下、同定結果に注釈を要する種類について所見を記載

する。

①同定記載

トガリネズミ科頭蓋骨（上顎骨十鼻骨）１点、右下顎骨２点が検出された。これらは顎骨・歯の

形状からトガリネズミ科に同定される。リュウキユウジヤコウネズミＳｕｎｃｕｓｍｕｒｉｎｕｓ

ｔｅｍｍｉｎｃ肋の可能性が高いが、さらに検討を要する。リュウキュウジャコウネズミは大陸からの

人為的移入種とされており（阿部ほか1994)、もし出土標本がこの種に同定されるとすれば、グ

スク時代に移入された可能性もあり、注意を要する。自然の遺骸である可能性が高い。

ネズミ科顎骨・椎骨・前後肢骨が出土している。顎骨４点はすべてネズミ亜科である。最小個体

数は９と多いが、いずれも自然の遺骸である可能性が高い。

イヌ裂肉歯長は上顎P4が17.5ｍｍ、下顎Ｍ１が約19～20ｍｍと比較的小型だが、第３中足骨は最

大長64.5ｍｍと大型である（表15)。



ウマ頭骨・顎骨・遊離歯、前・後肢骨が出土した。成獣が大半だが、若獣も若干みられる。中手

骨・中足骨の計測値（表１１）に基づく推定体高（西中川編１９９１の方法による）は約１２０～

130ｃｍである。

イノシシ類（イノシシまたはブタ）１１甫乳類としては最も多くの遺体が出土した（ＭＮＩ=31．表19)。

部位構成は全身の骨格がみられ、著しい偏りはないようである（表５)。

形質面からブタの可能性が考えられる資料として、同一個体と思われる左右下顎骨各１点（表６

の備考欄参照）が確認された（写真図版No21、１．２)。ともにＰ３付近からＭ３歯槽部分までを残

す下顎骨体で、Ｍ２は未咳耗、Ｍ３は脱落しているが、歯槽の状態から未萌出段階と判断される。小

池・林（1984）の年齢グループⅡ（約1.5歳前後）である。これらの資料は下顎体の湾曲がやや強

く、今帰仁ムラ跡屋敷地２（今帰仁城周辺遺跡Ⅲ区b）で確認されたブタ下顎骨（樋泉2007）に

類似しており、年齢段階も同じであることから、ブタの可能性が高い。主郭出土の「ブタ」（金子

1991）との比較検討は今後の課題である。なお表５で「ブタ」と断定した中手／中足骨は明らか

に最近のもの（テビチ）である。

出土資料全体の死亡年齢構成を、小池・林（1984）に従い下顎骨の臼歯萌出状態によって推定

した結果、年齢グループＩ（Ｍ１萌出一Ｍ２未萌出／萌出中＝約0.5～１歳）が11例、年齢グループ

Ⅱ（Ｍ２萌出一Ｍ３未萌出＝約1.5歳前後）が７例、年齢グループⅢ以上（Ｍ３萌出中～萌出完了＝約

2.5歳以上）が５例となった。大半の個体が生後約１年半ころまでに死亡していることから、上記

のブタ？以外にも、出土したイノシシ類の多くが飼育個体であった可能性がある。一方で成獣（年

齢グループⅣ～Ｖ＝3.5歳以上）も認められ、さらに遊離歯ではＭ３が普通（表５）である。このよ

うに、今回の資料には成獣も少なからず含まれており、これらは狩猟によって捕獲された野生個体

の可能性も考えられる。

下顎後臼歯の計測値（ｍ、）は、Ｍ１長13.0～14.7（平均13.8,Ｎ=25)、Ｍ２長16.3～19.4（平均

17.5,Ｎ=27)、Ｍ３長25.8～３１．２（平均28.4,Ｎ=18）であった（表7)。またブタ？の下顎Ｍ１長は

14.3～14.4、Ｍ２長は17.9～18.1で、今回の資料の中では比較的大型であり、今帰仁ムラ跡出土ブ

タ下顎骨（Ｍ１長14.6～14.8、Ｍ２長18.4～19.2）に近い。

今帰仁ムラ跡（名島2005、樋泉2007）のイノシシ類は、ブタと判定されたもの以外の資料を

含めても下顎Ｍ１長14.5～14.9（平均14.7,Ｎ=4)、Ｍ２長18.0～20.0ｍｍ（平均18.8,Ｎ=7）と比

較的大型で、上記のブタとほぼ同大である。これと比較すると、今回の資料では計測値のばらつき

が大きく、とくに今帰仁ムラ跡よりも小型の個体が多くみられる点が特徴である。こうした小型の

個体は、現生の国頭産野生リユウキュウイノシシ（下顎Ｍ１長、Ｍ２長の平均値はそれぞれ約

12ｍｍ、約16ｍｍ・川島・村岡1984）に近い大きさであることから、狩猟によって捕獲された野

生個体である可能性も考えられる。

以上から、少なくとも顎骨・歯から見る限り、今回得られたイノシシ類の多くはブタ（または飼

育個体）である可能‘性が高いが、狩猟で捕獲された野生イノシシもある程度は含まれている可能性

が高い。

ウシロ甫乳類としてはイノシシ類に次いで多い（ＭＮＩ=12)。頭骨・顎骨・歯、前・後肢骨が出士

した。成獣が大半だが、若獣も若干みられる。中手骨・中足骨の計測値（表８）に基づく推定体高

(西中川編１９９１の方法による）は約110～130ｃｍである。

ジュゴン肋骨破片が21点とやや多く得られたほか、頭骨破片２点、上腕骨・尺骨各１点、およ

び部位不明だが骨質からジュゴンと推定される長骨２点が確認された。

以上の他に、オオコウモリ科、ネコ、ヤギ、イルカ類がわずかに確認されている。

②組成

ＭＮＩ比（表19,図13）ではイノシシ類が最も多く（ＭＮＩ=31)、ウシ（12)、ネズミ科（９）、ウ
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マ（４）がこれに次ぐ。ただしNISP比ではウマがネズミ科よりも多い（表19)。他の種類はすべ

てＭＮＩ＝２またはｌである。

③人為的な損傷

主体種であるイノシシ類・ウシ・ウマの同定対象資料について、人為的なものと考えられる損傷

のある部位・位置、損傷のタイプ、方向を記録した（同定対象外の骨幹破片などにも損傷がみられ

たが、今回は対象から除外した)。損傷のタイプは丸山ほか（2004）・久貝（2006）を参考にし

て、「カット・マーク」（刃を左右に往復させる傷)、「チョップ・マーク」（比較的厚い刃物による

打撃痕)、「スパイラル・フラクチヤー」（打撃によって生じた螺旋状の割れ口)、「その他」に分類

した（写真図版30)。

観察結果を表１７．表１８に示す。同定対象資料全体に対する損傷資料の比率は、イノシシ類が

１１９７点中129点（10.8％)、ウシが346点中36点（10.4％)、ウマが120点中４点（3.3％）で、イ

ノシシ類とウシの頻度が高い。

イノシシ類人為的な損傷の大半はカット・マークであり、全身の各部位に観察された。四肢骨で

は関節周辺に多くみられ、骨の主軸方向に対して横～斜位をなすものが多い。これらは主に解体の

過程で関節の分離や肉の取り外しの際に付けられたものと推定される。部位別にみると、上腕骨の

遠位側と尺骨の滑車切痕周辺にもっとも多く、次いで肩甲骨の肩関節側に多い。それぞれ肘関節、

肩関節の分離を意図したものと推定される。後肢では全般的に少なく、前肢とは解体の方法が異な

っていた可能性がある。四肢骨以外では肋骨の近位側外面に多い。背肉の取り外しの際のものかと

思われる。

チョップ・マークも普通に見られたが、骨を切断するものではなく、部位や位置もカット・マー

クと共通するものが多い。スパイラル・フラクチャーは少ない。骨髄の摘出を目的とした処理はあ

まり行われていなかったと推測される。

ウシ損傷のタイプと部位・位置にはかなり明確な規則性が認められた。すなわち、カット・マー

クは肩甲骨の関節部周辺、上腕骨遠位端～榛骨近位端、腔骨遠位端～距骨、中足骨遠位端と基節骨

に集中しており、骨幹に対して横～斜位に刻まれている。これらはそれぞれ解体の際に肩関節、肘

関節、課関節、指の切断・分離を意図したものと推定される。チョップ・マークは榛骨と中手骨の

骨幹部に横位～斜位でみられ、榛骨は打撃によって骨幹が折損している（写真図版No25-7)。スパ

イラル・フラクチャーは上腕骨・榛骨・中手骨・大腿骨・中足骨の骨幹にみられた（写真図版30‐

７．８)。これらは骨髄摘出を意図したものである可能性が考えられる。

ウマカット・マークは榛骨遠位端と腫骨、チョップ・マークは榛骨骨幹、スパイラル・フラクチ

ャーは中手骨骨幹で各１例が確認された。

なお、人為的な損傷以外に、肉食獣（おそらくイヌ）による咳痕のみられる資料が若干あり、廃

棄された獣骨の一部がイヌの餌となっていたことが示唆される。

３．総括一主郭東斜面出土の骨類からみた動物資源利用の様相

今回分析した資料は今帰仁城跡主郭から投棄されたものと推定されている。したがって、その内

容はおもに主郭における動物資源利用の様相を反映したものである可能性が高い。ここでは、これ

までの分析結果から推定される動物資源利用の内容と特徴についてまとめる。

(1)全体的な構成

採集された骨類は膨大な数であり、総数はNISPで8298点、ＭＮＩで995個体（いずれも自然遺骸

の可能性のある資料を除く）に及ぶ（表１９，表20)。このことから、今帰仁城中枢部において、き

わめて活発な動物資源の消費が行われていたことがうかがえる。その大部分は魚類、烏類（おもに

ニワトリ）および11甫乳類（おもにイノシシ類）によって占められており（図１４)、これらに対する



需要がとくに高かったことが示唆される。

今帰仁城跡関連遺跡群では、これまでに今帰仁城主郭（金子1991)、同志慶真門郭（金子1983)、

今帰仁ムラ跡（今帰仁城周辺遺跡）（名島2005,樋泉2007、宮城ほか2008）において、出土骨類

の内容が報告されている。以下ではこれらと今回の資料を比較する（表20)。

まず骨の出土量をみると、ＭＮＩ合計では今回の資料が995、主郭が864ときわめて多いのに対し、

志慶真門郭が110程度、今帰仁ムラ跡は各地区約10～６５とはるかに少ない。地区ごとに発掘面積

などが異なるので単純には比較できないが、その点を考慮しても、今回の資料と主郭の類似‘性は明

らかである。

骨類の組成をみても、今回の資料は魚類・イノシシ類・ニワトリが多い点、少数ながらジュゴン

がみられる点で主郭との類似'性が高く、ウシ・ウマの多い今帰仁ムラ跡とは対照的である。志慶真

門郭は魚類が多くジュゴンがみられる点では主郭や今回の資料に類似するが、イノシシ類やニワト

リが少なくウシが多い点で明確に異なる。

以上のように、今回の資料は全体として主郭との類似性を明確に示しているのに対して、今回調

査された石垣の下に位置する志慶真門郭とは相違点が大きい。このことは、今回の資料が主郭から

投棄されたものとする想定を裏付けている。

いつぽう、今回の資料と主郭出土資料の明らかな相違点としては、今回の資料におけるニワトリ

の出土量の多さを指摘できるが、こうした相違が生じた原因については現時点では説明が難しい。

また、今回の資料ではとくに若烏が多くみられる点が特徴であり、その’性格や年代を解明する上で

主郭のニワトリに若烏がどの程度含まれているかに関心が持たれるが、この点については報告書に

記述がなく、明らかでない。これらの問題については、主郭資料の再検討も含め、今後の課題とし

ておく。

(2)魚類

魚骨の出土数はきわめて多く、全てピックアップによる採集資料であるにもかかわらず、Ｎ,ＳＰ

で6103点（７４％)、ＭＮＩで884個体（８９％）に達する。種類も多様で、確認されたものだけでも

39分類群にのぼる。出土魚種には、ブダイ科やフエフキダイ科、ベラ科、ハタ科、クロダイ属な

どのほか、タマガシラ属やイスズミ科、タチウオ科など、従来､報告されたことのない魚種も含ま

れている。また椎骨の同定に基づき、回遊魚に属するアジ科・ダツ科・シイラ属．カマス属．スマ、

サンゴ礁域を生息域とするニザダイ科・アイゴ属、河口周辺などの汽水域に生息するボラ科などの

魚種も多数確認された。城跡内においては極めて多彩な魚類が利用されたものと考えられる。

出土資料の多くは他所から城跡内に持ち込まれたものと考えられるが、その多くは遺跡周辺の沿

岸海域で捕獲可能である。今帰仁城跡の位置する本部半島北岸には、最大で幅,kｍ以上に達する

良好なサンゴ礁が発達し、東側には大井川の河口や羽地内海など内湾．汽水性の海域も広がってい

る（海上保安庁水路部1987)。主体種となっているブダイ科やフエフキダイ科ハマフエキ型、ベラ

科シロクラベラ型、クロダイ属は、こうした海域で捕獲しうる。またアジ科やダツ科、カマス属は、

回遊魚といっても種によって海岸やサンゴ礁近縁まで寄ってくることもあるため、沿岸での漁携活

動で獲得は可能であろう。一方、シイラ属は基本的に外洋を回遊するため、サンゴ礁近縁を離れ、

ある程度沖合に活動範囲を広げていた可能性も指摘できる。

漁法については、今帰仁城跡主郭および今帰仁ムラ跡から網漁に関連するものと推定される二枚

貝製有孔製品や石錘、石製浮き、タカラガイ製漁網錘のほか、鉄製釣針が出土しており、網漁のほ

か釣漁も行われていたと想定される。ブダイ科、ベラ科、フエフキダイ科等、サンゴ礁魚類の多く

は、現在、追い込み網漁や刺し網漁などの主な捕獲対象となっている（名嘉真・出村１９８１；関

2004)3)。他方、椎骨が多数検出されたアジ科大型種やスマ、シイラ属などは、主に磯釣りや沖合

での船釣りなどでよく捕獲される（藤山2004)4)。出土魚種の多くは、サンゴ礁周辺における網漁
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やサンゴ礁近縁から沖合における釣漁など多彩な漁法によって捕獲されたものと考えられる。

周辺海域で捕獲された魚類の多くは、城跡内で解体・調理されたものと推測される。城跡内から

は刀子のような金属製の刃物が出土しており、出土魚骨からは量的には少ないが、刃物による切痕

と思われるｖ字状痕や線状痕が、特定の魚種または部位に観察された。またアジ科の歯骨では、同

様の損傷パターンを示す資料が奄美大島・用見崎遺跡でも確認されている。これらは城跡内に持ち

込まれた魚類が、ある程度決まった方法で解体・調理されたことを示唆する。例えばベラ科は、鯛

の間に位置している下咽頭骨で、前面から腹面に縦位または前後方向の傷痕が多数確認された。こ

れらは内臓などを抜き取るために、腹側から縦位方向に刃物を入れ、前後方向に切った際についた

傷痕と推測される。

腹椎の傷痕からは、腹側の面に垂直あるいはやや左右にずれた方向から、尾椎からは側面に対し

垂直あるいはやや前後斜め方向から刃物を当てた行為が推測される。椎骨自体が切断されている事

例はあまり見当たらないことから、身を骨から取り外すことを目的とした解体の痕跡と言えるので

はないだろうか。傷痕から具体的な解体・調理過程を復元するためには、傷痕のより詳細な観察と

実験による比較検討が必要不可欠であるが、同様の傷痕が他の遺跡出土資料にも認められるかにつ

いて、今後注視していく必要がある。

なお、解体痕のある骨が全資料中に占める比率を魚骨と獣骨で比較すると、イノシシ類が10.8％

(１１９７点中129点)、ウシが10.4％（346点中36点）であるのに対して、魚類（頭骨周辺部資料）

は1.1％（4979点中54点）ときわめて少ない（椎骨については全体の資料数が不明のため比率を算

出できないが、やはりごく少数であることは間違いない)。今回分析した魚骨は比較的大型のもの

が多い（アオブダイ属では体長30～40ｃｍ前後）が、解体・調理の過程において、上記のような刃

物で切り捌く処理は必ずしも一般的ではなく、刃物を使わない調理法（たとえば大型の鍋で煮る、

大きな蒸篭で蒸すなど）が多く用いられていた可能性も考慮する必要があろう。

ブダイ科では、前上顎骨や歯骨に比べ咽頭骨の出土数が極めて少ない。またブダイ科の咽頭骨に

は、ベラ科に認められたような傷痕は一切観察できなかった。咽頭骨は鯛や内臓を摘出する際に抜

き取られ、ともに廃棄されることが多い部位である。ブダイ科については、少なくともベラ科とは

別の場所で鯉・内臓の抜き取り作業が行われたものと推定され、鯉を抜いてから城跡内に持ち込ま

れた可能性も考えられる。

多彩な魚種が利用されている状況は、今帰仁ムラ跡においても確認されている（名島2005、樋

泉2007)。ただしその出土量は大きく異なり、ＭＮＩで今回の分析資料が884,主郭出土資料（金子

1991）が684であるのに対し、今帰仁ムラ跡では全地区のデータを合わせても65にとどまる。組

成にも違いがあり、今回の資料および主郭出土資料では、ブダイ科のしめる割合が今帰仁ムラ跡に

比べて高い（表20)。また今回の資料で特筆されるのは、シイラ属やスマの椎骨が多数検出された

点である。これらの魚類は今帰仁ムラ跡では全く確認されていない。

出土魚種組成を見ると、漁携活動の中心がサンゴ礁域にあることは、ブダイ科やフエフキダイ科

が大部分を占める点から明らかである。その中で、獲得するためには外洋へ赴く必要のあるシイラ

属などの存在は、獲得すること自体が他の魚類と異なる意義を有していた可能性が示唆される。シ

イラ属が首里城からも出土している5)点を考えると、上級階層との関連性を推測することができる。

さらに首里城、勝連城と共通する資料として、ＵＫ－Ａのような極めて珍しい資料も出土している。

利用魚種の違いや魚骨の総量の差は、当該時期における社会的階層差を反映している可能性が高い

と考えられる。

(3)鳥獣類（鳥類・浦乳類）

烏獣類ではニワトリがMNI＝41と最も多く、イノシシ類（ＭＮＩ＝３１)、ウシ（ＭＮＩ＝12）がこれ

に次ぐ。自然遺骸の可能性の強いものを除けば、これら３種が烏獣類の約８０％（ＭＮＩ比）を占め



ており、主郭での重要な食材となっていたことが推定される。

ニワトリは成鳥と若烏に明確に分かれ、どくに若烏が多い点が特徴である。成烏・若烏ともに大

小のばらつきがみられ、また若烏では大型の個体が目立つ。大小が’性差を示すと仮定すれば、若烏

は雄が多いと考えられる。成烏と若鳥は出土部位の組成も異なり、成烏では全身骨が比較的バラン

スよくみられるのに対して、若鳥では腔骨と上腕骨への偏りが著しい。先述のとおり、若鳥の帰属

年代に関してはさらに検討を要するが、グスク時代のもので間違いないとすれば、飼育・屠殺・解

体．調理の過程において、成鳥と若鳥とで異なった取り扱いが行われていた可能性がある。こうし

た事例が他の遺跡でもみられるかについては、類例調査が充分でないため今後の課題だが、多数の

ニワトリが出土した首里城鎖之間地区では若烏は少なく（金子2005)、本遺跡とは様相が異なる。

イノシシ類にはブタの可能性の高い下顎骨がみられた。また年齢構成も１歳半までのものが多数

を占めていることから、その多くが飼育されていた可能性が高い。これらが城内で飼育されていた

ものか、外部から供給されたものかは判断が難しいが、今帰仁ムラ跡屋敷地２では、形質・年齢構

成について類似の様相が確認されている（樋泉2007）ことから、今帰仁ムラ跡などの周辺の集落

遺跡で飼育されたものが城内に持ち込まれた可能性も考えられる。

一方で、今回の資料には成獣も少なからず含まれていること、また今帰仁ムラ跡出土資料よりも

小型の個体がみられ、これらが現生国頭産の野生イノシシのサイズに近いことから、狩猟によっ

て得られた野生の個体もある程度含まれている可能性が高い。

ウシは城内で飼育されていた可能性もあるが、先述のとおり今帰仁ムラ跡からの出土量が多いこ

とから、こうした周辺集落から供給されていた可能性が高い。

おわりに

今帰仁城主郭東斜面から出土した大量の骨類を分析した。その内容は主郭出土資料との高い類似

'性を示し、これらが主郭から投棄されたものであることが裏付けられた。また主郭出土資料と合わ

せて、今帰仁城中枢部における多様かつきわめて活発な魚類・烏獣類資源利用の実態が明らかとな

った。なお、今回分析した資料はピックアップによって採集された比較的大型の骨である。今回の

調査では水洗選別による微小骨の採集も行われているが、これらについては時間的な制約から分析

することができなかった。今後こうした資料も追加分析することにより、主郭における動物資源利

用の全容解明を進めたい。

謝辞：調査分析に際しては、今帰仁村教育委員会宮城弘樹氏・玉城靖氏に全面的なご教示．ご助力

を賜った。国立歴史民俗博物館西本豊弘氏には現生標本を参照させていただいた。宮古島市教育委

員会久貝弥嗣氏にはイノシシの解体痕分析に際して多くのご教示・御協力を賜った。以上の方々に

厚く御礼申し上げる。

《註》

l）UnKnownを略してＵＫ－Ａ～Ｈとした。

2)首里城出土資料については樋泉、勝連城出土資料については菅原が実見し、確認している。

3）サンゴ礁魚類のなかでも、底棲性のフエフキダイ科、ベラ科は、釣漁で捕獲されることも多い

（名嘉真・出村１９８１：藤山2004：名島2007)。またハタ科は群れを作らず、追い込みを行って

もすぐにサンゴ礁の穴の中に逃げこんでしまうので、網漁で捕獲されることはほとんどないと

いわれる（名島2007)。

4)シイラ属は、奄美大島では「ヒューヌイュ」「マンビキ｣、沖縄島では「フーヌィ」「マンビカー」

などと呼ばれ、擬似餌を使った船釣漁などで捕獲されている（藤山2004：名嘉真・出村1981)。
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また幕末の奄美大島の生活を描いた『南島雑話』にも、「九万疋魚釣之事」として、奄美諸島、

沖縄諸島周辺に、旧暦８月～１０月頃、「何億万」という大群をなしてあらわられる「ヒウ」を、

二、三人で「素船」に乗り込み、「壱里斗沖へ出て｣、撒き餌をした後、釣糸を一人七つずつほ

うりかけ釣上げる様子が詳細に記述されている（名越左源太1984)。

5）現状で「右披門及び周辺地区」・「書院・鎖之間地区」・「御内原地区」（未報告）からシイラ

属の椎骨が出土していることを、沖縄県立埋蔵文化財センター所蔵資料を実見し確認している。
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表1．今帰仁城主郭東斜面から採集された脊椎動物遺体の種名一覧

軟骨魚網

サメ類

トビエイ科

硬骨魚網

ウツボ科

ダツ科

イットウダイ科

ボラ科

カマス属

ハタ科(マハタ型）

ハタ科(スジアラ型）

イトヒキアジ属

ギンガメアジ属(カスミアジ近似種）

ギンガメアジ属(ギンガメアジ近似種）

メアジ近似種

アジ科(その他）

シイラ属

ﾋﾒヅ科

イスズミ科

フエダイ科

コショウダイ亜科

タマガシラ属

クロダイ属

へダイ

ヨコシマクロダイ

メイチダイ属

フエフキダイ属(ハマフエフキ型）

フエフキダイ属(アマミフエフキ型）

フエフキダイ属(キツネフエフキ型）

ベラ科(シロクラベラ型）

ベラ科(タキベラ型）

ベラ科Ａ

ベラ科Ｂ

ベラ科(その他）

イロブダイ属

アオブダイ属

スマ

タチウオ科

ニザダイ科

アイゴ属

モンガラカワハギ科

ハリセンボン科

両生綱

カエル類

肥虫綱

ヘビ類

ウミガメ科

リュウキュウヤマガメ？

鳥網

カラス属

ワシ科

カモ類

ハト科

ニワトリ

哨乳綱

トガリネズミ科

オオコウモリ科

ネズミ亜科

イヌ

ネコ

ウマ

イノシシ(またはブタ）

ヤギ

ウシ

ジュゴン

イルカ

ＣＨＯＮＤＩＣＨＩＨＹＥＳ

１.副mnifbrmes？

胸liobatididae

ＯＳＴＥＩＣＨＴＨＹＥＳ

Muraenidae

Belonidae

Holocenmdae

Mugilidae

Spﾉﾘy”e"αsp

Serranidaecf坤加gpheﾉ"S

SerranidaecfPIectmpom”

Ａ彫c応叩．

Ｃａｍ砥ｃｆｃｍｅﾉm7q”g“

Ｃａｍ砥cfcseVhscja畝s

Carangidaecf′艶ﾉａｒｃ、腕e"Qph的αＩ腕"sⅢ

Carangidae(others）

ＣＯりｨｐｈａｇ"αsp

Mullidae

Kyphosidae

Lutjanidae

Pomadasyinae

SboﾉQPsjssP・

ＡＣα"伽α9両“sP・

卵αγ別ssa池α

Ｍひれozzzxjsgm"dbc"Ijs

Gw7mocm"畝ｓｓｐ

Ｌｅ肋河"”ｃｆＬ..〃e”ﾉCs"ｓ

Ｌｅ肋河""ｓｃｆＬ..』碗α”α”ｓ

Ｌｅ肋河"恋ｃｆＬ.”耐α”ｓ

Ｌabridaecf’'Sど”ＣＯＳ凶，lph砥だ"c"ぬ"s'’

Labridaecf’Bodiα”spe沈加om

LabridaeA

LabridaeB

Labridae(others）

Ｂａあo耐e叩Ｏ脚ｓｐ

Ｓｂｍｗｓｓｐ

Ｅ"zhy"Ⅲs噸"js

Trichiuridae

Acanthrinidae

Sigα加廼sp

Balistidae

Diodontidae

Ａ１”FnRIA

Salientia

ＲＲＰＴＩＬＩＡ

Ophidia

Cheloniidae

Geoe”d上zspe"gIe河火zpo"jca？

ＡＶＥＳ

Conﾉ"ssp

Accipi虻idae

Anatidae

Columbidae

Gaﾉ"ｓｇａＩ“

ＭＡＩ､ⅢⅦＡＬＩＡ

SoIicidae

Pteropodidae

Murmae

cａｍｓﾉ2J”"α両Ｓ

Ｆｾﾉｊｓｃα"Js

E9測脚s允花ｓ

ｓ"sscm/ｈ

ｃｑｐｍルj”“

ＢＯＳ、"ms

Dz4go唾dz4go丙

Cetacea



表2.今帰仁城跡主郭東側斜面出土魚骨一覧
種類 部位左右数量

サメ類 サメ類 椎骨 5２

トビエイ科 トビエイ科 歯板 ５

エイ類？ エイ類？ 椎骨 ２

歯骨右２

ウツボ科 ウツボ科 方骨
左

前鋤骨 １

左１
前上顎骨
右２ダツ科 ダツ科

歯骨左４

腹椎 1９

歯骨
イットウダイ科イットウダイ科

左４

右２

ボラ科

カマス科

ハタ科

アジ科

角骨左

左３
主鯉蓋骨
右１

ボラ科
腹椎 1９

尾椎 ９

左４
歯骨

右１０

カマス属 口蓋骨右１

腹椎 1４４

尾椎 7２

左４９
前上顎骨

右３７
ハタ科(マハタ型）

左３６
歯骨

右２８

右５
ハタ科(スジアラ型）

歯骨
左７

右４

左７
前上顎骨

左４２
主上顎骨

右４４

左３４
角骨

右３２

ハタ科
方骨

左３１

右３８

主鯛蓋骨右１

右３７
擬鎖骨

左４６

左１１
前上顎骨
右７

歯骨
左５

右１３

イトヒキアジ属
主上顎骨

左１０

右７

ギンガメアジ属
カスミアジ近似種

左５

右４
角骨

歯骨右１

右１
主上顎骨

左１

稜鱗 ３

右２ギ嘉駕墓層種主上顎骨
左１

前上顎骨左１

歯骨右２

左３メアジ近似種主上顎骨
右

腹椎 2７

右３
前上顎骨
左２

角骨
左２

右２

方骨
アジ科

右３

左３

腹椎 5３

尾椎 8３

尾丙部 1９

(右段につづく）

表２(つづき）

種類

シイラ科

ヒメジ科

イスズミ科

フエダイ科

部位左右数量
前上顎骨左１

歯骨右

シイラ属主上顎骨右１
腹椎 4３

尾椎 1２９

歯骨左１
ヒメジ科

主上顎骨

イスズミ科前上顎骨

前上顎骨

歯骨

フエダイ科主上顎骨

角骨

方骨

前上顎骨

右１

左１

左３

右２

左１０

右６

左６

右９

左４

右７

左４

右４

左２

右６

左８

右７

歯骨左２

主上顎骨
左５

右４
コショウダイ亜科コショウダイ亜科

左５
角骨
右６

方骨
右１

左３

主鯉蓋骨右１

コショウダイ亜科？コショウダイ亜科？前上顎骨左１

前上顎骨
左１

右１
イトヨリダイ科タマガシラ属

左４

タイ科

主上顎骨
右２

左６８
前上顎骨

右６２

左５４

右５３
歯骨

主上顎骨
クロダイ属

左２７

右２５

角骨
左２４

右２２

右５
方骨
左６

主鯛蓋骨右１

前上顎骨
右１

左２

右１
歯骨
左２ヘダイ

主上顎骨左

(次ページにつづく）

1９５
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左１１
前上顎骨

右１６

左５
歯骨
右３

ヨコシマクロダイ主上顎骨右２
左１

角骨
右３

左２
方骨
右２

左４
前上顎骨
右４

メイチダイ属主上顎骨右

左７
方骨
右４

ﾌｴﾌｷダｲ科（駕至言逼）前上顎骨
左１５８

右１５５

ベラ科

フエフキダイ属
(アマミフエフキ型）前上顎骨

左１４

右２２

(皇三妾蕊≦亀)前上顎骨左’
口蓋骨

フエフキダイ属

左９７

右１１９

方骨右３

フエフキダイ科

ベラ科

(シロクラベラ型）

歯骨

主上顎骨

角骨

方骨

上咽頭骨

下咽頭骨

ベラ科
(シロクラベラ型？）下咽頭骨

ベラ科(タキベラ型）上咽頭骨
下咽頭骨

上咽頭骨
ベラ科Ａ

下咽頭骨

上咽頭骨
ベラ科Ｂ

下咽頭骨

ベラ科(その他）下咽頭骨

前上顎骨

顎骨破片

左１１７

右９８

左１１０

右１１８

左１１２

右９２

左６８

右７１

左４

右１１

5５

左２

右２

７

左４

右４

1６

左１

右２

1９

１

左８５

右７９

8７

左６７

歯骨
右６９

ベラ科
主上顎骨

角骨

方骨

破片

左１０

右９

左２１

右１６

左１３

右１７

1２２

(右段につづく）

表２(つつき）
種類 部位左右数量

前上顎骨

歯骨
イロブダイ属

上咽頭骨

下咽頭骨

前上顎骨

左２３

右３５

左２５

右２９

左９

右４

６

左２８５

右２９４

歯骨
ブダイ科アオブダイ属

左２３７

右２２５

サバ科

左６９
上咽頭骨

右６７

下咽頭骨 8０

左６２
角骨

右４９

主上顎骨
属不明

左６７

右５６

左７３
方骨

右９２

カツオ･スマ類主上顎骨右３
スマ 腹椎 ５

スマ 尾椎 3７

スマ 尾丙部 ８

サバ科 角骨右４

タチウオ科タチウオ科前上顎骨左１

歯骨左２

主上顎骨左１

右２

左２
方骨

左１
擬鎖骨
右４

ニザダイ科ニザダイ科
左６

主鯛蓋骨右６

腹椎 1２

尾椎 5９

尾部鱗 1０

歯骨右２

7７腹椎
アイゴ属アイゴ科

擬鎖骨右４

尾椎 8７

前上顎骨芸＋
モンガラカワハギモンガラカヮハギ科方骨左１
科

擬鎖骨右１

第１背鰭輔 ６

前上顎骨 ３

歯骨 ６

前上顎骨
ハリセンボン科ハリセンボン科または歯骨

1１

未同定

右１
方骨
左１

鯨 3３

前上顎骨右１

今帰仁ＵＫ－Ａ
歯骨
左２

右

今帰仁UＫ－Ｂ前上顎骨右

今帰仁UK-C歯骨左１

今帰仁ＵＫ－Ｄ 歯骨左
左今帰仁UK-E方骨３

今帰仁UＫ－Ｆ主上顎骨左１

今帰仁UＫ－Ｇ主上顎骨左

今帰仁UK-H主上顎骨左１

歯骨左１

右４
角骨
左６

未同定(その他）
方骨右２



表3.魚骨資料に見られる人為的損傷

資料NＣ 魚種 部位左右サイズ(ｍ、） 位置 翻痕の種類断面内ロの
方向図版(断面形態）自IlIJ病

ブダイ科･アオブダイ属前上顎骨左前上顎骨長：柄状突起屈曲部分外側Ｖ字状斜め方向.前方に傾斜２９．８
片斜面４

２ブダイ科･アオブダイ属前上顎骨左 歯板面内側
切断痕縦位方向

V字状縦位方向･切断痕に平片斜面
行

３ブダイ科.アオブダイ属前上顎骨右前上顎骨長： 歯板面後端部内側Ｖ字状斜め方向･後方に傾斜片斜面１２３．６

４ブダイ科･アオブダイ属歯骨左歯骨長:19.7 関節突起 切断痕縦位方向

号一舞鵜器窯二霊二碧玉唾廻 歯板面内倶
歯板面内側 欝一総高篭謡二鶴こそ

７ ブダイ科 方骨右× 翼状部内側面 V字状前後方向片斜面３

８ ぺう科

９ ベラ科

1０ ベラ科

１１ ベラ科

1２ ベラ科

歯骨左歯骨高:28.45連合面直後の内側･歯骨下端Ｖ字状縦位方向

歯骨左歯骨高:24以連合面直後の内側.歯骨下端Ｖ字状？縦位方向卜

歯骨左歯骨高:21.71連合面直後屈曲部･歯骨下端Ｖ字状横位方向

歯骨右歯骨高:21.49連合面直後の内側･歯骨下端Ｖ字状縦位方向片斜面

歯骨右歯骨高:20.42
連合面直後の内側･歯列面下Ｖ字状縦位方向

部

連合面直後の内側･歯骨下部Ｖ字状縦位方向

両斜面

３

２

1３ベラ科シロクラベラ型下咽頭骨 × 前面 V字状縦位方向
片斜面４

下咽頭骨幅：Ｖ字状前面中央下部～腹面縦位方向片斜面1４ベラ科シロクラベラ型下咽頭骨－
４４．８５ 腹面｡Ｖ字状の傷痕右側に隣削り痕横位方向

1５ベラ科シロクラベラ型下咽頭骨

1６ベラ科シロクラベラ型下咽頭骨

1７ベラ科シロクラベラ型下咽頭骨

1８ベラ科シロクラベラ型下咽頭骨

下咽頭骨幅：
45.83

下咽頭骨幅：
63.33

×

下咽頭骨幅：
44.12

1９フエフキダイ属･ハマフエフキ前上顎骨左前上顎骨長：
型38.15

前面右側～腹面Ｖ字状縦位方向両斜面

腹面中央 線状痕前後方向

腹面左側 線状痕前後方向

腹面左側 線状痕前後方向

腹面中央～左側Ｖ字状横位方向片斜面

歯列面内側.前端部Ｖ字状縦位方向･柄状突起とぼ片斜面
ぼ平行

歯列面内側･中央Ｖ字状斜め方向･前方に傾斜片斜面

２

５

４

３

歯列面内側･中央,ｖ字状の傷削り痕前後方向
痕’方に

２０フエフキダイ属･ハマフエフキ前上顎骨右前上顎骨長：柄状突起屈曲部分付近Ｖ字状横位方向
型44.89

片斜面３

２

2１フエフキダイ科主上顎骨左 読謡示欝-砺普霧黒正而 ５

突起部外償Ｉ 太い線状痕 縦位方向 ２

2２フエフキダイ科主上顎骨右×

関節部分Ｖ字状縦位方向片斜面
関節面直後の外側Ｖ字状縦位方向

関節面直後の外側｡Ｖ字状の線状痕縦位方向
傷痕前後

２

数条

関節面直後の内側Ｖ字状縦位方向2３フエフキダイ属口蓋骨左×
片斜面

両斜面

2４フエフキダイ科

2５フエフキダイ科

2６フエフキダイ科

2７フエフキダイ科

2８フエフキダイ科

2９フエフキダイ科

3０フエフキダイ科

3１フエフキダイ科

3２フエフキダイ科

歯骨左歯骨高:8.27

歯骨左歯骨高:×

連合面直後の内側･歯列面～Ｖ字状斜め方向･後方に傾斜両斜面
歯骨下方一

歯列中央の内側･歯列面～歯Ｖ字状斜め方向･後方に傾斜
列面下部一一一一

連合面 切断痕縦位方向

両斜面

連合面直後の内側･歯列面～Ｖ字状斜め方向･後方に傾斜片斜面
歯骨下方一

歯列中央の内側･歯列面～歯Ｖ状状斜め方向･後方に傾斜両斜面
列面下部一一一

連合面 切断痕斜め方向･後方に傾斜

歯骨左歯骨高:×連合面直後の内側･歯列面～Ｖ字状斜め方向･後方に傾斜片斜面
歯骨下方一一

歯列中央の内側･歯列面～歯Ｖ状状斜め方向.後方に傾斜両斜面
列面下部一一一

歯骨左歯骨高:13.26連合面直後の内側･歯列面～Ｖ字状斜め方向･後方に傾斜片斜面
歯列面下部

歯骨左歯骨高:1,.8,連合面直後～中央の内側･歯Ｖ字状斜め方向.後方に傾斜両斜面，
列面～歯列面下部

歯骨中央の内側･歯骨下端Ｖ字状縦位方向片斜面１

歯骨左歯骨高:7.18
歯骨下端内側｡Ｖ字状の傷痕削り痕斜め方向.後方に傾斜
後方に隣接

歯骨右歯骨高:7.39歯列中央の内側･歯列面～歯Ｖ字状斜め方向･後方に傾斜
列面下部

両斜面２

片斜面

歯骨右歯骨高:13.72歯列中央の内側･歯列面～歯Ｖ字状斜め方向･後方に傾斜片斜面
列面下部

角骨右× 翼状部 切断痕縦位方向

3３ヨコシマクロダイ方骨右× 関節面直後～翼状部内側切断痕？縦位方向

3４ ハタ科

× 突起部中央部内側Ｖ字状縦位方向｡切断痕に平片斜面４
行

突起部中央部内側.Ｖ字状の削り痕前後方向主上顎骨左
慨痕後端部と切断痕＠帖

突起部中央部内側.Ｖ字状の切断痕縦位方向
傷痕に後続

Nol～７

図版1１

No8～１２

図版1２

Ｎｏ１３～１５

図版1３

Nol6

図版1２

ＮＯ１７

図版1３

図版1４

図版1５

図版1６

図版1４

図版1７

(次ページへつ
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1９８

表３(つづき）

資料N◎ 魚種

3５ ハタ科

部位左右サイズ(ｍ、）

主上顎骨左×

－顕一一繍蕊『－和一断聴の数図版
関節面上部内側Ｖ字状横位方向片斜面３

3６ ハタ科 主上顎骨右×

而鶴鶏論烏三両
関節面後方突起部状面～内
側．v字状痕に後続

削り痕前後方向

関節面直後外側Ｖ字状縦位方向片斜面
関節面直後外側･後続するＶ
字状傷痕との間

関節面直後外側･後続するＶ
字状傷痕との間

関節面後方突起部外側

線状痕縦位方向 ３

削り痕前後方向 １

V字状斜め方向･後方に傾斜片斜面

V字状斜め方向･前方に傾斜片斜面３

V字段状斜め方向･前方に傾斜両斜面

切断痕縦位方向

3７ハタ科･マハタ型歯骨左歯骨高:9.5連合面直後の内側Ｖ字状縦位方向
片斜面２

3８ハタ科･スジアラ型歯骨左歯骨高:12.99歯列側方内側･犬歯列と後続Ｖ字状横位方向両斜面１
する円錐歯列の間

3９ ハタ科 擬鎖骨左×

4０ ハタ科 擬鎖骨左×

４１ ハタ科 擬鎖骨左×

屈曲部正面 V字状 横位方向
片斜面

屈曲部上方正面～内側Ｖ字状斜め方向･外側へ傾斜片斜面

屈曲部上方内側｡Ｖ字状の傷線状痕斜め方向．Ｖ字状の傷痕
痕に隣接 に平行

V字状横位方向両斜面

屈曲部上方正面
Ｖ字段状横位方向

片斜面

両斜面

８

屈曲部～上方正面Ｖ字状横位方向片斜面４

4２ ハタ科
屈曲部｡Ｖ字状の傷痕下方に削り痕縦位方向

擬鎖骨左×隣接

屈曲部･削り痕下方に隣接線状痕横位方向

V字状横位方向片斜面

６

屈曲部上方正面
V字状斜め方向･外側に傾斜片斜面３

4３ ハタ科

4４ ハタ科

屈曲部上方正面｡Ｖ字状傷痕線状痕斜め方向.外側に傾斜
擬鎖骨右×の下端に連続

擬鎖骨右×

屈曲部正面 V字状斜め方向･外側に傾斜

屈曲部正面．Ｖ字状傷痕の上線状痕斜め方向.外側に傾斜
下

切断痕斜め方向･前方に傾斜
屈曲部下方内側

V字状斜め方向･前方に傾斜

７

２

片斜面

数条

片斜面

4５ ハタ科 擬鎖骨右× 屈曲部上方正面Ｖ字状斜め方向･外側に傾斜
片斜面２

4６ ハタ科 擬鎖骨右× 屈曲部上方内側Ｖ字状？前後方向

連合面直後 切断痕縦位方向

4７ フエダイ科 歯骨右×連合面後方内側･歯列面～歯Ｖ字状斜め方向.後方に傾斜両斜面
列面下部

4８アジ科(大)イトヒキアジ属主上顎骨左× 関節部背面外側Ｖ字状縦位方向片斜面

関節面外側
4９アジ科(大)イトヒキアジ属主上顎骨右× 関節面外側｡Ｖ字状の傷痕下

V字状前後方向片斜面

切断痕縦位方向

5０アジ科(大)イトヒキアジ属歯骨右×

ノ」

連合面直後 切断痕縦位方向

連合面直後の内側･歯骨下部Ｖ字状縦位方向片斜面

連合面直後の内側･歯列面～Ｖ字状縦位方向片斜面
歯骨下端

連合面直後の内側･歯列面～Ｖ字状縦位方向片斜面
歯列面下部

連合面直後 切断痕縦位方向

連合面直後･歯骨下端切断痕斜め方向･後方に傾斜

連合面直後の内側･歯列面下線状痕縦位方向
部

２

１

３

歯列中央内側･歯列面～歯列ｖ字状縦位方向．やや後方に片斜面２５１アジ科(大)イトヒキアジ属歯骨右×面下部傾斜

5２

5３

5４

5５

歯列中央内側･歯列面下部,Ｖ削り痕前後方向
字状の傷痕の間

連合面直後の内側･歯骨中部Ｖ字状
～下端

縦位方向。やや後方に片斜面２
傾斜

縦位方向｡やや前方に片斜面２
傾斜

クロダイ属前上顎骨右前上顎骨長： 柄状突起屈曲部外側Ｖ字状斜め方向･前方に傾斜片斜面
１９．２９

クロダイ属前上顎骨右前上顎骨長： 連合部内側
28.85

V字状斜め方向･後方に傾斜両斜面

歯列背面外側 V字状斜め方向･前方に傾斜両斜面２

ヘダイ

サメ

V字状縦位方向両斜面
連合面直後内側前上顎骨左前上顎骨長： 線状痕縦位方向。Ｖ字状の傷痕

32.32 に平行

歯列面上部内側

椎骨 径:19.76 側面

線状痕縦位方向

v字状縦位方向｡Ｖ字状の傷痕片斜面
に平行

V字状縦位方向片斜面

６

図版1７

図版1８

図版1６

図版1７

図版1６

図版1１

図版1２

図版1６



表4.同定分析対象外の椎骨に見られた人為的損傷の詳細

分類群部位 位置 数(例） 力の方向 備考

腹椎 椎体右側面 ２ 後方から

腹椎 椎体右側面 後方から 傷深め

腹椎 背側面 左から

腹椎 腹側面 １ 腹側面に対してやや右から

腹椎 腹側面 １ やや後方から

腹椎 腹側面 ２ 腹側面に対してやや前方から

腹椎 腹側面 やや後方から５
アジ科？

腹椎 腹側面 面に対してほぼ垂直

腹椎 腹側面 やや後方から

腹椎 腹側面 ２ やや後方から

腹椎腹側面～右側面 やや後方から

腹椎腹側面～右側面 ２ やや後方から

腹椎腹側面～椎体左側面 ２ やや後方から 傷深め

腹椎 椎体両側面左側３右側１側面に対して垂直､前方から後方に向けて

腹椎 椎体左側面 ２ 側面に対してほぼ垂直

尾椎 椎体右側面 １ 後方から椎体側面に対して浅い角度

尾椎 椎体左側面 １ 椎体側面に対して垂直

タイ型尾椎 椎体左側面 １ 椎体側面に対して垂直

尾椎 椎体左側面 ２ やや前方から

尾椎 椎体左側面 １ 側面に対して垂直

不明 椎体左側面 １ 椎体側面に対して前方から

腹椎 椎体左側面 １ やや前方から

尾椎 椎体左側面 １ 側面に対してやや後方から

ハタ型尾椎 椎体左側面 １ 側面に対してほぼ垂直

尾椎 椎体右側面 ２ 側面に対してやや前方から

尾椎 椎体左側面 側面に対してやや前方から

やや前方から腹椎椎体右側面前関節面付近
フエフキダイ科

腹側面に対してやや後方から腹側面右側腹椎

腹椎 椎体右側面 側面に対して垂直 傷浅め

腹椎椎体左側面及び腹側 ２ 後方から

腹椎 前関節面右側 １ 正面やや右から

腹椎 前関節面右側 後方から

尾椎 椎体右側面 側面に対して垂直

尾椎 椎体右側面 やや後方から

尾椎 椎体右側面 やや前方から

やや前方から椎体右側面
ブダイ科

やや後方から１椎体右側面

尾椎

尾椎

尾椎 椎体両側面 両側各１ 側面に対して垂直

尾椎 椎体両側面 両側各１左側面に対して垂直右側面に対してやや後方から左側面は傷浅め

尾椎 椎体左側面 １ 上から下

尾椎 椎体左側面 側面やや下方から

尾椎 椎体左側面 側面に対して垂直

尾椎 椎体左側面 側面に対して垂直 傷浅め

尾椎 椎体左側面 １ 側面に対して垂直

ベラ科腹椎 椎体右側面 側面に対して前方から

腹椎 椎体右側面 側面に対して垂直

腹椎 椎体左側面 側面に対して垂直

腹椎 椎体左側面 側面に対して垂直

腹椎 前関節面背側 １ 正面から 傷深め

腹椎 椎体 １ 前方から後方に向けて切断

腹椎 腹側面 １ 腹側面に対して垂直

腹椎 腹側面 １ やや後方から 傷深め

２ 面に対して垂直
不明

１ 後方から腹椎腹側面～椎体左側面

腹椎腹側面～椎体左側面

尾椎 椎体右側面 １ 側面に対して垂直

尾椎 椎体右側面 ２ 側面に対して前方から

尾椎 椎体左側面 後方から

尾椎 椎体左側面 側面に対して垂直

尾椎 椎体右側面 側面に対してやや前方から

尾椎 椎体右側面 やや前方から

尾椎 椎体両側面 両側各１ 側面に対して垂直

1９９



骨
骨
顕

尺
腔
中

表5(つづき）

ｄ
ｐ
Ｐ

表5.今帰仁城主郭東斜面出土骨類(魚骨以外)の同定結果．
残存状態の凡例は表末参照．

部位計数位睡Ｌ／Ｒ種類部位残存状態Ｌ／Ｒ種類

2００

右破片

ｌ／

／１

２／２

１／

／１

骨
骨
骨
雪
霜

尺
尺
尺
中
中

属
属
属
属
属

ス
ス
ス
ス
ス

ー
フ
ー
フ
ー
フ
ー
フ
ー
フ

カ
カ
カ
カ
カ

ｗ
ｐ
ｄ
ｗ
ｐ

蝉
雌
濡

カエル類

カエル類

ヘビ類

３
－
９

コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ

ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ

２／３

２

骨
骨
顧

涙
頬
頭

イノシシ(/ブタ）

イノシシ(/ブタ）

イノシシ(/ブタ）

／

／３

／

／1

鼻骨

後眼嵩骨

前頭骨

前頭骨十頭頂骨

頬骨

側後頭骨

椎骨

烏ロー肩甲骨

前烏口骨

上腕骨

上腕骨

椀骨

尺骨

中手骨

大腿骨

腔骨/排骨(細）

腰骨/緋骨(太）

中足骨

末節骨

指骨

椎骨板

肋骨板

縁骨板

剣状腹板

腹甲板

背/腹甲板

不明

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

ウミガメ

下顎骨

下顎骨

肩甲骨

上腕骨

上腕骨

榛骨

榛骨

榛骨

腰骨

腰骨

腰骨

側頭骨

上顎P２

上顎頬歯＊

下顎骨

下顎P２

下顎Ｍ３

上/下顎Ｉ

下顎頬歯＊

肩甲骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

榛骨

榛骨

榛骨

中手骨

中手骨

中手骨

寛骨

寛骨

寛骨

腰骨

腰骨

距骨

瞳骨

中足骨

中足骨

中足骨

／ワシ科 、
△
一
Ｗ
。
．

(右段につづく）

骨
骨
骨

錘
蝿
腔

鳥類･未同定

鳥類･未同定

鳥類･未同定

ｗ
Ｑ
ｄ
。
。
》
、
皇

／

（第３足根骨)？

（中心足根骨)？

手根/足根骨

第２/4中手/中足骨

中手/中足骨

基節骨

中節骨

末節骨

２
１
３
２

ノ
ノ
ノ
ノ
ｍ
Ｍ
５
妬
３
５

２
３
２

(次ページににつづく）

大腿骨鳥類･同定不可

オオコウモリ科

オオコウモリ科

オオコウモリ科

Ｐ
ｄ

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ｄ
ｄ
ｐ

上腕骨

榛骨

大腿骨

ワ
ー

２５

部節
ｗ
ｍ
＊
ｗ
＊
ｄ
ｍ
ｍ
＊

関

烏口骨

中足骨

９
７
１
１
１

Ｗ

ｐ

(｡-）

上顎十鼻骨 １

／２

トガリネズミ科

トガリネズミ科

骨
骨
蓋
顎
頭
下

ワ

ラ
ー

３４

／ｌ

／３

ネズミ亜科

ネズミ亜科

骨
骨
顎
顎
上
下ノ

ノ
ノ
ノ
ノ

２
１
１

７

う
－
４
３
６
１
９

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

３
２

函
雑
擁
塀
顔
》
蜂

銅
》
苧
雪
争
苧
哩
伝
福
福
福
福
福
伝
転
転
伝
程
程
福
福
福
福
伝

ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
一

ワ

＊
＊
＊
＊

４
３
９

１
５
７

３
型
２
廻
凪

リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ

ト
ト
ト
ト
ト
卜
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

》
騨
酔
癖
蔵
榊
峠
諏
濡
蝿
騨
串
顕
癖
州
抽
梱

後頭骨周辺

[m2m3×］

［P4Mll

［P3Ｐ４］

端
端
端
砿
雌
ｗ

／

２２

＜８３＞

＜３＞

う

部

ｗ
ｐ
ｄ
節
ｗ
ｐ
ｄ
ｗ
ｐ
ｄ
ｗ
ｐ
ｄ
ｗ
ｗ
ｐ
ｄ
ｗ
ｐ
ｄ
ｗ
ｐ
ｄ

関

５
３
６
う

４１
９
９

４
６
５

１

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

ニワトリ(小）

ニワトリ(小）

ニワトリ(大）

ニワトリ(大）

ニワトリ(大）

上腕骨

肋骨板

上腹板

中腹板

下腹板

背/腹甲板

蹄
ｐ
い
》
》
締
⑬
ｗ
ｗ
ｐ

如
滑

ノ
ノ

／ｌ

破片くｌ＞

う

４

上腕骨

尺骨

Ｄ
４
ｗ ／

５ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ｗ
Ｄ
皇
９
．
ｗ
ｐ
今
口
ｑ
ｗ
ｗ
、
△
。
．
ｗ
Ｄ
△
。
。
ｗ
、
凸
。
．

１

部
ン
１

１
骨
骨
⑭
ｄ

節
ｐ
ｄ
ｄ
ｐ
ｄ
ｄ
ｗ
ｐ
ｄ
唯
韮
座
く

く

関
く

５

４
１
２
５
６ワ

ン

ｗ
ｗ
罰
ｗ
ｗ
ｄ

ｐ

／

５
４

１

１
１
１
１
２
１
１

ノ
ノ
５
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ー
２
６
う
一
１
１
２
２
う

カモ類

カモ類

８
９

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
－

峠
峠
峠
峠
峠
峠
峠
峠
峠
峠
峠
階
峠
峠
峠
婚
一
幅
癖
掃
榊
帽
榊

ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ワ
ー
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ワ
】
『
』

／

関節突起

需
需
謡
碍
癖
蝉
躍
蝉
濡
濡
雷
串
踊
需
》
》
》
騨
騨
蝉
》
》
蝿
需
謝
謝
“
蝉
“
識
蹄
踊
鯛
》
》
鐸
鴎
騨
癖
耐
酔
塀
鶴
錯
蝿
緬

ワ
ー
Ｏ
》
《
〕

３
３

ワ

ワ

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ー
２
１

関節部

く｡-＞

ｄ

ｐ

（d-）

。

ｐ

（p-）

①-)-(｡-）５

３
２
３

岩様部

３

マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ

古
／
肯
〆
命
／
方
〆
方
／
向
／
古
″
ウ
／
方
／
方
／
方
嫁
方
／
方
／
方
／
古
〆
古
／
方
／
方
／
肯
／
古
／
命
／
古
／
向
〆
方
〆
古
／
命
／
命
／
古
／
方
／
命
／
方
／
古
／
方
／
方
／
向
／
命
〆



４

表5(つづき）

ノ
ノ
ノ
ノ

ー
２
１
３

表5(つづき）

種類 部位計数位歴Ｌ／Ｒ 種類 部位計数位腫Ｌ／Ｒ

６
３
２

2０１

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ

ブ
プ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
プ
プ
ブ
プ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
プ
ブ
プ
ブ
ブ
ブ
プ
プ
ブ
プ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
プ
ブ
プ
ブ
プ
ブ
ブ
プ
ブ
ブ
ブ
ブ
プ
ブ
ブ
ブ
ブ
プ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
プ
プ
プ
プ
ブ
ブ
プ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
／
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ

シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ

シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ

頭頂骨

側頭骨

後頭骨

後頭骨

上顎骨

上顎遊離歯１１

上顎遊離歯Ｃ早

上顎遊離歯Ｃ師

上顎遊離歯、３

上顎遊離歯Ｐ３

上顎遊離歯Ｐ４

上顎遊離歯Ｍ１

上顎遊離歯Ｍ２

上顎遊離歯Ｍ３

下顎骨

下顎骨

下顎骨

下顎骨

下顎遊離歯ｉ２

下顎遊離歯１１

下顎遊離歯１２

下顎遊離歯Ｃ早

下顎遊離歯Ｃｃ７’

下顎遊離歯、３

下顎遊離歯Ｐ２

下顎遊離歯Ｐ３

下顎遊離歯Ｐ４

下顎遊離歯Ｍ１

下顎遊離歯Ｍ２

下顎遊離歯Ｍ３

環椎

軸椎

頚椎

胸椎

腰椎

椎骨

肋骨

胸骨

肩甲骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

榛骨

榛骨

榛骨

榛骨

榛骨

榛骨

榛骨

榛骨

尺骨

榛側手根骨

中間手根骨

第４手根骨

第２中手骨

第３中手骨

第４中手骨

第５中手骨

寛骨

寛骨

寛骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

腔骨

腔骨

腰骨

腔骨

腰骨

腰骨

腰骨

腰骨

腰骨

緋骨

誹骨

緋骨

緋骨

左破片

関節結節

右後頭穎

左後頭頼

表6参照

６

５／１０

２

３

１３／１４

７／４

呼
串
》
》
》
》
》
》
》
》
》
母
雪
痔
拝
笹
蛇
鋒
妙
彪
妙
姥
妙
妙
”
”
”
”
蛇
”
”
蛇
蛇
”
姥
蛇
”
”
”
”
”
”
妙
”
蛇
”
”
彪
蛇
妙
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
舜
妙
彪
坤
妙
蛇
弗
妙
妙
蛇
蛇
彪
彪
妙
蛇

距骨

鍾骨

中心足根骨

第４足根骨

第２中足骨

第３中足骨

第４中足骨

第５中足骨

中手/中足骨

基節骨

中節骨

末節骨

中手/中足骨

上顎Ｍ

下顎Ｍ２

腔骨

前頭骨

頬骨

側頭骨

後頭骨

上顎遊離歯Ｐ２

上顎遊離歯Ｐ３

上顎遊離歯Ｐ４

上顎遊離歯Ｍ１

上顎遊離歯Ｍ２

上顎遊離歯Ｍ３

上顎遊離歯Ｍ

下顎骨

下顎骨

下顎骨

下顎骨

下顎骨

下顎遊離歯Ｉ

下顎遊離歯、2？

下顎遊離歯、３

下顎遊離歯Ｐ２

下顎遊離歯Ｐ３

下顎遊離歯Ｐ４

下顎遊離歯Ｍ１

下顎遊離歯Ｍ２

下顎遊離歯Ｍ３

環椎

肩甲骨

上腕骨

上腕骨

榛骨

榛骨

尺骨

椀側手根骨

中間手根骨

尺側手根骨

第３手根骨

第４手根骨

中手骨

中手骨

中手骨

寛骨

寛骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

鰹骨

腔骨

距骨

瞳骨

中心第４足根骨

中足骨

中足骨

中足骨

中手/中足骨

基節骨

中節骨

末節骨

腰椎

椎骨

肋骨

種子骨

椎骨

前頭骨

後頭骨

肋骨

肋骨

上腕骨

尺骨

不明(長骨）

椎骨

ｑ
－
Ｑ
ジ
ワ
ー

Ｉ
凸

９

１５

０
３

４
５
１
１
９

５
８
４
９

１
１

ノ
ノ
ノ
ノ
諏
妬
昭
７

う

Ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
０“

４／２

４
２

２
１
７

つ
－
１
３
２
５
う
－
２
８
１
２
１
ワ

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
６
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

３
２
８ウー

(d-）

ノ
ノ表6参照

連合部

下顎角

関節突起

。

角芯破片

眼嵩下部

岩様部

左後頭穎

２

７
５
２
０
１
７
４
２

１
１

１

２／

ｌ／

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

う
＝

ワ
ー
ワ
】
『
』

３
２
ウ

／３

２／

２／２

６／６

５／1１

９

５

９

１０

１３

１０

１５２

２

１９／１４

／１

破片

吻端

［(P2)］

[M1-M3］

関節突起

筋突起

７
－

２
１
４
３
１
２
１
１
？
一

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ﾗー

１
２
２
６
４
３
４

椎体

ｐ

肩甲i陳

Ｗ

ｐ

（p）

（p-）
＜d-＞

（｡-）

（｡）

ｄ

Ｗ

ｐ

ｐ－(｡-）

（p-）

①-)-(｡-）

（｡-）

（｡）

ｄ

滑車切痕

*残存状態の略号凡例:Ｐ.｡:骨端癒合,(p)･(｡):未癒合骨端のみ,Op-)･(｡-):骨端末癒合脱落,＜p->･<d->:骨幹近位部･遠位部

＊ウマの｢頬歯｣はP2･Ｍ３以外

４

関節部

く｡-＞

ｄ

ｐ

ｄ

滑車切痕

(右段につづく）

６

２
１
２

８
３
３
０
２
２

１
１
Ｒ
）
９
４
う
－
２

，
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｒ
Ｊ
Ｉ
，
ノ
〃
Ｉ
Ｊ
ノ
ｊ
Ｉ

１／２

２／1

３／４

４／１

３／

２／１

１０／７

４

７
３
２
１３

ｊ
ｊ

ｗ
ｐ
ｄ
儒
嘩
ｐ
⑨
城
》
ｄ
⑥
ｄ

臼
臼

2７

２／１

３／２

／１

２／２

／

1１／７

１７／１９

１２／１４

４／１１

５／４

４／６

１１／１３

２／

８

３／５

ｐ

ｐ

ｐ

ｐ

臼(完）

臼(腸骨）

臼(恥骨）

ｐ

①）

（p-）

＜p-＞

(p-)-(｡-）
＜d-＞

（d-）

（ｄ０

ｄ

ｐ

(p)+(p-)-．

（p-）

＜p-＞

(p-)-(d-）

＜d-＞

（｡-）

（d）
。

ｐ

＜d-＞

（｡-）

。

／２

２／1

３
５
０
７
１

う
】

５
８
１
２

関節部

ｗ
Ｄ
ａ
。
．

／１１

／

2０

４５

３１

１９

８
３

３
５
２

４／

３７

》
一
一
一
一
一
一
一
三
袖

ウシ/ウマ

ウシ/ウマ

ウシ/ウマ

ウシ/ウマ？

７
型
ｍ
－
ｕ

４／５ Ｐ

８

＜１３＞

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

６
３
１
１
１
１

１

３

２
５
２
１

左後頭穎

ｐ

破片

(p-)-(d-）

（｡-）

Ｗ

ノ
２
》
２



ＣＰｌ×Ｐ２×Ｐ３×

Ｉｌｌ２×１３×

１１×１２×１３×

備考連合１１１２１３ＣＰｌＰ２Ｐ３Ｐ４ＭｌＭ２Ｍ３下顎性咳耗成
上下左右 枝 若部ｉｌｉ２ｉ３ｃｍｌｍ２ｍ３

１

Ｍ２:+/‐若

若

Ｍ２:+/＋若

Ｍ１:+/＋若

Ｍ３:++/+/＋成

Ｍ３:++/+/＋成

？

？

？

？

？

？

Ｍ２:++/+＋成別袋にまとまっていたもの

若

若

Ｍ１:＋+/+＋？

Ｍ１:+++/++＋成

Ｍ１:-/‐若

Ｍ１:-/‐若

Ｍ２:+/‐若

Ｍ２:++/＋成

若

？

？

？

Ｍ１:+/‐若別袋にまとまっていたもの
？

Ｍ２＜Ｍ３＞×P４Ｍｌ

ｍ３ ］

｛Ｍ１
× Ｍ１

上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
一
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
－
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

ｍ２

Ｍ２

×

３
３
Ｍ
Ｍ

］

］
P４

ＩＣ×Ｐｌ×Ｐ２Ｐ３×
「Ｐ３

ざ’

表6.今帰仁城主郭東斜面出土イノシシ(またはブタ)顎骨の詳細．
ろは満師~雨細申.耐脱落歯下顎枝の角は下顎角,筋は筋突起,関は関節突起を示す.咳耗の表記は金子(1996)に準じた遊離歯は表5に示した．

１

１
ン
１

２
２
２
２
２

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

く
く
く

］

｝

］
Ｍ３

３
－
Ｍ
一鈴

１
１
１
１

ン
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

く
く

ｍｌｍ２

［ｍ２

ｍ
、
凹
脚［×

。
．

ワ
．

訂
／

々
／

ブ

型
ブ

↓

↓

大

ワ
。

ワ
．

落
落
落
落
落
一
曲

曲湾

脱
脱
脱
脱
脱
一
湾

体

歯
歯
歯
歯
歯
一

体

切
切
切
切
切
一
骨

骨顎

全
全
全
全
全
一
顎

若
若
若
若
若
若
若
成
成
師
成
若
若
若
若
若
若
若
？
？
若
若
？
？
？
若
？
？
一
？
？
？
？
？
？
一
若
若
若
嚇
脚
若
？
若
瀞
若
若
若
？
？
？
？
若
若
若
？
？
？

＋

肝
‐
ん
祥
‐
ん
〃
ん
．
‐
ん
帯
帯
伶
帯
斗
斗
払
什
人
什
帯
一
十
群
特
一

十

一
咽
吟
廻
哩
叫
吟
呼
岬
呼

幡
峰
咽
峰
咽
い
ぃ
》
》
吟
岬
皿
皿
地
吟
叫
吟
吟Ｍ

？
．
ワ
．３
３
３
３
３
３
－

３
３
３
３

－
１
１
１

関
１
筋
１
角
１
１
１
１
１
１
１
１
１

－
１
〕
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
ｊ

角

×
×
×
×

一
×
×

》
・
仙
唯
仙
唯
唯
班
雌
１
Ｊ
ｗ
ｌ
ｌ
ｌ
ｗ
×
１
×
１

ン

一
ン
ン

－
１
Ｊ
韮
‐
ｊ
×
×
噸
×
１
Ｊ
‐
１
１
Ｊ
‐
ｊ

く
く
く
く

く

×
×
×
×

ン
×
×

う
』
う
↑
ワ
ー
ワ
ー
う
一
ワ
』
く
』
ン

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
×
Ｍ
Ｍ
×
×
唖
Ｉ
唯
峰
畦
仙
池
唯
皿
１
唾
１
１
－
施
哩
皿
唖
皿
皿
１
１
×
皿
唯
Ⅷ

く
く
く
く
く

子
！
く

く
〃
ｌ

－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
．
１

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
ｌ
１

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
×
Ｍ
×
×
×
一
一
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１
１
‐

ン以
脚
Ｉ
×
×
×
四
ｍ
×
×
×
×
噸
Ｉ
Ｉ
‐
ｊ
‐
ｊ
１
脚
１
１
砕
砕
一
×
×
×
畔

一
噸
１
，
脚
Ｉ
×
、
×
Ｉ
、
心
凹
別
別
×
１
，
麺
１
１
４

く

ン

×

”
×
、
×
野
酔
野
一
。
×
×
一
ｍ
ｍ
”
×
ｍ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
四
画
四
四
ｍ
心
心
酔
野
野

田
ｒ
ｌ
×
×
×
×
ｍ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ

く

一
×
×
×

×
ｘ
ｒ
１
ｒ
１
１
１
一
う
《
１
×
×
×
》
×
×
×
×

Ｐ
ｍ
ｍ
ｘ
ｍ
Ｉ
Ｌ
画
一
一
ｍ
皿
Ｉ
ｒ
ｌ
皿
、
×
×
Ｉ
ｍ
ｍ
－
ｍ
ｍ
ｒ
ｌ

×
×

×
×
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
草
ｒ
’
一
一
一
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
×
×
一
一

ン
一
ン
ン
一
記
×
犯
ｒ
ｌ
唖
○
○
Ｇ
Ｃ

Ｃ
ｒ
ｌ
×
Ｃ
１
ｊ

×
×

く

×
×
×

ｒ
ｌ

ｒ
ｌ

ｒ
ｌ

ｒ
ｌ

－
×
ｒ
ｌ
×

３
×
ｒ
ｌ
ｒ
１
ｒ
ｌ

×
、
Ｔ
ｌ
‐
〕
一
×
×
×う
一
×

－
．
１
１
－

×
Ⅱ
一
×
×
×

一
Ｉ
Ｉ
ｌ
×

Ｉ
ｊ
１
ｊ
１
ｊ
１
ｊ
１
Ｌ

一
十
十
十
十
十
十
Ｔ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
＋

＋
＋

一
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｔ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
－
ｒ
ｌ

ｒ
ｌ
ｒ
ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
一
駅
駅
邸
醍
皿
皿
一
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
一
下
下
下
下
下
下
一
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下

2０２

ｍ３

Ｐ４

ＰｌＰ２× Ｐ３Ｐ４］×

｛Ｐ３］

［Ｐｌ×Ｐ２× ］
Ｉｍ２ｍ３Ｍ１

１１×１２× ］



一
｝
｜
》
一
声
一
一
一
口
》
’
画
‐
画
『

噸
》
弐
》
函
》
》
Ｊ
召
冒
駐
岬
岬
一
』
》
Ｊ
》
Ｊ
》
Ｅ
》
》
一
》
．
》
一
》
Ｊ
》
Ｊ
》
一
》
》
Ｊ
一
一
》

１７．５１１．４

１７．３１１．６

１８．３１１．３

１６．４１１．４

１８．８１１．８

１６．５１１．７

１７．８１０．３

計測位置

Ｍ２Ｍ３Ｄｒｉｅｓｃｈ

ＬＢＬＢ９９ａ
T曇熱i左右

若M3Lは萌出未了のため計測不可

若M3Lは萌出未了のため不確実

成

成

成M3Lは軽度破損のため不確実

成

成

成

未萌出または萌出中

成

成

成

成

成

成

成

成

未萌出または萌出中

未萌出または萌出中

Ｍｌ

ＬＢ

‘性年齢 備考

l６ｂ

８
－
６
－
２
－
２
－
１
－
３
－
１
－
４
－
０
－
４
－
４
－
４
－
２
’
７
－
２
－
８
『
９
－
０

．
》
０
８
↑
６
－
０
９
－
６
９
Ｆ
９
－
８
陸
８
－
８
１
－
６
０
－
５
６
．
９

２
３
２
』
２
－
３
２
－
２
’
２
２
》
２
－
２
》
２
’
３
－
２
－
３
－
２
’
２
－
２

下顎骨Ｌ１３．７８．４

下顎骨Ｌ１３．６８．５

下顎骨Ｌ１３．６８．６

下顎骨Ｌ１４．２８．６

下顎骨Ｌ１３．５８．７

下顎遊離歯Ｌｌ３４８４

下顎遊離歯Ｌ１３．６８３

下顎骨Ｒ１３．４８．４

下顎骨Ｒ１３．６８．５

下顎骨Ｒｌ４０８６

下顎骨Ｒ１４．１８．９

下顎骨Ｒ１３．４９．０

下顎骨Ｒ１４．７９．０

下顎遊離歯Ｒｌ３４８．９

下顎骨Ｌ１３．３８．１１７．１１０．６

下顎骨Ｌｌ４３８３１７．９１１．０

下顎骨Ｌ１４．０８．７１７．３１１．０

下顎骨Ｌ８９１６３１１０

下顎骨Ｌ１３．９８．８１６．８１１．３

下顎骨Ｌ１４．０８３１７５１０．６

下顎骨Ｌ１４．６８．９１８．３１２０

下顎骨Ｌ１４．３９３１８．１〃.４

下顎骨Ｒ１３．０８．８１６．５１１．４

下顎骨Ｒ１３．８８．９１７．７１１．６

下顎骨Ｒ１３．８８．８１７．４１１．３

下顎骨Ｒ１４．４９．２１７．９１１．２

下顎骨Ｌ１８．７１１．２

下顎遊離歯Ｌ１９．４１１９

下顎遊離歯Ｌ１８．４１１４

下顎遊離歯Ｌ１７．７１１．３

下顎遊離歯Ｌ１６．７１１．１

下顎遊離歯Ｌ17.1118

下顎遊離歯Ｌ17.412.1

若
－
若
」
若

若

若
一
若
一
若
一
若
一
若

0.431

若

若

成ＭｌＬは岐耗のため測定不可

若

若

若

若ブタ？、Ｍ２Ｂは軽度破損のため不確実

成

ＭｌＢは軽度破損のため不確実

若

若ブタ？

７
９
？

３
－
３

25.4

28.3

29Ｊ

29.4

3７．８２７．５

2０３

27.2

2８．６

成巽臓蔚灘I定不可M2Lは咳1１．５jｄ５

表7.イノシシ(またはブタ)下顎骨･後臼歯の計測値(m､).斜体字は不確実な値

６

２５．４

２９．４

28.0

1.485

１９

１１．９

１３．６

12.7

0.525

１１．９

１２．３

１３．６

１２．３

１２．３

１３．２

１２．７

１２.４

１２．５

１３．４

１２．３

１２．６

１２．５

１３．４

１２.４

１３．３

１２．３

１３．６

１２．５

一
一

１鋤
小
一
大
一
均
一
縮

棚
最
Ｊ
最
正
平
一
灘

13.8 ８．７

0.229

１
咽
山
応
匡
唖

２７

１０．３

１２．１

１１．３

０．４２４

２６

８．１

９．３

－
０
’
７
一

お
一
皿
一
叫
壬

１８

２５．８

３１．２

28.4

1.644

37.8２７．５



45.8

表8.ウシ中手骨･中足骨の計測値・単位は、、（表9～16も同様） 表9.ウシ距骨の計測値

表11．ウマ中手骨･中足骨の計測値

種類部位左右ＮｂＧＬｍＧＬｌＢｄ種類部位左右Ｎｂ残存状態ＢｐＳＤＢｄＧＬ

表15.イヌの計測値．

３
０
３
９
４
５

③
■
■
●
■
■

３
４
３
２
２
２

44.7

46.7

38.9

40.0

骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

距
距
距
距
距
距
距
距
距
距

60.2

644

56.8

68.1

69.8

６１．６

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ

向
“
方
”
向
／
古
／
台
／
方
／
命
／
古
／
古
〆
古
／

188.3

55.2196.2

31.6

27.7

29.8

58.2

骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

手
手
手
手
手
手
手
手
手
手
手
手
手
手
手

中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ

ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ゥ
ゥ
ウ
ゥ
ウ
ゥ
ゥ
ゥ
ウ
ゥ
ゥ
ゥ
ウ
ゥ
ウ
ウ
ウ

ｗ
ｗ
剖
ｕ
ｐ
口
ｎ
ｒ
【
Ｐ
ｎ
ｒ
侭
Ｐ
Ｄ
凸

２
３
４

勺
皇
『
３
４
斗
気
》
〆
⑥
句
Ｉ
○
。
○
グ

63.1

62.3

種類部位

１
５
５
５
６
１

●
●
■
●
●
ａ

６
２
３
３
７
０

６
６
６
６
６
６

43.0

39.0

400

４１．１

４１．７

60.0

56.4

60.1

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

36.4

32.4

34.4

２
３
４
５
６

63.7

59.5

52.2 61.526.7

マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ

方
／
古
〃
市
／
方
／
方
〆
古
“
ウ
／
古
／
ウ
／
古
“

60.8195.5

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

ｗ
ｐ
昼
Ｄ
“
Ｄ
“
、
。
Ｄ
“

47.38

46.58

65.5

58.6

51.5

52.7

54.3

33.9

２
３
４
５
６

表10.ウシ腫骨の計測値28.4

30.4

197.20

20220

種類部位左右ｊＶｂＧＬ

ヌ
ヌ
ヌ
ヌ
ヌ

イ
イ
イ
イ
イ

シ
シ
シ

ウ
／
古
〆
古
〆

骨
骨
骨

睡
睡
睡

Ｌ１１３３．４

Ｌ２１２１．１

ｗ
ｗ
４
ｕ
Ｏ
ｑ

骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

足
足
足
足
足
足
足
足
足
足
足
足
足
足
足

中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

43.0２３．１ｗ
９
ｑ
Ｑ
ｑ
。
。
、
。
，
。
Ｄ
△
Ｄ
△
Ｄ
“
Ｄ
巳

１
１
１

Ｍ
Ｍ
Ｍ

顎
顎
顎

下
下
下

２
３
４
５
６
７
８
９
叩

59.2

59.0

53.3

Ｒｌｌ２２３

２
３
４

０
０
０

Ｎ
Ｎ
Ｎ

表12.ウマ距骨の計測値28.6

25.3

27.8

27.1

23.7

”
恥
壁

１
１
１

４６．７ 種類部位左右ｊＶｂＧＢＧＨ

Ｌ
Ｒ
Ｒ

距骨ウマＲｌ53.67４８５０

カラス属

カラス属

表13.ウマ腫骨の計測値47.8

中手骨ＬNo.６ｗ４９．３

尺骨ＬＮｏ５ｗ８０．６

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

46.7

47.6

48.4

22.7

27.5

26.8

24.5

種類部位左右ＪＶｂＧＬｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

ｐＲｌ43.8333.80

Ｒ２．45.89

２
３
４
５

ｳマ睡骨Ｒ１１０１．５７

64.5大型

2０４

第３中足骨ＲＮＱ５ｗ

No.ｌｐ－(d-）３０．８

NＱ２＜p->,(｡-）

No3（p-)-(..）

No.４（p-)-(d-）

No.５（p-)-(d-）

No.６（p-)-(d-）

２７．９

47.6

39.5

ハト科

ハト科

ハト科

ハト科

計測

左右資料残存位渥
Ｎｏ．

種類部位左右Ｎｂ残存状況ＢｐＳＤＢｄＧＬ

鳥類･未同定上腕骨ＲNo.７ｗ２７．８ツグミ科？

P４ＬＭｌＬＧＬ備考

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

骨
骨
骨
骨

足
足
足
足

中
中
中
中

骨
骨
骨
骨
骨
骨

手
手
手
手
手
手

中
中
中
中
中
中
Ｌｌ ｐ

Ｌ２ ｐ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

43.5127.12

42.89

29.24

28.61

30.64

43.33

42.15

45.70

44.80

Ｒｌｗ43.0525.1441.84246.20

Ｒ２（｡-）42.66

33.8

31.5３０．７

上顎骨ＲＮｏｌＩＰ４Ｍｌ］１７．５

やや大型(p-)･(｡-）

ｐ－(｡-）

(p-)-(d-）

ｐ－ｍ

ｐ－ｍ

ｐ－ｍ

ｐ－ｍ

＜p->-ｍ

２
３
４

１
２
３
４
。
。
６
７
８

●
■
■
●
●
●
■
■

０
０
０
０
０
０
０
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

大腿骨ＬNo.４ｗ４６．１

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

榛骨ＲNo.３ｗ５８．５

科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科

へ
「
、
、
、
、
、
、
『
『
へ
『
『
『
へ
へ
、
『
へ
、
、
、
、
、
へ
、
へ
、
、
『
、
、
へ
『
、
、
へ
、
『
へ
、
ヘ

ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ

ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ

GＬ備考種類部位

上腕骨ＬNo.１Ｗ

上腕骨ＲNo.２ｗ

８
３
１
９
５
１
３
２

■
●
●
車
。
■
凸
●

４
３
３
２
３
３
３
３

骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

腿
腿
腿
腿
腿
腿
腿
腿
腿
腿
腿
腿
腿
腿

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

表14.ネズミ科大腿骨の計測値．

計測

左右資料残存位置
Ｎｏ．

計測

左右資料残存位直
Ｎｏ．

(GLl）（GL2）ＳＤ備考菰類部位

(GL1):遠位端がはずれた状態での最大長(GL2):大腿骨頭･遠位端がはずれた状態での最大長表16.鳥類の計測値．



表17.イノシシ(またはブタ)遺体にみられた損傷(解体痕･咳痕など）

部位損傷の種別 位置

頭頂骨カットマーク？背面

頬骨カツトマーク頬骨突起前部腹面

側頭骨カットマーク
脳函外壁

関節結節

後頭骨カットマーク後頭穎

切歯骨カットマーク外面

連合部腹面

下顎骨カットマーク
下顎体後部外面

下顎角外面

下顎枝外面

背面

環椎カットマーク側面

腹面

軸椎カットマーク

頚椎カットマーク鯨突起

胸椎カットマーク疎突起

腰椎カットマーク横突起

頚部

肩甲骨カットマーク

肩甲練

下側縁中央

方向数

前後１

前後１

前後１

前後３

１

横～斜1

左右１

横～斜３

前後１

横～斜１

左右１

前後1

左右２

下部前後１

前後上部１

下部上下１

背面前後１

腹面前後２

外面横～斜３

上側縁横～斜２

下側縁横～斜５

上縁横～斜１

横～斜３

前面横～斜１

骨幹近位部後面横～斜２

上腕骨

榛骨

骨幹中央

カットマーク

骨幹遠位部

遠位端

骨幹中央
ｽﾊ゚ｲﾗﾙ･ﾌﾗｸﾁｬー？

骨幹遠位部

骨幹近位部

カットマーク

骨幹遠位部

切断＊ 遠位端

(右段につづく）

外面横～斜２

前面横～斜４

内面斜～縦１

内面横～斜３

後面横～斜１

後面斜～縦１

外面横～斜３

前面横～斜９

内面横～斜５

後面横～斜５

後面 縦１

前面横～斜１

内面横～斜３

内面 縦１

後面横～斜１

外面横～斜１

２

１

前面 縦１

前面横～斜１

前面横～斜１

内面横～斜１

横～斜1

＊榛骨遠位端を切断された資料は近年のものである可能‘性が高い．

部位損傷の種別 位置 方向数

前面横～斜２

骨幹近位部
内面横～斜７

後面横～斜２

カットマーク
外面横～斜２

骨幹中央
内面横～斜１

後面横～斜

尺骨 内面横～斜１
骨幹遠位部

後面横～斜

骨幹近位部
内面横～斜

チョップマーク
後面横～斜２

骨幹中央
内面横～斜

後面横～斜１

肉食獣の岐痕骨幹近位部内面 ２

McⅣカットマーク骨幹中央 前面～側面横～斜１

恥骨 寛骨臼付近前後２

カットマーク腸骨中央 下縁横～斜
寛骨

座骨(寛骨臼近く）外面横～斜1

チョップマーク腸骨(寛骨臼近く）外面 上下

近位端(骨頭直下）後面横～斜１

骨幹近位部内面横～斜２

前面横～斜
骨幹中央

内面横～斜
カットマーク

前面横～斜１
大腿骨

内面横～斜２
骨幹遠位部

後面横～斜

外面横～斜

ｽﾊ゚ ｲﾗﾙ･ﾌﾗｸﾁｬー 骨幹中央 ２

肉食獣の岐痕骨幹遠位部 ２

内面横～斜２
骨幹近位部

外面横～斜１

骨幹中央 前面横～斜1

カットマーク 前面横～斜２

腔骨 骨幹遠位部後面横～斜２

外面横～斜

遠位端 内面横～斜１

骨幹近位部外面横～斜
チョップマーク

骨幹中央 内面横～斜

緋骨カットマーク骨幹遠位部 横～斜

距骨カットマーク中央 横～斜３

後縁横～斜２
関節部

外面横～斜１

前縁中央 横～斜
瞳骨カットマーク

後縁中央 横～斜２

MtⅡカットマーク骨幹遠位部 横～斜

MtⅣカットマーク骨幹近位部前面横～斜

内面横～斜４
近位端～近位部

外面横～斜７
カットマーク

中央 内面横～斜
肋骨

遠位部 外面横～斜２

近位部
チョップマーク

外面横～斜３

遠位部 外面横～斜２

2０５



横カットマーク

方向位置損傷のタイプ部位左右残存状態種類

表18.ウシ･ウマ遺体にみられた損傷(解体痕･咳痕など）

横
横

関節部

関節部

カットマーク

カットマーク

カットマーク

カットマーク

カットマーク？

スパイラル･フラクチヤー

スパイラル･フラクチヤー

スパイラル･フラクチヤー

スパイラル･フラクチャー

肉食獣(イヌ？)による咳痕

部
部
節
節
ｄ
李
李
や
》
》
や
ｄ

関
関
》

骨
骨
甲
甲

一
肩
一
眉

Ｒ
Ｒシ

シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ

ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ゥ
ウ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ウ
ゥ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ

Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｒ

カットマーク

カットマーク

カットマーク

カットマーク

瞳骨 遠位端

。Ｌ
－
Ｒ

横
横

骨幹後外面

遠位端内面

横
横
横

遠位端内面

遠位端前面･内面？･外面？

遠位端内面

“
“
癖
“
癖
“
“
“
一
繍
繍
繍
繍

Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

スパイラル･フラクチヤー

2０６

１４
ｄ

ＩＬ
Ｒ

チョップマーク

カットマーク

マ
マ
マ
マ

方
／
方
／
方
／
方
／

斜
横
横

近位端内面

骨幹前面

骨幹前面

カットマーク

チョップマーク

チョップマーク

スパイラル･フラクチヤー

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

近位端前面

骨幹前面

カットマーク

カットマーク

遠位端前面

骨幹-遠位端前面

カットマーク

チョップマーク

スパイラル･フラクチヤー

スパイラル･フラクチヤー？

スパイラル･フラクチヤー？

スパイラル･フラクチヤー？

スパイラル･フラクチヤー

肉食獣(イヌ？）による咳痕

横
横

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｒ

骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

手
手
手
手
手
手
腿
腿

中
中
中
中
中
中
大
大

チョップマーク

スパイラル･フラクチヤー

擦り切り痕

穿孔

スパイラル･フラクチヤー？

スパイラル･フラクチヤー？

スパイラル･フラクチヤー

肉食獣(イヌ？)による岐痕

骨幹後内面 横Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
ワ

Ｗ

ｊ

ｐ
ｐ
ｐ
ｄ
ｄ
ｐ
①

骨幹後内面
●

近位端関節面

斜

ワ

Ｒ
Ｒ

骨
骨
骨
骨

距
距
距
距

横
横

近位端内面

骨
骨
一
鞘

榛
榛
中

遠位端後面

遠位端前面外面

横
横

ｄ
ｄ

カットマーク

カットマーク

骨
骨
節
節
基
基

カットマーク

腰骨

腰骨

Ｌ
Ｒ

腫骨Ｌ関節部

骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

足
足
足
足
足
足
足
足

中
中
中
中
中
中
中
中

横
横
横
横
一
斜

施
施
施
緬

ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ



表19.今帰仁城主郭東斜面から採集された脊椎動物遺体の組成(NISＰ:同定標本数,MNI:最小個体数）

2０７

肥虫綱

ウミガメ科

リユウキュウヤマガメ？

ヘビ類

分類群 ＮＩＳＰＭＮＩ 分類群 ＮＩＳＰＭＮＩ

５
－
》

０
－
７
冊
９

１
－
倍

５

１

１

魚類(軟骨魚網･硬骨魚網） ブダイ科

イロブダイ属

アオブダイ属

ブダイ科(属不明）

(右段につづく）

サメ類 五
》
５
－
２
－
５

３
’
２

皿
四
浬
一
両
一
釘
に
１
》
唖
》
、
一
ｍ
一
型
如
泌

３５

２９４

1２１７

1８１７６９

トビエイ科
■自再■＝ー自画００画００再ｐＵ－４ｑ凸韓O｡■４q凸韓ｑ－●ｑＯ－由一一■－q

エイ類？

肥虫綱小計

ﾛ甫乳類小計

２

１
－
１

ウツボ科 ブダイ科小計

スマ

２
－
４
’
４
－
３
》
Ｂ

1７８７

8３５３１００９

一
一
旅
一
一
Ｊ

憐
帥
一
》
咋
幽
挙
一
袖

４
－
郡
一
狸
一
皿
一
脚

＊ブタは明らかに最近のもの．

ダツ科 泌
砺
７
一
五
訓
皿

４
－
１
－
６
－
９
－
６
－
ｍ

ヘダイ

クロダイ属

総計

４１

イットウダイ科 タチウオ科

ニザダイ科

アイゴ属

モンガラカワハギ科

ギンガメアジ属(カスミアジ近似種）

ギンガメアジ属(ギンガメアジ近似種）

メアジ近似種

アジ科(その他）

アジ科(大型種）

アジ科属不明

アジ科小計

イスズミ科

フエダイ科

コショウダイ亜科

タマガシラ属

ボラ科

カマス属

ハタ科

ハタ科(マハタ型）

ハタ科(スジアラ型）

ハタ科(型不明）

ハタ科小計

アジ科

イトヒキアジ属

加
州
８
》
４
｜
卵
－
２

シイラ属

ハリセンボン科

魚類未同定

1５０

２３

３０５

４７８

⑲
７

ﾋﾒヅ科

魚類小計 6１０３２３４２

８
－
１
’
２
－
７
》
師
－
３

－
一
一
－
２
－

３
－
１
－
１
》
２
－
佃

5６

馴
圭
拝
一
州
雲
鐸
Ｊ
州
Ｊ
邦
一
癖

両生綱

カエル類

缶
３
３
郵
喧
睡
四
一
理
一
ｍ
’
３
－
５
－
認
巨
狸
計
８
－
和
－
７

⑬
１
２
５
３

型
－
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3０８４８鳥類小計

フエフキダイ科

ヨコシマクロダイ４５１６

メイチダイ属２０７

フエフキダイ属(ハマフエフキ型）３１３１５８

フエフキダイ属(アマミフエフキ型）３６２２

フエフキダイ属(キツネフエフキ型）１１

フエフキダイ属２１９‐

フエフキダイ科属不明７８７‐

フエフキダイ科/｣､計１４２１２０４

ベラ科

ベラ科(シロクラベラ型）７１５５

ベラ科(タキベラ型）１１７

ベラ科Ａ２４１６

ベラ科Ｂ２２１９

ベラ科(その他）１２

ベラ科(型不明）５９５‐

ベラ科小計７２４９９



２０８

表20.今帰仁城跡および今帰仁ムラ跡各地区の脊椎動物遺体相のまとめ
MNI比：●＞50%,◎＞25％，○＞10％,△＞5％，＋≦5％・
屋敷地1.4と東7区の魚類は資料数が少ないため出現種を＊で表示．

種類

周辺遺跡(今帰仁ムラ跡）
､■■＝－つつＣＣＣ‐●｡●｡‐一一■ロー■■＝●つつ●つつ｡●‐●｡■■ローローーーロ●つつ●つつ●｡●年画一ー■■ー■一一＝ー●ＣｏＣｏ●●｡一一ー■■■■■－－‐●●つつゆＣｏｏ｡‐一口■■■一ローローーゥq

屋敷地１屋敷地３屋敷地４屋敷地２屋敷地５東7区

今帰仁城

~誉T圭菟~蕊…
出土量(MNI合計） ７１７１５６５２１１３ １１０±？ 870９９３

大型魚類

全体中の比率(％）

ブダイ科

ベラ科

フエフキダイ科

ハタ科

モンガラカワハギ科

シイラ属
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全体中の比率(％）
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1．アオブダイ属前上顎骨（左） 2．アオブダイ属前上顎骨（右） 3．イロブダイ属前上顎骨（右）

4．アオブダイ属歯骨（左） 5．アオブダイ属歯骨（右） 6．イロブダイ属歯骨（右）

7．ブダイ科主上顎骨（左・外側） 8．ブダイ科主上顎骨（左・内側）９．ブダイ科方骨（左・外側）

10．アオブダイ属下咽頭骨 11．イロブダイ属下咽頭骨 12．ブダイ科.角骨（右・外側）

１３．アオブダイ属上咽頭骨（左） １４．イロブダイ属上咽頭骨（左）写真図版1．ブダイ科＊スケールバー：２cｍ

2０９



1．ベラ科.前上顎骨（右・外側） 2．ベラ科前上顎骨（右・内側）

4．ベラ科歯骨，（左・内側） 5．ベラ科歯骨（左・内側）

7．ベラ科主上顎骨（右・内側） 8．ベラ科角骨（左・外側）

10．ベラ科Ａ型上咽頭骨（右） １１．ベラ科Ｂ型上咽頭骨（右）

13．ベラ科Ａ型下咽頭骨 １４．ベラ科Ｂ型下咽頭骨

１６．ベラ科シロクラベラ型上咽頭骨（右）１７．ベラ科シロクラベラ型下咽頭骨

2１０

3．ベラ科前上顎骨（左・内側）

6．ベラ科･方骨（左・内側）

9．ベラ科角骨（左・内側）

12．ベラ科･タキベラ型上咽頭骨（左）

１５．ベラ科タキベラ型下咽頭骨

写真図版2．ベラ科

*スケールバー：１～９，１２～１７/2ｃｍ

１０，１１/1cｍ



１．フエフキダイ属ハマフエフキ型
前上顎骨（左・外側）

4．フエフキダイ属ハマフエフキ型

前上顎骨（左・内側）

2．フエフキダイ属アマミフエフキ型
前上顎骨（左・外側）

5．フエフキダイ属アマミフエフキ型

前上顎骨（左・内側）

3．メイチダイ属前上顎骨
（左･外側）

6．メイチダイ属

前上顎骨（左・内側）

7．フエフキダイ科歯骨（左・外側）８．フエフキダイ科主上顎骨（左・外側）９．フエフキダイ科角骨（左・外側）

１０．フエフキダイ科歯骨（右・内側） １１．フエフキダイ科主上顎骨（左・内側）１２．フエフキダイ科･角骨（左・内側）

１３．フエフキダイ属口蓋骨（左・外側）１４．フエフキダイ属口蓋骨（左・内側）

写真図版3．

フエフキダイ科

*スケールバー：２cｍ

2１１



２１２

Ｌヨコシマクロダイ前上顎骨（右・内側）２．ヨコシマクロダイ主上顎骨
（右・内側）

3．ヨコシマクロダイ方骨（左・内側）

4．ヨコシマクロダイ歯骨（左・外側）５．ヨコシマクロダイ角骨（左・外側）

6．ハタ科マハタ型前上顎骨

（右・内側）

7．ハタ科スジアラ型前上顎骨（右・内側）８．ハタ科主上顎骨（左・外側）

9．ハタ科マハタ型歯骨（右・外側）１０．ハタ科マハタ型歯骨（右・内側）１１．ハタ科角骨（左・外側）

12．ハタ科スジアラ型歯骨（左・外側）１３．ハタ科.スジアラ型歯骨（左・内側）１４．ハタ科方骨（左・外側）

１５．ハタ科擬鎖骨（左・外側） 16．ハタ科.擬鎖骨（左・内側）

写真図版4.

1～５：ヨコシマクロダイ，

6～１６：ハタ科

*スケールバー：２cｍ



1．フエダイ科前上顎骨（右・外側）２．フエダイ科前上顎骨（右・内側）

4．フエダイ科･前上顎骨（右・外側）５．フエダイ科歯骨（左・外側）

7．コショウダイ亜科前上顎骨

（右・外側）

10．コショウダイ亜科主上顎骨

（右・外側）

8．コショウダイ亜科前上顎骨

（右・内側）

１１．コショウダイ亜科角骨

（右・外側）

3．フエダイ科歯骨（右・外側）

6．フエダイ科角骨（左・外側）

9．コショウダイ亜科歯骨（左・外側）

12．コショウダイ亜科方骨（右・内側）

１３．タマガシラ属前上顎骨

（左・外側）

１４．タマガシラ属前上顎骨

（左・内側）

15.．タマガシラ属主上顎骨（右・内側）

16．ヒメジ科歯骨（右・内側）１７．ヒメジ科主上顎骨（左・外内側）

写真図版5.

1～６：フエダイ科

7～１２：コショウダイ亜科

１３～１５：タマガシラ属

16～１７：ヒメジ科

*スケールバー：１，２/3ｃｍ

３，６～15/2ｃｍ、４，５，１６，１７/1cｍ

2１３



２１４

1．ハリセンボン科.前上顎骨 2．ハリセンボン科･歯骨

4．ハリセンボン科方骨（右・内側）５．モンガラカワハギ科.前上顎骨

（右・外側）

7．イットウダイ科.歯骨（右・外側） 8．イットウダイ科角骨（左・外側）

人
3．ハリセンボン科煎

6．モンガラカワハギ科前上顎骨

（右・内側）

9．イスズミ科･前上顎骨

（右・外側）

10．ニザダイ科歯骨

（左・外側）
１１．ニザダイ科主鯉蓋骨１２．ニザダイ科尾部鱗
（右・内側）

１３．アイゴ属擬鎖骨

（右・外側）

１４．カマス科歯骨（右・外側） １５．カマス科.歯骨（右・内側）

17．ウツボ科歯骨（右・内側） 18．ウツボ科方骨（左・内側）

１６．カマス科口蓋骨（右・内側）

写真図版6.

1～４：ハリセンボン科

５，６：モンガラカワハギ科

７５，８：イツトウダイ科、９：イスズミ科

10～１２：ニザダイ科、１３：アイゴ属

14～１６：カマス科、１７，１８：ウツボ科

*スケールバー：１，２/3ｃｍ

3～６，８，９，１１，１３～18/2ｃｍ

７，１０，１２/1cｍ



１．イトヒキアジ近似種前上顎骨

（左・外側）

4．イトヒキアジ近似種歯骨

（右・外側）

2．イトヒキアジ近似種前上顎骨

（左・内側）

5．イトヒキアジ近似種歯骨

（右・内側）

3．イトヒキアジ近似種主上顎骨

（左・内側）

6．イトヒキアジ近似種角骨

（左・外側）

7．カスミアジ近似種歯骨（右・外側）８．カスミアジ近似種歯骨（右・内側） 9．カスミアジ近似種稜鱗

１０．ギンガメアジ属主上顎骨

（右・内側）

１１．メアジ近似種前上顎骨

（左・外側）

12．メアジ近似種歯骨

（右・外側）

13．アジ科方骨（左・内側）１４．シイラ属前上顎骨（左・内側） １５．シイラ屈歯骨（右・内側）

１６．シイラ属主上顎骨（右・内側）

写真図版７．１～１２：アジ科､１４～１６：シイラ届

*スケールバー：１～10,13,15,16／2ｃｍ､11,12,14／1cｍ

２１５



２１６

1．クロダイ属前上顎骨（左・外側）２．クロダイ属前上顎骨（左・内側）３．クロダイ属主上顎骨（左・内側）

4．クロダイ属歯骨（左・外側） 5．クロダイ属歯骨（左・内側） 6．クロダイ属角骨（左・外側）

7．ヘダイ前上顎骨（左・内側）８．ヘダイ歯骨（右・内側） 9．タチウオ科前上顎骨（左・内側）

１０．ボラ科主鯉蓋骨

（左・内側）

電謹蕊溌

１３．ダツ科前上顎骨（右・歯列面）

１５．サメ類椎骨

１１．カツオ・スマ類主上顎骨（右・内側）１２．トビェイ科歯

１４．ダツ科歯骨（左・歯列面）

写真図版８．１～６：クロダイ届､７，８：ヘダイ､９：タチウオ科

１０：ボラ科､１１：カツオ､１２：トビエイ科､１３，１４：ダツ科､１５：サメ類

*スケールバー：１～８，１０～12,14,15／2ｃｍ､９／1ｃｍ､１３／3cｍ



3．ＵＫ－Ｅ方骨（左・外側）

1．ＵＫ－Ａ前上顎骨（右・外側）２．ＵＫ－Ａ前上顎骨（右・内側）

4．ＵＫ－Ａ歯骨（左・外側） 5．ＵＫ－Ａ歯骨（左・内側） 6．ＵＫ－Ｅ方骨（間接面）

7．ＵＫ－Ｄ歯骨（左・外側） 8．ＵＫ－Ｄ歯骨（左・内側） 9．ＵＫ－Ｃ歯骨（左・外側）

写真図版9．未同定魚骨資料＊スケールバー：１～8/2ｃｍ，９/1cｍ

2１７
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図版11．人為的損傷資料Nol～7，５２，５３（ブダイ科／1～３：前上顎骨、４～６：歯骨、７：方骨、
クロダイ属／５２，５３：前上顎骨）

＊スケールバー／l～７，５３：２ｃｍ、５２：１ｃｍ)。枝番号をつけたものは傷痕の拡大写真。
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写真図版12．人為的損傷資料No8～12,16,54（ベラ科.／8～１２：歯骨､１６：下咽頭骨､ヘダイ／５４：前上顎骨）
＊スケールバー／2ｃｍ,枝番号をつけたものは傷痕の拡大写真。
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写真図版13.写真図版13．人為的損傷資料Nol3～１５，１７，１８（ベラ科／１３～15,17,18：下咽頭骨）

＊スケールバー／2ｃｍ,枝番号をつけたものは傷痕の拡大写真。
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写真図版14．人為的損傷資料Nol9～23,32,33（フエフキダイ属／19,20：前上顎骨､21,22：主上顎骨､２３：口蓋骨、

フエフキダイ科／３２：角骨､ヨコシマクロダイ／３３：下咽頭骨）

＊スケールバー／2ｃｍ､枝番号をつけたものは傷痕の拡大写真。
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写真図版15．人為的損傷資料No24～2９（フエフキダイ科／24～２９：歯骨）

＊スケールバー／2ｃｍ,枝番号をつけたものは傷痕の拡大写真。
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写真図版16．人為的損傷資料No30､31,47,50,51,59

（フエフキダイ科.／30,31：歯骨､フエダイ科.／４７：歯骨､イト

５０，５１：歯骨､サメ類／５９：椎骨）

＊スケールバー／2ｃｍ,枝番号をつけたものは傷痕の拡大写真。
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写真図版17．人為的損傷資料No34～38,48,49（ハタ科／34～３６：主上顎骨､マハタ型／３７：歯骨､スジアラ型／３８：歯骨、
イトヒキアジ近似種／48,49：主上顎骨）

＊スケールバー：２ｃｍ,枝番号をつけたものは傷痕の拡大写真。
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写真図版18．人為的損傷資料No39～4６（ハタ科擬鎖骨）

＊スケールバー：２ｃｍ､枝番号をつけたものは傷痕の拡大写真。
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図版19．リクガメ類・鳥類（ニワトリ以外）・小型哨乳類

１．２トガリネズミ科（1頭蓋骨、２下顎骨Ｒ)、３ネズミ亜科.下顎骨Ｒ，４．５ネズミ科大腿骨L、６．７カラス属（6尺骨
L、７中手骨L)、８．９カモ類（8烏口骨L、９中足骨L)、１０ワシ科大腿骨Ｒ，１１未同定鳥類上腕骨Ｒ，１２～17ハト科（１２
腔骨L，１３烏口骨Ｒ、１４上腕骨Ｒ、１５上腕骨L，１６榛骨Ｒ，１７大腿骨L)、１８～20オオコウモリ科（１８上腕骨L、１９榛
骨L，２０大腿骨L)、２１～２４リクガメ類（21上腕骨Ｒ，２２上腹板L、２３中腹板L，２４下腹板R)、２５～30ネコ（25下顎
骨L、２６肩甲骨R、２７上腕骨R、２８榛骨L、２９榛骨L，３０腔骨L)、３１～38イヌ（31上顎骨R、３２上顎骨L、３３下顎ＭｌＲ，
34頭蓋骨、３５軸椎、３６尺骨Ｒ，３７榛骨L、３８第３中足骨R)、３９．４０ヤギ（39下顎Ｍ２Ｒ、４０腔骨Ｒ）
＊スケール・バーは、１．２：２ｍｍ、３～５．１８～２０：１ｃｍ，その他：２cｍ
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図版20．ニワトリ

l肩甲骨Ｒ，２烏口骨Ｒ，３上腕骨Ｒ，４上腕骨L，５上腕骨L、６中手骨Ｒ、７尺骨Ｌ、８尺骨Ｌ、９尺骨L，１０榛
骨Ｒ、１１榛骨R，１２大腿骨Ｒ，１３大腿骨R、１４腰骨R，１５腰骨L，１６．１７腔骨L，１８中足骨Ｒ、１９中足骨Ｒ，
５．９．１１．１３．１６．１７は若烏

＊スケール・バーは2cｍ
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図版21．イノシシ類（１）

lブタ？下顎骨L，２ブタ下顎骨Ｒ（おそらく１と同一個体)、３．４下顎骨Ｌ
*スケール･バーは2cｍ
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図版22．イノシシ類（２）

1下顎骨L、２下顎骨連合部、３～5下顎骨Ｒ，６上顎骨L、７上顎骨R，８上顎犬歯Ｒ（早）、９．１０上顎犬歯Ｌ（ず'）
*スケール･バーは2cｍ
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図版23．イノシシ類（３）

1側頭骨L、２環椎、３軸椎、４肩甲骨Ｒ，５上腕骨Ｒ、６榛骨L，７尺骨Ｒ，８第２中手骨L，９第３中手骨L、１０第４中手骨L，
''第5中手骨L，１２基節骨、１３中節骨、１４末節骨
＊スケール・バーは2cｍ
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図版24．イノシシ類（４）

1寛骨Ｒ、２大腿骨Ｒ，３．４大腿骨L，５俳骨L，６腰骨L，７距骨L，８睡骨Ｒ，９第２中足骨Ｌ、１０第３中足骨L，１１第４中

足骨L，１２第５中足骨L、１３ブタ中手骨または中足骨（最近のもの）

*スケール・バーは2cｍ

露、

『可

1 ０，

1３

Ｎ

１

]掴

:一望

§鍵
あ＝

勇

蓄

＃
電
働
岬
韮
確
儒
誰
郷
磐
鋤
岬
訓
‐
Ｉ
ｉ

１

蕊
７

２９

色
。
動

,垂$・
頚



８

９

２

穂
且

図版25．ウシ（１）

１頬骨L，２下顎骨L，３前頭骨（角芯）、４下顎骨L、５下顎骨Ｒ、６上腕骨Ｒ、７棟骨L，８尺骨L、９中手骨Ｌ
＊スケール・バーは2cｍ
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図版26．ウシ（２）

l大腿骨Ｒ，２腔骨Ｒ，３距骨Ｒ、４睡骨L，５中足骨L，６中心第４足根骨L，７基節骨、８中節骨、９末節骨
*スケール･バーは2cｍ
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図版27．ウマ（１）

l～3上顎臼歯L，４～6下顎臼歯L、７下顎骨L，８棟骨R、９肩甲骨R、１０上腕骨R，１１中手骨Ｌ
*スケール・バーは2cｍ
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図版28．ウマ（２）

1寛骨R、２１里骨L，３距骨Ｒ，４睡骨Ｒ，５中足骨Ｒ，６基節骨、７中節骨、８末節骨

＊スケール・バーは2cｍ
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図版29．海獣類・ウミガメ類

l～６ジュゴン（1前頭骨Ｒ，２上腕骨Ｒ、３上腕骨Ｌ，４尺骨Ｒ，５．６肋骨)、７イルカ類椎骨、８～１５ウミガメ類（8前烏

口骨Ｒ，９．１０烏ロー肩甲骨Ｒ，１１．１２上腕骨L，１３大腿骨Ｒ，１４棟骨L、１５尺骨Ｒ）

＊スケール・バーは2cｍ
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図版30．獣骨にみられる人為的損傷

1～4イノシシ類（l上腕骨Ｌ，２尺骨Ｒ、３．４上腕骨Ｒ)、５～８ウシ（5上腕骨Ｌ，６中手骨Ｒ､７中手骨、８中足骨Ｒ)、

laは写真１のa部分の拡大（他も同様）

＊スケール・バーは２cｍ
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